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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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大正四年一月二十二日、午前三時。

横濱。




民家の庭池より極ごく彩さい色しきの宝玉が放たれる。

それらは光の尾おを引いて夜空を渡わたり

瞬またたく間に世界中へ散らばった。




四よ十そ一いちに及およぶ極彩色の流星を見たのは

深夜の西さい駕が町を歩く野の良ら猫ねこたちだけだった。










猫づくし浪ろ漫まん譚たん、開幕──。


















　ジリリリ───と目覚まし時計の鈴ベルが御み池いけ家の別べつ邸ていに鳴り響ひびく。

　弥や紘ひろは頭まですっぽりかぶった蒲ふ団とんから腕うでだけを出し、手をせわしなく動かした。探さぐり当てた時計のベルを止めるわずかのうちにも指先が冷えてくる。

「うぅ、寒い。ねむい……」

　さっと腕を引っ込め、股もも引ひきを穿はいた脚あしのあいだに両手を挟はさみ込む。足元にある陶とう製せいの湯たんぽは弥紘が生まれる前に亡なくなった祖父の愛用品で、古くても優すぐれもののそれはまだほんのり温かい。外はさながら八はつ寒かん地じ獄ごくのようだが、毛布と掛かけ蒲団と綿入れ半はん纏てんという三重の鉄てつ壁ぺきに守られた寝ね床どこの中は極楽であった。

　起きなくてはならない、でもぬくぬくの極楽でもう一ひと眠ねむりしたい。誰だれしもそうするように、弥紘は寝ぼけた頭で毎朝の葛かつ藤とうを繰くり広げる。この離はなれがたい心地ここちよさと温ぬくもりは、なにかにとてもよく似ているのだが、はて、なんだろう。

「うーん、なんだろな……？　……そう、だ。猫の──」

　一度触さわったら、嫌いやがられて引っ搔かかれるまで放せない魔ま性しようのふわふわ。顔を埋うめたい衝しよう動どうに駆かられる、もこもこの毛に包まれた猫のおなかにそっくりなんだ──二度寝の誘ゆう惑わくに負けて毛布に顔を埋めながら微睡まどろみかけたとき、庭のほうから、ニャアー、ナァーと弥紘を呼ぶ声が聞こえてきた。

「あっ、もう来てる」

　夢の中に入る直前でぱちっとまぶたを開く。あれは朝食を急せかす猫たちの鳴き声だ。

　仕事のために寝床から出るのは億おつ劫くうだけれど猫のためなら起きられる。気合いを入れて毛布と掛け蒲団を捲めくった弥紘は「やっぱり寒いっ」と大急ぎで皺しわくちゃになった寝間着を整え、綿入れ半纏を着て厚手の足袋たびを履はいた。

「おはよう。すぐ用意するから待ってて」

　ガタガタと大きな音を立てて雨戸を開け、仄ほの明あかるい庭に集まってきた猫たちと挨あい拶さつを交かわすと、寝ね癖ぐせだらけのぼさぼさ髪がみを揺ゆらして炊すい事じ場ばへ駆けていく。

　弥紘の朝は早い。駒こま菊ぎく屋やを営む豪ごう商しよう・御池家の三男で、二十三歳になった今も〝坊ぼつちゃん〟と呼ばれているが、それは名ばかりだった。贅ぜいを尽つくした本邸に住んだことは一度もなく、女中らに世話をされる暮らしとまったく無む縁えんの弥紘は身のまわりのことをすべて自分で行う。手が痺しびれるほど冷たい水で顔を洗い、手ぬぐいで拭ふきながら瓦斯ガス焜こん炉ろに置いている片手鍋なべの蓋ふたを開けた。

「おお、美味おいしそうな煮に付つけ」

　その出で来き映ばえににっこりと微笑ほほえむ。昨日、仕事の帰りに寄った魚屋で四尾びの鯖さばを安く買い、さっそく一尾を焼いて夕食にした。残りの三尾は猫が食べることと弥紘自身の好みから味を薄うすめにして煮付けた。研といだ米を土鍋に入れて炊飯の準備を済ませると、二枚の皿に鯖を一尾ずつ盛り、猫たちが取り合いをしないよう箸はしでざっくりほぐしていく。

　弥紘が一人で暮らしているこの御池家の別邸は、かつては祖母の住まいだった。

　夫を早く亡くした祖母に、閑かん静せいな場所で寂さびしさをゆっくり癒いやしてほしいという御池一族の想おもいから用意されたらしい。そう言うと聞こえはいいが、実際は弥紘の継けい母ぼである頼より子こが姑しゆうとめを本邸から追い出しただけだった。弥紘が生まれる約半年前、頼子は舅しゆうとが死去するなり、町外れの空き家へ──本邸に二棟むねある離れよりも小さくて古ぼけた家屋へ舅の遺品と姑の持ち物を無理やり運ばせたという。

　血も涙なみだもない非道な仕打ちがなぜ罷まかり通ったのか、その理由を弥紘は二人の異い母ぼ兄けいに教わった。

　祖父が反たん物ものの行商から始めて一代で築き上げた駒菊屋は、彼が病びよう臥がすると同時に商売が傾かたむいた。当時、若わか旦だん那なだった弥紘の父親は将来を誓ちかい合った女学生を捨て、地方の大地主の娘むすめである頼子と結けつ婚こんする。頼子の実家から多額の投資を受けて駒菊屋は廃はい業ぎようを免まぬがれ、二人の男児にも恵めぐまれた。しかし、家族を守り商売をふたたび隆りゆう盛せいさせなくてはならないその最さ中なかに、あろうことか父親は女中に手をつけ、子まで拵こしらえていたのである。

　頼子が激げき昂こうするのは当然だと誰しも思うだろう。だが彼女は冷れい淡たん無情で強したたかな人だった。早々に夫を見限ると、夫の子を身み籠ごもった女中を昼夜問わず近くに置いて自分の世話をさせた。

　その歪いびつな関係と頼子の重圧に負けた女中が精神を患わずらって寝込んでも、寝床から引っ張り出して力仕事までさせたという。扱こき使われて患ったまま出産した女中は数日後に亡くなり、嬰えい児じは御池弥紘と名づけられたが本邸へ入ることは許されず、頼子があらかじめ追い出していた姑に預けられた──。

「お待たせー、みんなの好きな鯖だよ」

　二枚の皿を持って縁側へ向かい、踏ふみ石に置いた下げ駄たを履いて庭へおりると猫たちが寄ってくる。鯖にかぶりつく猫たちの丸い後頭部を順番に撫なでれば、吐はく息は白くても心がほっこりと温かくなっていく。

　豪商・御池家の別邸と呼ぶのは憚はばかられる古く小さなこの家屋が、祖母とともに暮らした弥紘の大切な生家だった。思い出が詰つまった本邸を追い出されていきなり乳ち飲のみ子を押しつけられたというのに、祖母は弱音や愚ぐ痴ちをいっさいこぼさず弥紘を育ててくれた。

　心ない仕打ちを受けながらも腹の中の子を守り、産んですぐに亡くなってしまった母親のことを思うとどうしようもなく胸が苦しくなる。一年前に頓とん死しした父親には『勝手に生まれおって』と罵ののしられ、その関係は他人以上に薄っぺらなものだった。弥紘は両親の愛情も家族の在りかたも知らない。けれど、いつもにこにこと笑いかけてくれた祖母が、どれほど温かくて柔やわらかくて無む償しようの優やさしさを持つ存在であったかは誰よりも知っている。

　だから祖母を見送った十二歳のとき、弥紘は息が詰まって死んでしまいそうなほどに泣きじゃくった。まだ少年の息子むすこを本邸に引き取るという考えが、父親と継母には毛頭ない。見かねた二人の異母兄が食事の世話をしたり中等学校へ入る手続きをしたりと折々に助けてくれたが、継母に隠かくれて行うそれらには限界があり、弥紘は自分が本当に独りぼっちになったことを思い知らされる。

　十二歳の弥紘は毎晩のように泣き、泣き疲つかれて一人で眠った。悲しくて寂しくて、独りぼっちは恐おそろしくて、このまま目が覚めなければいいのにと夢の中で何度願ったか知れない。

　でも朝になれば猫たちが庭へやってくる。まぶたを腫はらす弥紘などおかまいなしで『早く飯をよこせ』と鳴く猫もいれば、頻しきりに祖母の姿を捜さがす猫や、庭にぽつんとしゃがみ込む弥紘に寄り添そってふわふわの額を押しつけてくる猫もいた。

『おばあちゃんはもういないし、ごはんもないよ。ほかのおうちへ行って』──そう追い払はらっても猫たちはくっついてきてニィニィと鳴くから、弥紘は困こん惑わくしながら炊事場や居間の茶ちや簞だん笥すを探って食べられるものを見つけ出す。食しよく欲よくなんてないけれど、弥紘が食べないと猫はいつまでも動かずに庭先からじっと見つめてくるので、しかたなくのろのろと朝食をとる。

　猫たちは交代で庭へ来た。翌日も翌々日も、その次の日も。

　学校から走って帰宅すると、彼らは庭の陽ひだまりで毛け繕づくろいをしたり丸くなったりしていて、弥紘が家に入ったことを必ず確かく認にんしてからどこかへ去っていく。そしてまた翌朝にはほかの猫がやってくる。まるで一人になった弥紘を皆みなで見守っているようだった。

　きっと、おばあちゃんが猫ねこちゃんたちに『弥紘をお願いね』って言ってくれたんだ──弥紘は、縁側に腰こしかける祖母と彼女のことが大好きで集まってくる猫たちの風景を思い出しながら眠った。泣いてばかりだった夜が、『猫ちゃんたちの朝ごはん、なににしようかな……』と考える夜へと変わっていく。美味うまいものを食べさせたくて料理を覚え、自分で食費を賄まかないたくて二人の兄に相談し、働きかたを教わった。

　祖母を喪うしなった十二歳から二十三歳の今日まで、猫たちが弥紘のもとを訪おとずれなかった朝は一日たりともない。老いて片方の後あと脚あしが不自由な猫、顔や身体からだに縄なわ張ばり争いの傷を持った若い雄おす猫ねこ、仔こ猫ねこを連れた母猫──孤こ独どくな少年を慰なぐさめ、励はげまし、一人で頑がん張ばっていけるという強い思いを弥紘に持たせてくれたのは数多あまたの猫たちだった。

「さくら？　もう終わり？　もっと食べなよ、おまえまだ身体が小さいんだから」

　綺き麗れいな桜色の首輪をつけた白い猫が、皿から離れて弥紘の足元へ近づいてくる。成せい猫びようになって間もない彼女の首輪には〝さくら〟と刻まれた小さな木札が下がっている。食後の手入れをどうするのか見ていると、さくらは丸めた前脚で自分の顔をぱぱっと撫でた。

「あはは、めんどくさがり屋だなぁ、今のは顔を洗ってるふりじゃない？」

　一いつ瞬しゆんの愛らしい仕草に思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。我われ関せずのさくらは、しゃがんでいる弥紘の腿ももに乗り上げると、そこで器用に香こう箱ばこ座りをした。

「はぁ……、かわいいねぇ」

　物心がつく前から猫と触ふれ合っていて、最も古い記き憶おくは祖母に抱だきかたを教わりながら大きな錆さび猫ねこを抱き上げたことだった。ずいぶん長い付き合いだというのに、それでも飽あきることなく「かわいい」を何度も口にする。

　当然のことながら猫たちは弥紘の話などこれっぽっちも聞いていない。知らんぷりをされても嬉うれしいと思うほどだから、猫という魅み惑わくの生き物に心も魂たましいまでも奪うばわれている自覚が充じゆう分ぶんにあった。

「なんでおまえたちはこんなにかわいいのかなぁ？　教えておくれよさくらちゃん」

　おどけて鼻先を寄せると、嫌がるさくらが「ぎにゃあ」と鳴いて、真っ白な前脚で頰をぽふっと叩たたいてくる。もっと叩かれたい弥紘は締しまりのなくなった顔をぐいぐい近づけた。

　猫たちがそばにいてくれるからちっとも寂しくないし一人で生きることに問題はない。でも、猫と言葉を交わせたら、あるいは、祖母と母親と猫たちと暮らせたら、夢のように心豊かで素す晴ばらしい日々になるだろうと想像する。

　祖母は狭せまい庭や、この時期になると氷が張ってしまうくらいの小さな池を大切にしていた。弥紘は幼少のころ、洗せん濯たく物ものを干す祖母のそばで猫と遊んだり、庭の手入れのしかたを教わったり一いつ緒しよに掃はき集めた落ち葉で焼き芋いもを作ったりした。

　祖母のために、猫たちが過ごしやすいように、今も手入れを欠かさない。その狭い庭の端はしから端へ視線を巡めぐらせた弥紘は溜ため息をひとつつく。

「やっぱり今日も市いち松まつとぼたもちが来ないな……」

　それは最近ずっと姿を見ていない猫たちの名だった。

　弥紘が住む西駕町は横濱駅から離はなれた場所に位置しており、近くに豊かな漁場が広がっているため良質の魚が安価で手に入る。小魚を求めて集まる数多くの野の良ら猫ねこを町全体で世話していた。

　猫たちとの共生は明治御ご一いつ新しんよりも前からつづいているそうで、小さな港町の伝統文化みたいなものだと住民は思っている。家ごとに自由に名をつけるため、西駕町を縄張りにしている野良猫のほとんどが複数の名を持っているのも風習のひとつだった。

　さくらのように名札を下げている野良猫は珍めずらしく、こういうときは名札に倣ならって「さくら」と呼ぶが、弥紘も初めて見た猫にすぐ名をつける癖くせを持っている。市松は背に四角い模様が斜ななめにふたつ並んでいることから、ぼたもちは小豆あずき色をしていて、丸くなって眠ねむる姿を見るとどうにもぼたもちが食べたくなってしまうからそう名づけた。

　彼らは魚市場や別の家へ行くようになったのかもしれない。それならいいが、ぼたもちは一週間ほど、市松に至っては二週間以上も石いし塀べいを歩く姿すら見ていないから心配だった。

「よいしょ、っと……」

　さくらを抱き上げた弥紘は庭にわ下げ駄たをカコカコ鳴らして飛び石を歩く。低い門から首を伸のばしてあたりの様子をうかがうと、さくらも真似まねをするみたいに首を動かした。

　それぞれの家で食事中なのだろう、早朝の小こ路みちに猫の気配はない。

「さくら。どこかで市松とぼたもちに会わなかった？」

　そう訊たずねてもさくらはつれなくて、腕うでをするりと抜ぬけ、飛び石を悠ゆう々ゆうと渡わたって庭へ戻もどっていく。次の休日に近所を捜してみようと決めた弥紘は新聞受けから朝刊を取ってさくらのあとを追った。

　新聞を縁側に置いて一いつ旦たん炊すい事じ場ばへ行き、弱火をつけた焜こん炉ろに土ど鍋なべをかけ、水の入った小さな薬や缶かんを持って縁側へ戻る。朝陽が昇のぼり明るくなった庭で猫たちは皿を舐なめたり毛繕いをしたりと思い思いに過ごしていた。弥紘は長なが火ひ鉢ばちを縁側に運んで昨夜ゆうべの消し炭を熾おこし、薬缶を五徳に置いた。

　そうして読みはじめた朝刊の日付は大正四年、寒さがひときわ厳しい二月九日──欧羅巴ヨーロツパで勃ぼつ発ぱつした争いは世界を巻き込む大戦となり、日本も参戦しているが、遥はるか遠方の地で起こっているそれの暗い影かげが弥紘たち一いつ般ぱん市民にまで及およぶことはない。軍ぐん需じゆ品輸出の増加に伴ともない軽工業に次いで重工業も盛さかんになっているようで、朝刊の第一面には【好景気ノ芳かんばシキ薫かおリ漂ただよフ】という見出しが載のっていた。

　たしかに半年ほど前から忙いそがしくなり、駒菊屋にも『好景気ノ芳シキ薫リ』とやらが漂っているように感じられる。だが横濱に住む人々には戦争や好景気よりも気になっていることがあった。早く地方版を確認したくてばさばさと新聞を捲めくった弥紘は不ふ穏おんな見出しに目を瞠みはる。

【近おう乃の屋や一家惨ざん殺さつサル。現場ニ物ノ怪けノ足あし跡あとアリ】

「噓うそだっ……」

　横濱に店を構える商人とその家族が殺されて財物が根こそぎ奪われるという恐ろしい事件が、約二十日間に二度も起きていた。血に濡ぬれた獣けものの足跡以外に手がかりがないことから怪事件の様相を帯び、人々のあいだからは「物の怪のしわざだ」という噂うわさ話ばなしも出てきている。

　犯人検挙の一報を期待していたのに、新聞に載っているのは第三の事件発生と噂話そのままの【物ノ怪】の文字、そして馴な染じみのある商店の名だった。

「そんな、近乃屋さんが……」

　ぞくりと身み震ぶるいがする。〝明みよう王おう通りの駒菊屋・土ど門もん通りの近乃屋〟と言われるほど、ふたつの大おお店だなはよき商売敵がたきであり、繁はん華か街がいを活気づけている存在だった。弥紘も駒菊屋で働きだしたころ、何度か近乃屋へ使いに行ったことがある。

　警察が隠おん密みつに捜そう査さしているのだろうか。それとも本当に獣の足跡しか手がかりが見つかっていないのだろうか。記事は悪あく趣しゆ味みな要素を色いろ濃こくしており、犯人は化け猫だ犬神だ、否いな、猫びよう鬼きだ九尾びの妖よう狐このしわざだなどと書き立て、ご丁てい寧ねいに絵図つきで物の怪を紹しよう介かいしている。

　死者の血を舐め、その者の怨おん念ねんを晴らすとされる化け猫。殺あやめた猫を祀まつれば妖猫と成り、その者のもとへ人知れず金銀財宝を運ぶと言われる猫鬼──。

　だが物の怪のしわざであるはずがない。凶きよう悪あくな強ごう盗とう殺人犯は今も横濱のどこかに潜ひそんで次の商家を狙ねらっているかもしれないし、それが駒菊屋かもしれない。複数犯の可能性もある。弥紘は口を出せる立場ではないけれど、ひどく心配なので長ちよう兄けいに話をしようと決めた。

「なんだ、猫鬼って」

　蟲こ毒どくという動物を使った呪じゆ術じゆつと書いてあるが、作り話とはいえ内容があまりにも俗ぞく悪あくで酷ひどすぎる。顔をしかめて新聞記事を睨にらみつけていると、〝おいなり〟と名づけた小太りの虎とら猫ねこがのしのし歩いてきて踏ふみ石の上にでんと座り、「ぬぁーあ」と低い声で鳴いた。

　いつも仏ぶつ頂ちよう面づらでほとんど近づいてこない彼が縁えん側がわまで来て、さらに鳴いてもくれたので、嬉しくなった弥紘は眉み間けんの皺しわを消してにこっと笑う。

「どうしたの、おいなりー？　水？　もう温まったよ」

　おいなりが可愛かわいい仏頂面のまま「うむ」とうなずいた。

　西駕町のあちこちを自由に行き来する猫たちは屋内へ入るときもあるようだが、この家だけは別で、勝手に入りもしなければ縁側に乗り上げることすら絶対にしない。『猫を家の中には入れない』という祖母との約束を破ることになり、弥紘が困ってしまうとわかってくれているからだった。

　そっけないが思し慮りよ深くて聡さとい彼らに、弥紘はいつも感謝している。長火鉢で温めていた薬缶を持って庭下駄を履はき、空になった二枚の皿にぬるま湯を注ぐと、おいなりは熱くないことを確かめてからちびちびと飲みはじめた。

「みんなも、ちゃんと水を飲んでおくれよね。ちょうどいい温ぬるさだから」

　さくらたちに声をかけて長火鉢を居間へ運び入れる。蒲ふ団とんを片づけて広くなったそこにちゃぶ台を置き、出勤の準備を始めるために炊すい事じ場ばへ向かった。

　弥紘は猫に食事を用意するだけではなく庭の隅すみに彼らのための廁かわやを作り、清潔に保つよう心がけている。草くさ叢むらで息絶えていた猫を埋まい葬そうしたこともある。本当はおいなりや市松やぼたもちを家猫にして一緒に暮らしたいが、祖母との『猫を家の中には入れない』という約束を守りつづけていた。

　多くの猫に懐なつかれていた祖母が頑かたくなに猫を家へ入れなかったことを、少年の弥紘は不思議に思っていた。でも今は祖母の思いがよくわかる。猫たちに愛情を注ぎながらも距きよ離りを保っていたのは、御池家の本ほん邸ていを追い出されても駒菊屋を取り上げられても、息を引き取る瞬しゆん間かんまで彼女が大店を構えた商人の妻だったからだ。

『お客さまのための品に猫の毛をつけるわけにはいかないからね。それは商人の御ご法はつ度とだよ。弥紘と私は猫たちをとても大切に想おもっているけれど、駒菊屋の人間である限り、一番はお客さまなんだよ』

　祖母は弥紘が駒菊屋で働くことになると予見していたのかもしれない。もし猫を家に迎むかえていたら、どれほど細心の注意を払はらっても知らぬ間に猫の毛を店の中まで連れて行ってしまっていただろう。

　祖母の教えのおかげで、弥紘は駒菊屋で働いて六年になるが「商品に獣の毛がついている」という苦情は一度も受けていない。猫を嫌きらう継けい母ぼに会えば必ず言われる「あぁ、猫ねこ臭くさい」という厭いや味みは、もう聞き慣れた。

　そして、弥紘が猫を家に入れない理由はもうひとつある。

　──少しずつ、準備を始めないとな……。

　いずれ御池家の別邸を出て横濱を離れると決めたのは、駒菊屋で働いてちょうど一年が過ぎた十八歳のときだった。だから少し寂さびしいけれど、大好きな猫たちとこの家で暮らすことは叶かなわない。

　でも自分でよく考えて、かたく心に決めたことだ。

　その日が来るまで猫たちとの暮らしは変わらず、きっと、出立の朝も同じように挨あい拶さつをして食事を用意する。思慮深い彼らは弥紘の思いをわかってくれていると信じていた。

「いい匂においしてる」

　炊事場へ入ると焜炉にかけた土鍋から蒸気が上っていた。土鍋を作業台におろして蒸むらすあいだに弁当の惣そう菜ざいを作る。祖母愛用の、年季の入った卵焼き器に胡ご麻ま油あぶらを引いて椎しい茸たけと長なが葱ねぎを炒いため、そのあと卵を焼いた。

〝物を大切にする、今ある物で賄まかなう〟──これも祖母の教えのひとつだった。

　四よ畳じよう半はんの座ざ敷しきには本邸から運び込まれた立派な三棹さおの桐きり簞だん笥すが並び、蒔まき絵えの施ほどこされた八棹の長なが持もちが所ところ狭せましと積まれている。それらの中には祖父の高価な遺品や祖母の嫁よめ入いり道具、弥紘が着ていた子供用の着物や玩がん具ぐまでもが収められていた。

　毎日使う目覚まし時計と陶とう製せいの湯たんぽ、舶はく来らいの懐かい中ちゆう時計は、祖父が生前に使用していたものだ。昔に拵こしらえられた良品を大切に使っている弥紘は浪ろう費ひをいっさいしない。少しの食費でやりくりすることに喜びや楽しさを覚え、今や最大の趣しゆ味みは質素倹けん約やくであった。

「いただきます」

　節約弁当を完成させて朝食を搔かき込み、歯を磨みがいてぼさぼさの髪かみを整える。

　客と接する仕事だからいいかげんな服装をしてはいけないし、弥紘は丁稚でつちのような立場であるため客より目立ってもいけない。濃のう紺こんの着物に茶色の帯を締しめて羽織を着る。たくさん残っている祖父の着物を活用したいが、彼は祖母いわく『初めて会ったとき異国の御お方かたと思ったくらい』背が高かったそうで、着物もかなり大きい。一級品ばかりのそれらを仕立て直すわけにもいかず、小こ柄がらで細身の弥紘には着こなせないのが残念だった。

　襟えり巻まきをして外がい套とうの衣囊ポケツトに財さい布ふと懐中時計が入っていることを確かく認にんし、小こ風ぶ呂ろ敷しきで弁当を包めば準備が完かん了りようする。長なが火ひ鉢ばちの炭火を消して雨戸を閉めるとき、戯たわむれ合うさくらたちの向こうに、のしのしと歩いて庭を出て行くおいなりが見えた。

「商人のお屋や敷しきには絶対に行ったらだめだぞ。物の怪に襲おそわれちゃうからな」

　割と真しん剣けんに言ったのだがやはり猫たちは誰だれも聞いていない。苦く笑しようする弥紘は家の鍵かぎをかけ、次兄から譲ゆずってもらった自転車の操舵棒ハンドルに弁当をぶら下げると、キコキコと音を鳴らしながら駒菊屋を目指して漕こいでいく。

　通りをしばらく進めば穏おだやかな海とそこに浮うかぶ漁船が見えてくる。花か群ぐん神社へつづく長い階段と朱しゆ色いろの鳥居の前に着いた弥紘は自転車をおりて手を合わせ、近乃屋一家の冥めい福ふくを祈いのり、強盗殺人犯が一刻も早く捕つかまるよう願った。

　小さな港町の中心地では早朝から営業している銭湯の高い煙えん突とつがもくもくと煙けむりを吐はいている。

　弥紘は仕事を終えた新聞配達員や軒のき先さきに暖簾のれんをかける一いち膳ぜん飯めし屋やの老ろう女将おかみと挨拶を交かわし、西駕町を抜ぬけた。

「は、っ……。寒──」

　自転車を漕ぐたび空気が変わる。緑豊かな公園の向こうには唐とう人じん街が広がっていて、連なる瓦かわら屋根が朝あさ陽ひを受けてきらきらと煌きらめいていた。盛さかんに立ち上っている蒸気は朝市の屋台からだろうか。朝あさ霧ぎりに包まれた旧居留地と、遠くから聞こえてくる異国船の汽笛。通りを挟はさんだ反対側では江え戸ど時代からつづく遊ゆう郭かくの提ちよう灯ちんがひとつずつ火を落としていく。

　東洋の伝統文化と西洋の文明が複雑に絡からみ合い共存する横濱。目覚める街区と眠ねむりにつく街区。そのあいだを自転車で駆かけ抜ける朝が、弥紘はとても好きだった。

　でも、ずっとここで暮らすことはできない。

　この土地には父親の影かげが色いろ濃こく残りすぎていた。彼はいなくなってもなお弥紘の心を暗あん澹たんとさせる。家族を裏切り、商売を疎おろそかにし、己おのれの子を身み籠ごもった女性を打ち捨て、放ほう蕩とうを繰くり返した挙げ句に頓とん死しした男のことを一瞬でさえ敬うことができなかった。

　父親のようになってしまったら──その恐きよう怖ふが拭ぬぐいきれない。継母と兄たちが味わった苦痛を与あたえたくない、母親のように悲しい思いを絶対にさせたくないから、弥紘は女性との交際や婚こん姻いんを避さけている。猫たちがそばにいてくれたらそれでよかった。

　そして、弥紘が横濱にいる限り、御池家と駒菊屋の雰ふん囲い気きは険悪なままだ。

　一刻も早く弥紘を完全に追い出したい継母と、庇かばってくれる二人の異母兄。彼らのあいだには今もまだ溝みぞがある。放蕩の限りを尽つくした父親がいなくなり、長年ばらばらだった御池家がようやくひとつになれるのだから、弥紘はもうここにいてはいけない。質素倹約を徹てつ底ていしてきたため貯ちよ蓄ちくはある程度まとまっている。それを元手にして、祖父のように行商を始めるのが夢だった。

「よい、しょ……っと」

　キコキコと自転車を漕いでやや勾こう配ばいの強い百ひやく紋もん大橋を渡わたりきると、鈴すず蘭らん灯がどこまでも連なる明王通りに入る。横濱で一、二を争うこの繁はん華か街がいの一等地に駒菊屋は建っていた。

　大きな陳列窓シヨウウインドウがよっつもある二階建ての店てん舗ぽは英吉利イギリスのデパアトメントストアを模しているそうだ。駒菊屋が扱あつかう商品は多た岐きにわたり、縦長の陳列窓には着物のほかに洋服や靴くつ、中折れ帽ぼうと蝙蝠こうもり傘がさ、毛皮の襟巻き、時計や宝ほう飾しよく品ひんなどが美しく飾かざられている。

　窓の奥に若わか旦だん那なの姿を見た弥紘は裏手へまわって蔵くらのうしろに自転車を止め、従業員用の勝手口から店へ入った。亜米利加アメリカ製のレジスタが置いてある帳場カウンタアに立つ若旦那へ元気よく挨拶をする。

「明あき義よし兄さん！　おはようございます！」

「おはよう、弥紘。今日も寒いな。霜しもが降りてただろう？　滑すべってこけて泣いたりしなかったか？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、僕もう二十三ですから……」

　弥紘のことをいつまでも十二歳の少年と思っている若旦那は「ははは」と笑った。

　明朗で背の高い長ちよう兄けい・明義は、祖父に似たのだろう。いつも練り香油ポマアドの香かおりを纏まとい、仕立ての良い三つ揃ぞろいを着ている彼は駒菊屋の広こう告こく塔とうも担になっていて、「若旦那と同じ洋服を揃えたい」と言う顧こ客きやくは非常に多い。

　銀行員をしている次兄の明あき人とは外貨の手配や資し金きん繰ぐりなど経営面から店を支えていた。駒菊屋の女将である継母は、普ふ段だんは本ほん邸ていで過ごしたりサロンや夜会へ行ったりと忙いそがしく、店に立つことは滅めつ多たにない。だから明義が事実上の店主であり、そして、継母と言い合いをしてでも弥紘を使ってくれる雇こ用よう主でもあった。

　笑え顔がおで挨拶を返してくれた明義だったが、すぐに表情を曇くもらせて訊たずねてくる。

「朝刊を読んだか？」

「……はい。近乃屋さん、残念でならなくて……、犯人もまだ捕まってませんよね」

「店舗は無傷だがしばらく休業するらしい。俺は今日、近乃屋の屋敷のほうへ行く。十一時ごろ出てこっちには戻もどらない予定だから、頼たのむぞ」

「お屋敷へ？　……弔ちよう問もんですか？」

「ああ。協力できることがあればしてくる。そのあと警察署に来てくれと言われていてな。うちも狙ねらわれる可能性が高いから警備衆を雇やとえとか、そんな話だろう」

　朝刊で事件を知ったとき、次は駒菊屋かもしれないとひどく心配していたが、すでに対策が立てられはじめていることに安あん堵どする。頼もしい若旦那はレジスタに紙し幣へいや釣つり銭を入れながら指示をくれた。

「今日は開店してすぐ忙しくなって日が暮れる前には暇ひまになると思うんだ。そしたら女性従業員を早めに上げてやってくれ。店みせ仕じ舞まいは寺てら島しまと弥紘に任せる」

「はいっ。わかりました」

「──大事なお店の戸と締じまりを丁稚風ふ情ぜいに任せるなんて感心できませんわね、明義さん」

　張り切って返事をした直後、背に氷柱つららを入れられたような錯さつ覚かくに陥おちいり、弥紘は息を吞のんだ。

　氷よりも冷たいその声を耳にするのは約二十日ぶりだろうか。彼女の声を聞くとどうしても思考と身体からだが固まってしまう。でも背を向けたままでは失礼になるから、強こわ張ばった身体を無理やり動かして振ふり向き、声を絞しぼり出した。

「おはよう……ございます……。──義母かあさん」

　音をいっさい立てずに店へ入ってきた頼より子こはごく自然に弥紘を無視する。二十三年間、返事をもらえたことは一度もない。不快感をあらわにする明義が声を低くした。

「なんの用です？　正午に本邸へ迎むかえに上がると電話で話したばかりでしょう」

「御ご用ようがないと来てはいけないなんて、おかしいですわね。わたくしのお店ですのに」

　白い手を唇くちびるに当てた頼子は、ほほ、と笑い、明義は深い溜ため息をつき、二人のあいだに立たされた弥紘は固かた唾ずを吞んだ。

　継けい母ぼの言っていることは正しい。大きく傾かたむいた駒菊屋が廃はい業ぎようを免まぬがれ、店舗を増築するまでに盛り返したのは、酒色に耽ふける父親ではなく頼子のほうに商才があったからだ。

　父親のことはただただ好ましくないだけだが、弥紘は頼子が怖こわかった。

　直接手にかけずに実母を痛めつけて死へ追いやり、十二歳で独りになった弥紘を置き捨てにした頼子のことを憎にくめたら楽だったと思う。しかし、御池家の別邸を土地ごと買う金も弥紘の学費もすべて頼子の私財で賄われていたと知ると、憎むことも叶かなわなくなった。

　血の通わぬ白磁のような美び貌ぼうに、いつも口角がゆるりと上がっている紅あかい唇。その表情の奥に隠かくした真意を誰にも読み取らせない頼子が、弥紘は恐おそろしかった。

　寒気がするほど美しい継母は歳としを取っていないように見える。息子むすこたちよりも年若の美青年を夜となく昼となく本邸の寝しん室しつへ連れ込む生活は、夫の四十九日が過ぎないうちから始まったという。

　流行はやりに敏びん感かんな頼子はウェーブをつけた黒くろ髪かみを低い位置でまとめ、髷シニヨンに翡ひ翠すいの髪かみ飾かざりと螺ら鈿でんが施ほどこされた鼈べつ甲こう簪かんざしを挿さしていた。毒々しいまでに鮮あざやかな瑠る璃りの着物には大輪の白しろ牡ぼ丹たんが咲さき、金地の帯には黒くろ揚あげ羽はが舞まう。

　そして、その胸むな元もとに大おお粒つぶの宝石が輝かがやいていた。

　──あれ、は……、なんだろう？

　緑玉石でも紫むらさき水ずい晶しようでもない。生き地じや反たん物もののほかに鉱石にも興味のある弥紘だが、頼子が首から下げている宝石がなんなのか見分けられなかった。買ったのだろうか、それとも成金の情夫から贈おくられたのだろうか、二十日ほど前に会ったときはつけていなかったと記き憶おくしている。

　大粒の宝石はとどまることなく色を変え、青緑にも赤紫にも見えた。摩ま訶か不ふ思し議ぎな煌めきに囚とらわれて一いつ瞬しゆんぼうっとしてしまう。頼子の胸元から目が離はなせないでいると、鮮せん血けつを塗ぬったような真っ赤な唇がゆっくりと動いた。

「弥紘さん。ショウウィンドウのお磨みがき、済みまして？」

「え……っ。その……まだです。申し訳ございません……」

「硝子ガラス窓は昨日職人に磨かせたばかりで綺き麗れいです。弥紘、おまえもいちいち謝るな」

　三人がたったひとこと発しただけでその場の空気が取り返しのつかないほど険悪なものになる。店内にいるのが兄と継母だけなら、弥紘さえいなければこんなことにはならないのに。

　息がしづらい。掌てのひらに汗あせが滲にじむ。これを経験するたび、今夜にでも横濱を離れたい衝しよう動どうに駆られる。張り詰つめた空気など微み塵じんも気にしていない頼子が妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、弥紘を睨ねめつけてくる。

「ショウウィンドウのお磨きをなさいな。貴方あなたには表にいていただきたいの。だって今もお店の中が猫ねこ臭くさくてしかたありませんもの。あぁ、本当に厭いやな臭におい。気分が悪くなりそう。せっかくのお客さまが逃にげてしまいますわ」

「母さんっ、いいかげんに──」

「はいっ、すぐ始めます」

　兄と継母に無用の諍いさかいをしてほしくない弥紘は大きな声で返事をすると勝手口へ向かった。入れ違ちがいに店内へ入ってきた番頭の寺島と挨あい拶さつを交かわし、蔵の横に設置された従業員の休きゆう憩けい小屋に駆け込んで、バタンと閉じた扉とびらにもたれかかる。

「は、……」

　嫌いやな胸の高鳴りは、頼子の姿が見えなくなればいつも簡単に治まった。厭味は相当きついものだったがさっさと聞き流す。それよりももっと気になることがあった。

「さっきの、なんだったんだろう。びっくりした……」

　頼子の胸元で輝く大粒の宝石。目を凝こらして見ていたら、一瞬ぼうっとして石に引き込まれそうな錯覚に陥った。古来、宝石には神秘的な力が宿っていると考えられてきたけれど、鉱物として興味を持つ弥紘はそれをあまり重視していない。駒菊屋で多くの宝飾品に触ふれていても眩暈めまいを覚えるようなことはなかった。

　果たして正解はどちらだろう。恐ろしくて美しい頼子が身につけているから奇き妙みような宝石に見えただけなのか、それとも、なにか曰いわくのある石だから彼女がいつにも増して妖よう麗れいに見えたのか──。

「どっちにしたって怖い」

　ぶるっと寒気がして、弥紘は宝石について考えるのをやめた。

　早く窓まど拭ふきを始めなければまた頼子に厭味を言われ、それを聞いた明義が苛いら立だって、店の雰ふん囲い気きは悪くなるばかりである。弥紘は高いところは苦手ではないし掃そう除じも好きだった。外がい套とうを脱ぬいで前まえ掛かけをつけると、脚きや立たつと雑ぞう巾きんを持って店先へ移動し、縦長の硝子窓を磨いていく。

　しかし半分も進まないうちに寺島が二階の窓から顔を出した。

「弥紘坊ぼつちゃん、すみません、二階お願いします。ちょっと混こんできまして」

「はい、すぐ上がります」

　近乃屋の客が流れてきているようで、店内は平日とは思えないほどの賑にぎわいだった。

　十一時を過ぎると明義と頼子が近乃屋の弔問へ向かい、店を任された従業員たちはますます忙しくなる。弥紘はスラックスの裾すそ上げの手配をしたり婦人に似合いそうな反物を蔵から出したりして懸けん命めいに働いた。

　そして明義が予想した通り、客足は日が暮れる前にぱったりとやんだ。

　女性従業員を先に帰して店内を片づけていると、レジスタの横で帳ちよう簿ぼをつける寺島が溜め息交じりにぼやく。

「嫌な事件ですね。物の怪けかなんだか知りませんが、こんな物ぶつ騒そうなことが立てつづけに起きたら誰だれだって明るいうちに用事を済ませてさっさと戸締まりしたくなりますよ。警察には本ほん腰ごしを入れてもらわないと、犯人が捕つかまらなければ売り上げに影えい響きようするかもしれません」

「そうですね……。店てん舗ぽじゃなくて商人の家が狙われるのも怖いです。本邸も心配ですけど兄さんたちのお屋や敷しきは大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「若わか旦だん那なのことだからきっちり対策されると思いますよ。弥紘坊ちゃんも、帰り道くれぐれも気をつけてください」

　寺島より少しだけ早く上がらせてもらい、帰り支じ度たくを終えて駒菊屋を出る。横濱で一、二を争う繁はん華か街がいは夜も大勢の客で賑わうというのに、陽ひがすっかり落ちた明王通りに人ひと影かげは少なく感じられた。

「本当に、物騒になってしまったな……」

　弥紘は古くて小さな家に住んでいるから強ごう盗とう殺人犯にも物の怪にも襲おそわれることはないとわかりきっているが、どことなく気味悪さを覚え、自転車をキコキコ鳴らして家路を急ぐ。

　怪かい事件など知らぬとばかりに唐とう人じん街は煌こう々こうとした光に包まれ、遊ゆう郭かくは艶なまめかしい朱しゆ色いろの提ちよう灯ちんを揺ゆらしていた。そのあいだを抜ぬけて西駕町へ帰り着き、閉店間ま際ぎわの魚屋に滑すべり込む。やや鮮せん度どの落ちた鱈たらの切り身を「しっかり火ィ通してくださいよ！」と言う店主から破格の安値で譲ゆずってもらった。

　帰宅してすぐに炊すい事じ場ばと居間の明かりをつけ、綿入れ半はん纏てんに着き替がえて長なが火ひ鉢ばちの炭を熾おこす。

　細く開けた雨戸から見る庭に猫たちの姿はなく、いつも通り静かだった。安心して庭にわ下げ駄たを履はき、出しっぱなしになっている二枚の皿を拾った弥紘は、思わず息を吞んだ。

「………」

　空の色が、先ほどと違っている。月の浮かんでいない夜空が黒から赤紫色へ変化したように見えた。

　物の怪のしわざと噂うわさされる強盗殺人事件、継母が身につけていた色を変える大粒の宝石、奇妙な色の夜空──今日は薄うす気き味み悪わるいことがやけに目立つ。こういうときはさっさと夕食と風ふ呂ろを済ませて温かな寝ね床どこへ入るに限る。鱈たら鍋なべにしようと思いながら踵きびすを返したとき、真夏の宵よいに吹ふくような生なま温ぬるい風に頰ほおを撫なでられた。

　驚おどろく暇いとまもなく、──りん、と音がする。

「えっ……」

　びくっとした拍ひよう子しに思わず振ふり返ってしまった。

　空耳ではない。りん、りん、と鈴すずの鳴るような音が確かに聞こえる。早く家に入って雨戸を閉めなくてはと思っているのに身体からだが動かなかった。

　弥紘は目を凝らし耳を澄すます。庭に伸のびる光の帯と自身の影。わずかに揺れる池の水面みなもと、濡ぬれた芝しば草くさ。夜や陰いんに浮かぶ白しろ椿つばきの花。また、りん、と鳴る。

　不思議な音は庭の片かた隅すみで咲く椿の茂しげみから聞こえるようだった。気味が悪いが音の正体を確かめなくてはという思いのほうが強い。足音を立てないよう、用心しながらゆっくりと茂みへ近づく。

　そのとき黒い塊かたまりが動いて、りんっ、と大きな音が鳴り、白椿がひとつ落花した。

「あっ……仔こ猫ねこ？」

　音の正体に勘かんづいた弥紘は躊ちゆう躇ちよなく茂みに手を突つっ込んだ。探さぐり当てた小さな塊がひどく冷たいことに驚く。焦あせって片手で掬すくい上げた黒い仔猫は、やはり鈴をつけていて、ずぶ濡れの身体をぶるぶると震ふるわせていた。

　わずかに揺れる池の水面と、椿の茂みへつづく濡れた芝草。状じよう況きようを知るには充じゆう分ぶんだった。

「池に落ちたのか!?　たっ、大変だっ！」

　仔猫を抱だいた弥紘は縁えん側がわへ飛び乗って雨戸を閉め、暖かい長火鉢に貼はりつくように座った。

　一いつ匹ぴきで震えていることをもっと早く気づいてやれたはずなのに。何枚もの手ぬぐいを使って拭ふき、ぺたんこだった黒い毛がふわふわに戻もどっても、仔猫は目を開けず鳴きもしなかった。

「絶対に死んじゃだめだぞっ」

　弥紘はじっとして動かない仔猫を懐ふところに入れて炊事場へ走り、瓦斯ガス焜こん炉ろに薬や缶かんをかける。強火で湯を沸わかすあいだも半纏の上から摩さすりつづけた。

　熱々の湯たんぽを懐の仔猫に当たるようにして抱かかえ、居間へ戻る。パチ、パチと炭の爆はぜる音がして居間も半纏の中も暖かくなっていく。やがて懐がもぞもぞと動き、小さな前まえ脚あしがぴょこんと飛び出てきた。

「は、は……よかった……。気づくの遅おそくてごめんな、寒くて怖こわかったよな。でも本当によかった……」

　猫のことになると涙なみだもろくなる弥紘は笑いながら鼻をぐすっと鳴らし、目を閉じたまま着物から顔を出してふんふんと匂においを嗅かぐ仔猫を抱き上げた。冷たかった身体は本来の温ぬくもりを取り戻し、どこも怪け我がをしていないとわかって安あん堵どする。

「お？　おまえ雄おすだな。おこげを持ってるのか。かわいいなぁ」

　仔猫は黒猫だが左の尻しりにだけ御お焦こげのような茶色い毛があった。黒くて小さくてふわふわで短い脚を元気よくじたばたさせる様子がたまらなく可愛かわいらしい。

　そして、ようやくぱちっと目を開けた。

「うわぁ……綺き麗れいだな」

　弥紘を見つめてくる瞳ひとみのあまりの美しさに驚いてしまった。猫の瞳は皆みな綺麗だが、この仔猫の瞳ほど不思議な輝かがやきを宿しているものは見たことがない。まるで蛋白石オパアルを埋うめ込んだようにきらきらと虹にじ色いろに煌きらめいている。

　驚いたのは瞳だけではなかった。落ち着いてよく確かめれば、仔猫の首輪に下がっている鈴は鍍金めつきではなく本物の黄金でできている。なにより弥紘が惹ひきつけられたのは、仔猫がつけている首輪──首のうしろで大きく蝶ちよう結むすびにされた幅はば広びろの飾かざり紐ひもだった。

　朱色の織り地は初めて触れる風合いで、金糸や銀糸、光こう沢たくを持つ青糸や赤糸で見事な花鳥紋もんが刺し繡しゆうされている。駒菊屋の高級品だけを陳ちん列れつしている棚たなにもここまでの美品はないのではないだろうか。

「なんだろう？　波斯ペルシヤ錦にしき、とか……？」

　少なくともこの国で織られたものではないことだけはわかる。

　特別に誂あつらえられた黄金の鈴と錦の飾り紐を身につける仔猫はとても大切にされているのだろう。オパァルの瞳も美しいが、それよりも仔猫自身が小さくて愛らしく、飼い主はさぞ心配しているに違ちがいない。

　飼い主の思いを知る由よしもない仔猫は、りんりんと鈴を鳴らしながら弥紘の胡坐あぐらの上で転がり、差し出した手を後脚でぺちぺち蹴けってくる。ちっとも痛くないし可愛いだけでにやにやしてしまう。

「〝オパァル〟も捨てがたいけど、やっぱり〝おこげ〟がいいな。おしりの茶色い模様かわいいもんな。なー、おこげ」

　どこかの家の飼かい猫であることは確かだが、いつもの癖くせが出た弥紘は仔猫に〝おこげ〟という名をつけた。もう一度「かわいいなー、おこげ」と呼びかけると、仔猫は耳と尻尾しつぽをぴぃーんと立てて虹色の瞳をきらきらさせる。仮の名を気に入ってくれたのだろうか。

　祖母との『猫を家の中には入れない』という約束を初めて破ったけれど後こう悔かいはしていない。今ここに祖母がいたら必ず仔猫を助けていると弥紘は信じていた。

「朝になったら一いつ緒しよにおこげの家を捜さがそうな。すぐ見つけるから不安にならなくていいよ。今夜は早く寝よう。でも寝る前にご飯を食べないと……おなかすいてるだろ？」

　おこげは弥紘が語りかけることに「いやだ」と首を横に振り、「うん」とうなずく仕草をする。会話ができているようで嬉うれしい──猫と言葉を交かわしたいという夢なんて絶対に叶かなわないとわかりきっているけれど。

　しかし先ほどから鈴が鳴るばかりで、おこげの鳴き声や喉のどを鳴らす音は一度も聞いていなかった。元気になったのに声を出さないのはなぜだろう。

　妙みように隠かくれたがるおこげをふたたび懐に入れてやると、安心したのか身体を丸めておとなしくなった。懐を撫でつつ炊事場へ向かった弥紘は鱈と豆とう腐ふとたっぷりの野菜で鱈鍋を作り、おこげに食べさせる鱈を別の小鍋で水みず炊たきにする。

　夕食と風呂を済ませて蒲ふ団とんを敷しき、枕まくら元もとの行あん灯どんに火をつけて居間の明かりを消す。弥紘が蒲団に入ってようやく懐から出てきたおこげは、ふかふかの毛布が気に入ったのか活発に動きだした。そうしておこげが眠ねむくなるまでしばらく遊び相手をしたが、やはり鳴かない。

「おこげ？　鳴くの我が慢まんしてるのか？　鳴いても大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　するとおこげは短い脚で踏ふん張り、まぶたをぎゅっと閉じた。

　頑がん張ばって大きく開いた口は「にゃーっ」の形になっているし、彼自身も鳴いているつもりなのだろう。しかし鳴き声は聞こえず、おこげは敷き蒲団の上でぽすぽすと地じ団だん駄だを踏み、ふわふわの額を弥紘の顎あごにぶつけてくる。

「声が出ないのか……？」

　少し心配になったが、飼い主が見つかればすべて教えてもらえるだろう。おこげの本当の名も、鳴けない理由も。

　目覚まし時計をいつもより一時間早く鳴るよう設定して掛かけ蒲団と毛布を頭までかぶると、暖かな薄うす暗くら闇やみの中にふたつのオパァルがきらきらと煌めいた。

「本当に綺麗な瞳だね。……今日は変なことがあって、ちょっと気が滅め入いってたけど……、おこげのおかげでいい夢が見られそう、だ……」

　大好きな猫と一緒に眠ることができるのは今夜だけだった。その幸せを嚙かみしめて、おこげを撫なでる弥紘はうつらうつらと微睡まどろんでいく。

　早朝の一時間で心あたりのある家をまわれば飼い主を見つけられる気がした。もし見つからなければ、おこげを斜ななめ向かいに住むキヨさんに預かってもらおう。幸い明後日あさつては休みだ、西駕町じゅうを巡めぐっておこげの家を捜しながら市松とぼたもちも捜そう──。

　そうして完全に寝ね入いったとき、おこげの鈴が、りんっと鳴った。

「へ……、どう、したの？」

　夢の中でもなぜかおこげは額を何度もぶつけてきて、頻しきりになにかを訴うつたえてくる。鈴の音がおかしい。リーン、リーンと、まるで意思を持っているみたいな鳴りかたをする。

　リーンッ、リーンッと音は一層大きくなり、ただならぬそれに弥紘はまぶたを開いた。

「……っ？」

　咄とつ嗟さに上体を起こして見まわした居間は先ほどと変わらないのにどこか違い和わ感かんがある。

　行灯の明かりが届かない部屋の隅すみの暗くら闇やみが、やけに濃こく見えた。懸けん命めいに口を動かして声を出そうとするおこげは危険を知らせたいのかもしれない。怯おびえるおこげを懐に入れたとき、岩の割れるような鈍にぶい音が庭のほうから聞こえ、家がみしみしと軋きしんだ。

　びくりと肩かたを揺ゆらしてしまう。横濱を震しん撼かんさせている怪かい事件が脳のう裏りを過よぎる。

「そんな……まさか」

　まさか件くだんの強ごう盗とう殺人犯があらわれたとでもいうのだろうか。否いな、こんな町外れの古ぼけた家を狙ねらうはずがなかった。

　でも、障子と雨戸を隔へだてた向こうに何者かの気配がする。その正体を確かめる勇気が出ずに逡しゆん巡じゆんしていると、大おお粒つぶの雨がばらばらと雨戸を打つような音がして、グァ──オ……という奇き妙みような鳴き声が轟とどろいた。

「なっ、なんだ？　今の……」

　猫ねこの鳴き声だが、なにかが違う。弥紘が名をつけた猫たちはこんな禍まが々まがしい鳴き声は絶対に出さない。

　懐の中で震ふるえるおこげの鈴すずは明らかに己おのれの意思で動き、リンッ、リンッと激しく鳴りつづけていた。それに呼応するように、グァ──オ……、グォ──……と不気味な長鳴きが近づいてくる。

　真夏の宵よいを思わせる生なま温ぬるい風が吹ふいて行灯の火が消えた。

　ガタンッ、ガタン！　と重い雨戸が端はしから薙なぎ倒たおされていく。

「ひ……っ」

　障子に浮うかんだ影かげは人間のものではない。異様なほど巨きよ大だいな動物の影を見た弥紘は全身の肌はだを粟あわ立だて、鳴りっぱなしの鈴を着物の上から必死で押さえつけた。

　心臓が痛いくらいに早はや鐘がねを打つ。凍いてつく真冬の夜なのに汗あせが滲にじむ。逃にげたくても足がまったく動かず、混乱する脳内に新聞の見出しがありありと蘇よみがえった。

【近乃屋一家惨ざん殺さつサル。現場ニ物ノ怪けノ足あし跡あとアリ】──。

「もの、のけ」

　ただの噂うわさ話ばなしだ、信じられないし信じたくない。しかし、悪あく趣しゆ味みに見えたあの新聞記事が真実を伝えているように思えてくる。

　障子に映る影は全身が毛むくじゃらで尖とがった耳があった。獲え物ものを狙い澄すます、低く下げられた頭。蠢うごめく二匹ひきの大だい蛇じやにも見える、二ふた叉またに分かれた長く太い尾お。

　これは物の怪だ。犬神でも猫びよう鬼きでも九尾びの妖よう狐こでもない──。

「──ば、化け猫だぁっ……！」

　グアァッ！　という咆ほう哮こうとともに頼たよりない障子が蹴け破やぶられ、旋せん風ぷうを起こしながら巨大な妖猫が躍おどり込んでくる。凄すさまじい衝しよう撃げきを受け止めきれないひ弱な家が、もう持たぬとばかりにギシッギシッと悲鳴をあげた。

「うわあぁっ！」

　二叉の尾を振ふりまわして暴れる化け猫は、新聞の絵図とは比べものにならないほど大きい。少なく見ても十尺はあり、巨きよ軀くを覆おおう被ひ毛もうは長く、白と紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様が尾の先せん端たんまでつづいている。

　隈くま取どりを施ほどこしたような形相は人を喰くらう物の怪そのものだった。深くまで裂さけた口を開いて牙きばを剝むき、黄金こがね色いろの瞳をぎょろぎょろさせる化け猫は、やがて弥紘の姿をとらえ、縦長の瞳どう孔こうを限界まで細くする。逃げられない弥紘はがむしゃらに引き寄せた蒲団を頭までかぶり、どうか夢であってくれと神仏に縋すがりながら叫さけんだ。

「で、出て行けっ、うちに金なんかないっ……」

「黒猫を出せ！　きさまの懐ふところにいる妖よう獣じゆうをよこせ！」

　化け猫が口をきいたことに仰ぎよう天てんし、家を震わせるほどの怒ど号ごうにいよいよ肝きもが潰つぶれそうになる。

　わけがわからなかった。物の怪は人を殺し財物を根こそぎ奪うばうのではなかったか。なぜ仔こ猫ねこであるおこげが狙われなくてはならないのだろう。

「うぅっ」

　蒲団はいともたやすく剝はぎ取られ、丸太みたいな前まえ脚あしで薙ぎ払はらわれた弥紘は壁かべで背を強打した。その衝撃で懐から転がり出てしまったおこげが逃げるよりも早く、化け猫が潰す勢いで押さえつける。小さなおこげを捕とらえる爪つめは激しく湾わん曲きよくした鎌かまのようだった。

「おこげ！」

　懸命にもがいているおこげを助けたいのに為なす術すべがない。

　弥紘が必死で名を叫んだとき、突とつ如じよ、稲いな妻ずまのような青白い閃せん光こうがバチバチッと弾はじけて化け猫の前脚を打ちつけた。

「──ッ!?」

「今のなにっ……？」

　怪かい異いな光景にひどく驚おどろいたが、化け猫は弥紘以上に驚きよう愕がくし、爛らん々らんとした黄金色の目玉で睨にらみつけてくる。巨大な化け猫が恐おそろしくてしかたない。しかし物の怪などに喰われるわけにはいかなかった。せめておこげだけでも遠くへ逃がしたい弥紘はぶるぶる震える手を伸のばす。

「おこげを放せっ」

「チッ！」

　また激しい火花が弾けたとき、おこげが太い前脚にがぶりと嚙みついた。化け猫がふたたび驚愕した一いつ瞬しゆんの隙すきにおこげは前脚から逃のがれて弥紘の手にしがみついてくる。弥紘はおこげを懐に入れ、強く抱だきしめた。

「おこげ！　よかった、っ」

「きさまっ、まさか名を──」

　みたび閃光が走り、怒いかりをあらわにした化け猫がグオォッと哮たける。弥紘はまだがくがくしている自分の腿ももを叩たたいた。恐ろしいことに変わりはないが、自転車に乗って駐ちゆう在ざい所しよへ駆かけ込むと決めたのだから震えている場合ではない。

　立ち上がって玄げん関かんを目指すなり、化け猫が行く手を阻はばんでくる。こうなると予想していた弥紘が向きを変えて庭へおりようとしたとき、にわかに発生した白はく煙えんが化け猫を包み、その巨体が見えなくなった。

「き、消えた……？　どうなって……」

　化け猫が消えて安あん堵どできたのは本当に一瞬だけだった。

　居間に吹き込んできた冷たい夜風が煙けむりを浚さらっていく。そこに立つ魁かい偉いな男に、心臓がどくんと跳はねる。

　男は驚くほどの長ちよう軀くで、やけに毳けば々けばしい身なりをしていた。

　左右で色も紋もん様ようも異なる着物と、金きん襴らん緞どん子すの袖そでなし羽織。黒くろ袴ばかまには三本足の金きん烏うが舞まう。

　獅し子しの鬣たてがみのようなさんばら髪がみは、異国人に似た焦こがれ香こう。

　弥紘は目を瞠みはる。衿えりからのぞく首には紫黒色と赤錆色のまだら模様があり、それは腕うでから指先にまで広がっていた。なにより信じがたいのは、頭部にまっすぐ立つ獣けものの耳と、男の背後で妖あやしく揺れる二本の長い尾──。

　まるで化け猫が偉い丈じよう夫ふの姿に変化したようだった。化け粧しようなのか刺青いれずみなのか、黄金色の目のまわりには隈取に似た薄うすい藍あいが刷はかれている。その金の眼まなこをかっと剝き、男は腹に響ひびく怒ど鳴なり声をあげた。

「きさま！　黒猫に名をつけたな!?」

「ひ、っ……」

　かつてない恐きよう怖ふと次々襲おそいかかってくる怪異な現象を受け入れられず、弥紘は強い眩暈めまいを覚えてへたり込んだ。化け猫に喰われる恐れがなくなっただけで、弥紘とおこげが危機にさらされていることに変わりはない。懸けん命めいに後ずさりをしても男が大おお股またで迫せまってくる。

　着物の裾すそが触ふれ合うほど間近に立った長軀の男は高いところから睥へい睨げいし、弥紘の頭の真上に雷かみなりみたいな大声を落とした。　>>>♥

「みずから妖獣を招き入れ、名まで与あたえる愚おろか者。命が惜おしければ今すぐ黒猫をよこせ！」

　やっぱり、これは夢だ──意味のわからない怒号を浴びながら、弥紘は朦もう朧ろうとした頭で考える。

　こんな恐ろしくて奇妙奇天烈きてれつなことが現実に起こるはずがなかった。

　朝になって起きればきっと、否いな、必ず、おこげと一いつ緒しよにぬくぬくの蒲ふ団とんの中にいる。「とんでもない夢を見たなぁ」などとぼやきながら出勤の準備を済ませ、自転車に乗り、おこげの飼い主を捜さがすだろう。

　夢から醒さめてしまえば、化け猫にもまだら模様の男にも会うことは二度とない。そう思うと急に勇気が湧わいてきた。

「おこげは渡わたさない。……絶対に、渡す、もんか」

　弥紘は男を見上げて言いきると、その場にばたりと倒れ込んだ。
















　ジリリリ───と目覚まし時計の鈴ベルがけたたましく鳴り響く。

　そういえばいつもより一時間早く鳴るようにしておいたんだっけ……と、弥紘は夢うつつに思い出す。昨夜ゆうべ見た夢のせいで頭痛がするし、どうしてか背も痛くて、ベルを止めるのがひどく億おつ劫くうだった。

　でも、早く起きておこげの家を見つけてあげたい。弥紘が重たいまぶたをこじ開けようとしたとき、目覚まし時計がグシャリというおかしな音を立て、それきりうんともすんとも言わなくなった。頭までかぶった蒲団からまだ腕を出していないのに、はて、なぜだろう。

　掛かけ蒲団を鼻先まで下げ、目をうっすら開けると、夢の中でめちゃくちゃにされた障子や雨戸は、なにごともなかったように綺き麗れいに並んでいた。

「うぅ。とんでもない夢を見た……」

　寝ねぼけている弥紘はぼやきながらも頰ほおを緩ゆるませる。

　巨きよ大だいな化け猫はまちがいなく夢だったのだ。極楽ごくらくみたいに暖かい蒲団と、いつもよりふさふさした心地ここちいい肌はだ触ざわりの毛布、そして弥紘の懐で丸くなって眠ねむるおこげの温ぬくもりが、こちらが現実というなによりの証あかしである。

　夢に物の怪が出てきたのは理解できなくもない。物の怪のしわざと噂うわさされる強ごう盗とう殺人事件が解決していないことを、夢に見るまでに心配している自覚があった。化け猫が偉丈夫に変化したのは荒こう唐とう無む稽けいでいかにも夢らしいと思う。

　会うことは二度とないが、それにしても恐ろしい男だった。

　西洋人も負けるほどの巨きよ軀くと、頭部に生えた猫の耳。大だい蛇じやのようにうねる二本の長い尾お。

　黄金こがね色いろの眼と薄い藍の隈くま取どり、そして肌を覆おおう紫し黒こく色と赤あか錆さび色の不気味なまだら模様は、思い出しただけでも寒気がする。

　もうすぐ庭へやってくる猫たちに話を聞いてもらいたい。どう言えば猫たちはわかりやすいだろう。恐ろしい模様を伝えたいが、上手うまい言いかたが思いつかなかった。今まさに弥紘の着物の中に入ってきて、懐をまさぐっている大きな手のまだら模様。そう、これを伝えたいのだけれど──。

「──ぎゃぁー……!!」

「やかましい。いちいち叫ぶな」

　男の声が間近で聞こえ、生なま温ぬるい吐と息いきに耳を撫なでられて、弥紘は文字通り飛び起きた。

　転がるように部屋の隅すみまで逃にげ、ばっと振ふり返ると、夢の中の猫耳男が毳々しい格好のまま蒲団に横たわっている。男のすぐそばにはぺしゃんこになった目覚まし時計があった。

「ああっ、時計が！」

「この面めん妖ようなからくりはなんだ？　いきなり喚わめきだしたので黙だまらせてやったが」

「なっ、なにを……」

　目覚まし時計がグシャリと音を立てたきり静かになったのは、猫耳男のせいだった。金属製の時計を煎せん餅べいみたいに平たくするなんて尋じん常じようではない。弥紘は突とつ然ぜん混乱の渦うずに落とされたというのに、まだ起きない男は悠ゆう長ちように片かた肘ひじをついて「寒くてかなわん」などと言い、牙きばを剝むき出しにして大あくびをする。

「なにしてんだっ!?　なんでいるんだ、まぼろしの、くせにっ……」

　恐怖よりも、大切な時計を潰つぶされた苛いら立だちが勝って声を荒あららげたが、それも一瞬で、言葉の最後は弱々しくなってしまった。我が物顔で蒲団に寝そべる男は不敵な笑えみを向けてくる。

「懐ふところに手を入れつづけてもおまえが一向に黒くろ猫ねこを放さんからだろう。気を失ったかと思えばぐうぐう高たか鼾いびきをかきよって。寝ね床どこに入れてやったことを能よく々よく有り難がたく思え」

　焦あせって着物の衿を合わせると、おこげが懐の中でもぞもぞと動いた。

　まさか、この男と同じ蒲団に入り、眠っているあいだずっと懐をまさぐられていたとでもいうのだろうか。薄うす気き味み悪わるくて、今すぐ手ぬぐいで胸や腹をごしごしこすりたくなった。いつもよりふさふさで心地いいと感じた毛布が、男が揺ゆらしている二ふた叉またの尾だったなんて絶対に信じたくない。

　恐怖は昨夜より幾いく分ぶんましだが今のほうが相当な悪夢だった。早く醒めてくれと願っても無む駄だで、こちらがまちがいなく現実であり、猫耳とまだら模様を持つ男は夢でも幻まぼろしでもなくなってしまった。

　物の怪けなど作り話でしかないのに。もう二度と会わないはずだったのに──愕がく然ぜんとする弥紘のことを鼻で嗤わらった男はゆるりと立ち上がり、ど派手な着物の皺しわを払はらう。

「おまえなんぞに用はない。さっさと黒猫をよこせ。そうすれば容よう赦しやしてやろう」

「わ、渡さないって言っただろ……出て行け、化け猫っ」

　悔くやしまぎれに言い捨てた途と端たん、今まで余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしていた男が急に表情を変えた。

　垂らしていた二叉の長い尾を膨ふくらませ、猫の瞳ひとみを見開いて牙を剝き出しにする。

「黙れ！　二度と化け猫と言うなっ、言えばその命消えると思え！」

「……っ」

　部屋の隅に座り込んでいる弥紘はびくりと肩かたを揺らし、おこげを強く抱だきしめた。また腹に響く声で怒鳴りつけられて昨夜の恐怖が蘇よみがえりそうになる。

　弥紘も懐の中のおこげも怯おびえていると察したのだろうか、我われに返った男はほんの一いつ瞬しゆんだけ狼狽うろたえたみたいだった。まぶたをかたく閉じた様子は蟠わだかまりらしきものを吞のみ込んでいるようにも見える。

「………」

　まだら模様の浮うかぶ大きな手が拳こぶしをゆっくりとほどいていく。やがてまぶたを開いた男は落ち着いた低い声で話しだした。

「おれの名は九く曜よう。敦とん辿せん蓮れん界かいの朱しゆ金きん大だい将しよう帥すいだ。故ゆえあって物の怪の姿となる呪じゆ詛そを受けたが、紛まがうかたなき人間である。醜みにくいこの姿は仮かり初そめのもの、化け猫と呼ぶことは断じて許さん」

「え……？　とん……界？　なに？　なんの話？」

　化け猫の──もとい、男の名は〝九曜〟で、甚はなはだ疑わしいが〝人間である〟ことまではどうにか聞き取れた。しかし、ほかはさっぱりわからない。

「敦辿蓮界はこことは別の空間に存在する。おまえの立場からすれば異界と呼ぶ場所だ」

「い、異界っ？　異界なんて……そんなの噓うそに決まってる。小説や芝しば居いにしか出てこない作り話じゃないか」

「目に映る世界がすべてだと身勝手に思い込んでいるのはおまえこの世界たちの者だけで、異界など幾いくらでもあるわ。ここもおれたちにとっては小規模な異界のひとつに過ぎん。おれたちが来たのは、呪詛を解き本来の姿を取り戻もどす方術がこの世界にしか存在しないからだ。さもなければこのような僻へき陬すうの異界になど誰だれが来るか」

「………」

　どうやら九曜は弥紘が生きている世界を片かた田舎いなかと馬ば鹿かにしていて、弥紘は怒おこるべきなのだろうけれど、話があまりにも現実と懸かけ離はなれすぎていて今ひとつぴんと来ない。それよりも気になる言葉があった。

「おれたち……って？　ほかに誰が？　ここに来た数って、どれくらい……？」

　あんな恐おそろしくて巨大な物の怪の群れに百ひやつ鬼き夜や行こうよろしくうろうろされては命が幾つあっても足りない。しかし、警察へ助けを求めて物の怪の数を伝えたとして、誰がそれを信じるだろう。弥紘自身でさえ疑念しか持っていないというのに。

　弥紘の問いに、九曜は言葉を使わないまま返事をした。口をへの字に結ぶと、弥紘の懐で丸くなって震ふるえている小さな塊かたまりを顎あごで指し示してくる。

「えっ？　おこげ!?」

　思いもよらない返事に物もの凄すごくびっくりして声が裏返ってしまった。そのときパチッと極小の火花が弾はじけ、舌打ちをした九曜が「名を呼ぶな」というよくわからないことをつぶやく。

「おこげが違ちがう世界から来たなんて絶対に噓だ。この仔こは綺麗な首輪をしてるし近所で大切に飼われてる家猫だよ。だいたい、ここが異界だっていうなら、あなたはどうやって──」

「妖よう獣じゆうと畜ちく生しようの区別もつけられず家に入れるとは目め出で度たい奴やつよ」

　弥紘が訊きくとわかっていたのか、九曜は話を最後まで聞かずに障子を乱暴に開け、大きな音を立てて雨戸を蹴け破やぶった。

　ひゅう、と凍いてついた風が入ってくる。綿入れ半はん纏てんは九曜の向こうにあって手が届かない。座ったままの弥紘は長押なげしにかけている外がい套とうを引っ張り、急いで着ると、おこげが冷えないよう懐を覆った。

　九曜に促うながされて見た夜明け前の仄ほの暗ぐらい庭に、猫たちの姿はまだない。おこげが隠かくれていた茂しげみの白しろ椿つばきの花が薄うす闇やみにぼうと浮かぶ。そうして池を確かく認にんした弥紘はまた大声をあげる羽目になった。

「ああっ！　なんであんなめちゃくちゃになってる!?」

　この時期は氷が張ってしまうほどの小さな池だけれど、欠かさず手入れしてきたのに。

　いつも澄すんでいる水は濁にごり、まわりを囲む石はばらばらになって、猫たちが好んで入る石いし灯どう籠ろうに至っては真っ二つに割れていた。九曜は悪びれた様子もなく淡たん々たんと説明する。

「敦辿蓮界には〝異界へ通ずる十八の大だい瀑ばく布ふ〟という伝承があるが、あれは真まことだった。黒猫を追って滝たき壺つぼに飛び込んだらここへ行き着いたのだ。しかし場所が気に入らん。敦辿蓮界の瀑布に入ったのならば異界の瀑布へ出いずるのが自然だろう。よりによって泥どろの水みず溜たまりに通じていようとは……身が閊つかえて出るのに苦労した」

「水溜まりじゃなくて庭池！　泥水になったのはあなたのせいじゃないかっ」

　伝説の大瀑布なんかどうでもいい。物を大切にしながら暮らしてきた弥紘は、平然と物を壊こわす九曜に腹立ちを覚えた。

　しかし強く言ってすぐに、はっとなる。信じる気にまったくなれないが、仮に九曜の話が真実だとすれば、昨夜おこげがずぶ濡ぬれだったのは『池に落ちたから』ではなく『池より出てきたから』ということになるのではないだろうか。おこげが隠れたがったのは九曜が追ってくる予感がしていたからかもしれない。

　昨夜、鈍にぶい音が庭のほうから聞こえたあのときに、池が化け猫の巨きよ体たいに圧あつ壊かいされ、石灯籠が割られたのだろう。大おお粒つぶの雨がばらばらと雨戸を打つような音がしたのは、化け猫姿の九曜が濡れた身体からだを激しく振ふったからだと今なら推量できる。

「………」

　信じる気にはなれないけれど、九曜が噓を言っていないようにも思えてきた。

　獅し子しの鬣たてがみみたいな焦こがれ香こう色の髪かみを揺らす九曜が、部屋の隅すみに座り込む弥紘へ近づいてくる。

　左右で色も紋もん様ようも異なる着物と、金きん襴らん緞どん子すの袖そでなし羽織。金きん烏うが施ほどこされた黒くろ袴ばかま。

　初めて間近で見て気づく。過度に煌きらびやかな九曜の衣服はこの国で織られたものではなく──おこげが首に結んでいる、美しい花鳥紋が刺し繡しゆうされた朱しゆ色いろの飾かざり紐ひもと非常によく似た織り地だった。

「出てこい。くだらん追いこくらは終しまいだ」

　九曜の低い声に、おこげの鈴すずが、リーン……と澄んだ音を奏かなでる。

　黄金でできた鈴はまるで従順な返事をしているようだった。驚おどろく弥紘へ向けて、九曜がまだら模様の浮かぶ大きな手を差し出してくる。

「呪詛を解くためにはその妖獣の身が不可欠だ。そいつは己おのれの定めを理解しているにもかかわらず、敦辿蓮界で二十日近くも無駄な遁とん走そうを繰くり返した。おれたちは先を急いでいる。おまえも命が惜おしかろう。さっさと妖獣をよこせ」

「呪のろいを解くのに不可欠？　おこげを、た……食べ、る、つもりだろ？　絶対に渡わたすもんか」

　猫を食べるという自分の残ざん酷こくな言葉で泣きそうになってしまった。しかし弥紘がおこげを守ると強く心に決めたとき、昨夜以上に眩まばゆい閃せん光こうが幾つも生まれ、部屋を縦横に走り、バチバチッと激しい音を立てて九曜に襲おそいかかった。九曜は忌いま々いましげに顔をしかめ、小さくても強力そうな稲いな妻ずまを躍やつ起きになって払い除のける。

「その名を呼ぶなと言っているだろうが！」

「なんで？　今の雷かみなりみたいなのはなに？　ゆうべも見たような……」

「やかましい、訊くな関かかわるな、おまえは黒くろ猫ねこをおれに渡せばそれでいいんだっ」

　そう言われてもおこげは頑がんとして懐ふところから出ず、弥紘もおこげを放す気は更さら々さらない。弥紘が着ているメリヤス編みの肌はだ着ぎに、おこげがひしっとしがみついているのがよくわかるから、可愛かわいい小さな塊を外套の上から強く抱き直した。

　思うように事が運ばない九曜は苛いら立だち、牙きばを軋きしませていたが、やがて観念したように深い溜ため息をつく。そうして妙みように畏かしこまった態度で言った。

「敦辿蓮界に生きる者は〝真名〟をなによりも重んじ、他者に明かすことを忌き避ひする」

「え……、真名って、名前？　でもさっき九曜だって──」

「それは通つう称しようだ。真名とはその者の霊れい魂こんを宿す唯ゆい一いつ無二の存在。物の怪や異能を持つ者に真名を呼ばれればたちどころに霊魂を支配され意のままに操あやつられ、地じ獄ごくを見る。従って真名は神仏と主君、両親または伴はん侶りよにしか伝えず、そののちは秘ひ匿とくを貫つらぬく。おれの真名は親も、主あるじの紫し天てん尊そん大だい君くんでさえも御ご存ぞん知じない。おれの真名を知る者は後にも先にもおれのみだ」

　弥紘は静かに驚く。横おう柄へいで乱暴で威い圧あつ的な化け猫に、もとい、この男に、主が存在するとはかなり意外だった。

　九曜の言った『物の怪けの姿となる呪じゆ詛そを受けたが、紛まがうかたなき人間である』が仮に真実だとして──九曜の主は、自分の臣が物の怪になったことを知っているのだろうか。弥紘はまったく関係ないのに、ふと気にかかった。

　そして、明治御ご一いつ新しん以前の日本にも〝真名〟に類るい似じした風習があったことを思い出す。

「その真名と、『名を呼ぶな』っていうのと、なんの関係がある？　僕がこの仔につけたのはただの渾あだ名なだよ、飼い主が見つかるまでの仮の名前。真名なんて大層なものじゃない」

「関係は大いにある。名を持たない物の怪どもに真名を与あたえたところで、彼奴きやつ等らがそれを受容することは皆かい無むだ。だが万が一、物の怪が真名を受容した場合、そいつは真名を与えた者の庇ひ護ご下に置かれ、下僕となる。おまえが軽けい率そつにつけた名を黒猫は己の真名として受け取った」

「………」

「人間が真名を以もつて物の怪を支配し使し役えきする行こう為いはもはや呪詛だ、禁きん忌きに等しい。その事例は敦辿蓮界の長い歴史において極きわめて稀まれであり、神代から綴つづられている君くん家け様よう文もん書じよにも記録は見当たらないと聞く。──おまえがその妖獣に名をつけたことがどれほど由ゆ々ゆしい事態か、わかっただろう」

「……つまり、僕がつけた名前をおこげが受け入れてくれて──僕がおこげを支配するなんて絶対ないけど──あなたの言葉を借りて言えば、おこげは僕の庇護下に置かれてるということ？　もしかして、僕が承しよう諾だくしないとあなたはおこげを連れて行けない……とか？」

　難解な言葉ばかり出てきたので自分なりに嚙かみ砕くだき、かつ推測し、まちがっていないか確認した。

　しかし返事はない。弥紘が「おこげ」と言った数だけバチバチッと稲妻が生まれ、銀の矢のようになる。真名の話に気を取られて油断していたのか九曜は避よけきれず、鋭するどい銀の鏃やじりが脳天や腹や尻しりに突つき刺ささった。

「ぎにゃあッ」

　弥紘に『二度と化け猫と言うなっ、言えばその命消えると思え！』とまで言っておきながら、九曜は猫しか出さない唸うなり声をあげ、二ふた叉またの尾おをぶわっと膨ふくらませて素すっ転んだ。

「あの……」

「ぐ……、う」

　敷しき蒲ぶ団とんからはみ出るほどの長ちよう軀くを伏ふせ、獣の耳とまだら模様の尾をびくびくさせる様子を、弥紘は半開きにした目で見つめる。彼は本当に『紛うかたなき人間』なのだろうか。どう見ても化け猫である。

「あっ、わかった！」

　ど派手で奇きっ怪かいなうしろ姿を見ていた弥紘はふいに閃ひらめき、ぽんと膝ひざを打った。

「あなたが『名を呼ぶな』って言うのは、雷みたいなものが出るからだね？　でもこの小さな雷、僕がおこげを呼ぶから出てるんじゃないと思う。僕にそんな奇き妙みような力はないし……おこげが本当にあなたの言う〝妖よう獣じゆう〟なら、おこげがあなたを警けい戒かいして出してるんじゃないかなぁ……。どんな事情があるにしろ、攫さらったり無理やり連れて行ったりは絶対にだめだ」

　弥紘の声に反応して懐の中のおこげが元気よく動き、ひときわ大きな火花が弾はじける。青白い閃光が蒲団に伏せたままの九曜の後頭部を打つと、大だい蛇じやみたいな二本の尾がビーンと伸のびきり、へなへなになった。

「あの……」

「おの、れ……」

　ただの人である弥紘に物の怪を退治する力はないけれど、おこげと協力すれば、九曜を元の世界へ追い返すくらいならできるかもしれない。しおしおになった猫の耳と長い尾を見ているとそのように思えてくる。

　九曜のことが少しだけ怖こわくなくなった弥紘は、昨夜に凄すさまじい恐きよう怖ふと驚きよう愕がくを与えられたことや、目覚めてからの混乱、大切な時計や庭池まで壊されたことに対するささやかな仕返しのつもりで「おこげ、僕が守るよ」とか「無む理り強じいは絶対だめだ。なー、おこげ」と口にした。

　そのたび稲妻が発生し、パチ、バチッと激しく閃きながら九曜を責め苛さいなむ。身を起こそうとしては雷に打たれることを二、三度繰り返した九曜はとうとう顔を真っ赤にしてがばっと跳はね起きた。

「やめんか、あほう！　崇すう高こうなる〝真名〟で遊び興じるとは言語道断！」

　自分のしたことを棚たなに上げて弥紘を罵ののしる九曜は畳たたみを踏ふみ鳴らして仁に王おう立だちになると、ぱんっ、と音を立て、胸の前で両手を合わせた。

「本来ならば接せつ触しよくしないはずの妖獣をみずから家へ招き入れ、あまつさえ真名を以て支配することがなにを意味するか、まだわからんのか!?」

「えっ……」

　目が覚めた直後からずっと部屋の隅に座っている弥紘は、ただならぬ様子に今度こそ立ち上がろうとしたが、金の眼まなこに睨にらみつけられてまた叶かなわなかった。

　猫ねこの瞳ひとみを見開き、牙を剝むき出しにして食いしばる九曜は嗤わらっているようにも見えた。焦香の長ちよう髪はつが意思を持つみたいにゆらりと揺ゆれ、二叉の尾も激しく逆立つ。藍あいの隈くま取どりが濃こくなり、こめかみには血管が浮うかぶ。

　弥紘は目を瞠みはる。九曜の胸の前で合わせられた、まだら模様の広がる大きな手。そのあいだから黒い炎ほのおのようなものが立ち上がった。風が巻き起こり、茶ちや簞だん笥すに置いた帳面や鉛えん筆ぴつが吹ふき飛ぶ。障子がびりびりと震ふるえ、古い家が大きく軋んだ。

「なにするんだっ、家が壊こわれ──」

「ここは敦辿蓮界同様、物の怪が跋ばつ扈こしている……が、人間は鈍どん感かんなまぬけばかりでそれに気づいておらん。この世界の物の怪が、余所よそから来た物の怪を放ほうっておくと思うか？　彼奴等はおれたちの出現に気づいている。落らつ暉きを待ってここへ大挙するだろう。黒猫に真名を棄すてさせろ。そしておれによこせ。さもなくばおまえは黒猫もろとも彼奴等に喰くわれるぞっ」

「そん、な……、噓うそ……」

「だが、おれとてまだそいつを喰われるわけにはいかんのでな。不本意極まりないがおまえたちの御お巫ふ山ざ戯けに一日のみ付き合ってやる。なに、〝真名ごっこ〟は一日も持つまい。おまえは集まってくる物の怪に恐おそれをなし、今こ宵よいのうちに黒猫を放ほう棄きする」

「……、っ」

　たとえ昨夜ゆうべみたいに巨きよ大だいな物の怪に襲われたとしても、怯おびえている小さなおこげを手放したりしない。そう思っているのに、強きよう烈れつな熱を放つ黒炎と凄まじい風に圧おされてなにも言い返せなかった。

　こめかみに血管を浮かばせ、手が震えるほど力む九曜が、ばっと両りよう腕うでを広げる。黒い炎は四方八方に散り、壁かべや柱を物もの凄すごい速さで駆かけ上がって見えなくなった。

　風もやみ、古ぼけた小さな家は本来の静けさを取り戻もどす。

「………」

　昨夜よりわずかに九曜が怖くなくなっただけで、奇妙奇天烈きてれつな光景には少しも慣れない。

　座ったまま固まってしまった弥紘を睥へい睨げいする九曜の、藍の隈取が薄うすくなっていく。余よ裕ゆうの笑えみを浮かべる九曜は、しかし汗あせをかき、肩かたで大きく息をしていた。

「廏うまやで寝ね起おきするおまえの精神が解げせんのだが、まあいい、この小屋に結界を張ってやった。あとはおまえに護ご符ふを与えてやろう。有り難がたく思え」

「うまや!?　違ちがうっ、なんで失礼なことばっかり──、痛っ」

　急に景色がぶれて後頭部に痛みを覚える。眩暈めまいと思ったが違ちがっていて、一いつ瞬しゆんのうちに伸のしかかられていた。大きな身体からだと獅し子しのような長い髪かみに覆おおわれて九曜以外なにも見えなくなる。

「な、なに？　重い、どいてくれよ……」

「護符を与えてやると言っただろう。だが護符は結界と違って少々手間がかかる。その気にならねば出んのだ。少しは協力しようと思わんか？」

　肩で大きく息をしていた九曜はもう回復し、意味深げな笑みを浮かべた。瞳いっぱいに派手な着物が映って目がちかちかする。嫌いやな体勢なのに力ずくで押し退のけられないのは、弥紘の好きな猫ねこの匂においが重たい長軀から漂ただよってきているからだった。

「護符なんかいらないし、これ以上脅おどしたって無む駄だだ、おこげは渡わたさない」

　いい匂いに戸と惑まどっていることを悟さとられないよう淡たん々たんと話しておこげの名を出すと、期待通り小さな雷かみなりが出た。この隙すきに距きよ離りを取ろうとしたが、雷に苛まれても九曜は微び動どうだにせず、笑う口元にできた傷がすうっと消えて弥紘は目を瞠る。

「能よく々よく見ればまだ子供ではないか。稚ち児ご趣しゆ味みはないんでな、立つかどうか……。おまえ、名は？　真名は言うなよ。おまえの真名なんぞに興味はない」

「………」

　どうしてこの化け猫は高こう慢まんちきな物言いしかできないのだろう。弥紘はうんざりして溜ため息をついた。護符のことを言ったかと思えば「稚児趣味」やら「立つ」やら、話に脈みやく絡らくがなくて意味がわからない。

　この不ふ遜そんな言動は物の怪けだからではなく九曜個人のものと思われる。かなり稀まれかもしれないが、物静かで言こと葉ば遣づかいの丁てい寧ねいな物の怪もきっといるだろうし、物の怪と関かかわることが避けられないのならせめてそちらがよかった。

　真名など端はなから持っていないので口早に「弥紘」と伝える。

「やひろ、か。歳としは？」

「歳、は……、二十三……」

　年ねん齢れいを口にするのはあまり好きではない。小こ柄がらで幼顔で年相応に見られたことがなく、駒菊屋で客に年齢を訊たずねられて答えると必ず驚おどろいたり笑ったりされるからだった。

　思った通り、「なにっ？」と言う九曜も猫の目を丸くして絵に描えがいたような驚きかたをする。

「同齢だと？　噓をつくな」

「え？　同齢って……まさかあなたも二十三歳？　噓だ、だって化け猫って──」

　老いた猫が成ると聞くし、子供のころに紙かみ芝しば居いで見た化け猫は確か百歳を超こえていた。

　そう説明しかけて、二ふた叉またの尾おをばたんっばたんっとさせる九曜が弥紘の言った「化け猫」に著いちじるしく反応していることに気づき、ごにょ…と口くち籠ごもる。

　それぞれ異なる世界に生きる化け猫と人間は、奇くしくも互たがいに二十三歳だった。

　驚きのあまり、「どう見ても元服前の長おせ稚児だろう」「三み十そ路じに見える……」などと、やや間ま抜ぬけな感想を述べ合う。猫のいい匂いと相あい俟まって弥紘は油断してしまった。その一瞬の隙に九曜が体勢を変えて馬乗りになり、両手で外がい套とうをつかんでくる。

「なにするんだっ」

　いきなり外套と着物をまとめて暴あばかれメリヤス編みの肌はだ着ぎを破られて、頭がかっと熱くなる。脇わき腹ばらのほうへ必死で潜もぐり込むおこげを守り、もう片方の手で九曜の腿ももを思いきり殴なぐりつけたが、筋肉の塊かたまりであるそれはびくともしなかった。

「生白くて締しまりのない、戦せん闘とうや武闘を知らぬ身体だな」

「退どけよ！　よくも服をっ……」

　大きな手が平たい胸を乱暴に撫なでまわしてくる。指先が乳ち首くびにぶつかり、身体が勝手にびくつく。すぐに指でつねられてぞくぞくと悪お寒かんが走った。

「あっ。うぅ……やめ、ろ！　気持ち、悪──」

「だが、立たんこともなさそうだ。おれの護符をかけてやる」

　嫌な笑いかたをする九曜はなぜかふたたび息を乱していた。その乱れかたは先ほどとは明らかに異なっていてひどく妖あやしい。興奮を抑おさえることなく黒くろ袴ばかまの紐ひもを勢いよくほどき、ど派手な着物を性急に捲まくる。

　ぶるんと弾はずみ出たものを見たとき、怒いかりが一気に恐きよう怖ふとなった。

「ひぃ……！」

　巨大な化け猫である九曜の陰いん茎けいは太さも長さも化け物級であった。弥紘が一度だけ見た春画の、誇こ張ちようして描かかれた魔ま羅らを彷ほう彿ふつとさせる。この状じよう況きようはいったいなんなのだろう。なぜ弥紘が馬乗りになられ、物の怪のばかでかい男根を見せられなくてはならないのだろうか。

「このところ抜ぬく暇ひまがなくてな、かなり溜まっているんだ。ちょうどいい、護符をたっぷりかけてやろう」

「へ？」

　真上から睥睨する九曜は、固まって動けなくなった弥紘の恐怖をより煽あおるように、反り返った怒ど張ちようを握にぎるところを見せつけてくる。まだら模様の浮かぶ手が上下に動きだしたとき、弥紘はようやく護符の正体に察しがついた。

「うそ、だ……やめろ！　やめ、ろ……っ」

　この男に羞しゆう恥ちの心はないのだろうか。弥紘は誰だれかに自じ慰いを見せられるとは想像したことがなく、ましてや精液をかけられるなどとは終ついぞ考えたこともない。それは恐怖ではなく屈くつ辱じよくである。しかし、ぶしゅっ、と音を立てて先走りを飛ばす長大な陰茎は本人同様に凶きよう暴ぼうで、弥紘はびくりと肩を震ふるわせてしまった。

「なかなかの表情をするではないか。もっと慄おののけ、そのほうが達しやすい」

　にやりと嗤わらう九曜の金色の瞳ひとみには性的興奮がある。張り出した亀き頭とうをわざと弥紘の鼻先に持ってきて、濡ぬれ光るそこをいやらしく撫でまわす。うなじをつかまれ、顔を逸そらすことも叶かなわなくなった弥紘はまぶたをかたく閉じた。

「目を開けろ。護符が与あたえられる有り難い瞬間をよく見ておけ」

「いやだ！　いや、だ……っ、やめ──」

　精液など絶対に浴びたくない。でも、どれほどもがいても巨きよ軀くの下から抜け出せず、腕は長い尾に押さえつけられ、唯ゆい一いつ自由な両足は虚むなしく宙を搔かくばかりだった。

　目を閉じていても、嫌でもわかる。ハッ、ハッと獣けものじみた息づかいをする九曜は先せん端たんを弥紘の胸に向け、はちきれようとしている性器を激しくこすりあげた。

「──っ！」

「う」

　弥紘を跨またぐ太い腿が、ぶるっと揺ゆれる。首や胸、腹や脇にまで熱い泥でい濘ねいみたいなものがどろりと這はう。強い猫の匂いと、凄すさまじい雄おすの匂いがした。

　九曜は射精してもなお手を上下させ、速くて細かな振しん動どうが弥紘の身体に伝わってくる。ふたたび腰こしを突つき出し、どぷどぷと体液を漏もらしていく。十秒にも満たないはずのそれが、途と方ほうもなく長く感じられた。

「ふ……、これでいい。おれの精液をつけておけば物の怪どもは手が出せん」

　この男は断じて人ではない。もと人間でもないだろう。弥紘たち人間は徳利とつくり一いつ杯ぱい分の腎じん水すいを出したりなどしない。

　物の怪の男はつづけざまに放出した大量のそれを震える身体に塗ぬりたくってくる。

「う」

「なんだ？　さっきから『う』ばかり。……ああ、嬉うれしいの『う』か。それはそうだろうな、今こ宵よいまでの偽いつわりとはいえ、おれのものという標しるしを持てるのは至し極ごくの誉ほまれで──」

「うわああぁーっ!!」

　勢いよく跳はね起きて九曜の鼻先に思いきり頭ず突つきを食くらわせる。鮮せん血けつを飛ばし、「んがっ」と鼻を押さえる九曜へもう一発見み舞まった強力な頭突きはどこへぶつかったのか弥紘自身もわからなかった。

　素すっ転んだ九曜が股こ間かんを押さえ、「ぐぉ……っ。おのれ石頭……！」と身み悶もだえていたようだが知ったことではない。そんなことは本当にどうでもいい。外套の釦ボタンを留める暇すら惜おしい弥紘は着物の衿えりをめちゃくちゃに引っ張って合わせ、庭にわ下げ駄たを突っかけて庭から玄げん関かんへ走り、自転車に飛び乗った。

「ひっ、ひいぃ──っ！」

　猛もう烈れつな速さで自転車を漕こぐ。かつてこれほどの速度を叩たたき出したことがあっただろうか。

　ひょろひょろの弥紘は運動の類たぐいはからっきし駄だ目めだが、今なら自転車競走で一等になれると思った。

「うぅっ、なんだこれ！　なんなんだよこれっ……！」

　駒菊屋で働いて六年、つらいことがあってもどれだけ継けい母ぼに冷たく当たられても絶対に泣かなかった。弥紘が泣くのは老ろう描びようが亡なくなったり仔こ猫ねこが生まれたり猫たちが可愛かわいすぎるときだけだ。それなのに今、悔くやしくて腹が立って涙なみだが滲にじんでくる。こんなことでべそをかくなんて情けなくてまた泣けてくる。

　もう九曜は恐おそろしくない。弥紘は、想像だにしなかった化け猫の行動にただただどん引きしていた。ぐすっと鼻を鳴らすと、おこげが懐ふところから顔を出し、着物をよじ登ろうとする。

「おこげっ、懐に入ってて！」

　通りを疾しつ風ぷうのごとく駆かけ、毎朝必ず挨あい拶さつをする花群神社さえも素通りして、自転車をびゅんびゅん飛ばす。

　西駕町の中心地に建つ高い煙えん突とつは白みはじめた空へ向かって煙けむりを吐はいていた。煙突の足元に着いた弥紘が自転車を止めると、「つるかめ銭湯」の店主・源げん吉きちが軒のき先さきに暖簾のれんをかけているところだった。

「ありゃ、おはようございます。もうご出勤ですか？　今日はまたずいぶん早いですね」

「源さん！　た、助けて！　今すぐ湯を使わせて！」

「へいへい、いい湯ができあがってますよ。弥紘坊ぼつちゃんが今日最初のお客さんだ」

　源吉の言う通り、広い脱だつ衣い所にほかの客の姿はまだない。弥紘は大急ぎで裸はだかになり、籐とうの籠かごに着物や外套を入れておこげを隠かくす。

「五分っ、いや三分で戻もどってくるから、だからここに隠れててな、籠から出ちゃだめだよっ」

　必死の頼たのみが伝わったようで、おこげはオパァルの瞳をぱちくりさせながら「ウンウン」とうなずき、外套の下に潜ってくれた。

　風ふ呂ろ場ばで熱い湯を何度も浴び、石せつ鹼けんをつけた手ぬぐいでこれでもかとごしごし洗う。やけくそな気分のまま消毒のつもりで熱湯風呂にも身を浸ひたす。

　そうして脱衣所に戻ると、気分が少し落ち着いた。ぽかぽかになった身体からだから立ち上る湯気が、怒りや憤いきどおりも連れて消えてくれるみたいだった。

　店先を掃そう除じしているのだろうか、源吉は番台に座っていない。町全体で野の良ら猫ねこの世話をしていて、つるかめ銭湯にも猫が多く来るとはいえ、やはり店てん舗ぽ内にまでおこげを入れていることにはうしろめたさがあった。弥紘は身み支じ度たくを急ぐ。

「買ったばっかりなのに……」

　破られたメリヤス編みの肌着は諦あきらめるしかなさそうだった。物を大切にしない九曜への怒りがまた込み上げそうになったが、それを抑えながら股もも引ひきを穿はく。身につけた着物と帯が寝ね間ま着きであることにひどく気が滅め入いった。

　これからどうするかを考える前に銭湯を出なくてはならない。おこげを懐に入れようとしたとき、ふわふわなはずの黒い獣じゆう毛もうの一部が、がびがびになっていることに気づいた。

「ああっ、ひどい、あいつのが！」

　九曜が弥紘へ向けて大量に放った体液は、おこげにまで付着していた。たまらなく嫌いやで怖こわかっただろうに、取り乱した弥紘を見たおこげは静かに耐たえていたに違ちがいない。まだ温かい手ぬぐいで丁てい寧ねいに拭ふいてやると、おこげは短い脚あしを元気よく動かし、気持ちよさそうに目を細くする。その可愛らしい様子だけでまた泣けてくる。

「ごめん、おこげ。僕、自分のことばっかりになってた……」

　異界から来た化け猫の九曜、追われているおこげ、知らず知らずのうちにつけてしまった真名、今夜に挙こぞってやってくるという物の怪けたち──なにがどうなっているのか、どこまでが真実なのか、非力な弥紘にできることがあるのかも、まったくわからない。しかしおこげを守ると強く心に決めたのだから塞ふさぎ込んではいられなかった。

　おこげを懐に入れて外がい套とうを纏まとい、肌はだ着ぎと手ぬぐいを持って格こう子し戸どをカラカラと開けると、やはり源吉は箒ほうきで店先を掃はいていた。

「源さん、すみません、お代も渡わたさずに先に湯を使ってしまって」

「ありゃあ、もう出たの？　しっかり浸つからないと風邪かぜひいちゃうよ」

「ぽかぽかになりました。とてもいいお湯でした、ありがとう。また来ますね」

「へい、お待ちしてますよ。行ってらっしゃいまし」

　入浴料と手ぬぐいの代金を源吉に手て渡わたし、入れ違いにやってきた客たちと挨拶を交かわしてつるかめ銭湯をあとにする。

　自転車に跨がったのはいいものの、向かうべき場所を決められず、弥紘は途方に暮れた。

「はぁ……」

　家へ戻って、猫たちとおこげの朝食を用意して自分の弁当を作り、仕事用の着物に着き替がえるのが正しい行動だと思う。でもまだあの化け猫が居座っているだろうし、もしいなくなっていたとしても、おこげだけを家に置いて出勤はできない。

　またひとつ大きな溜ため息をついたとき、おこげが懐からぴょこんと顔を出した。

「おこげ……。なんなのあいつ。いきなりあらわれて大暴れしてさ、物を壊こわしてばっかりで、高こう慢まんちきで『妖獣をよこせ』しか言わないし……、──あ、あんな、無礼千せん万ばんな、こと」

　家へ戻るのが最善だとわかっているが、屈くつ辱じよくを味わったばかりの場所へ帰る気がまったく起きなかった。

　がっくり項うな垂だれると、おこげは両方の前まえ脚あしを上げ、糸のように細くした目を吊つり上げて小さな牙きばを剝むく。やはり声は出ないけれど、ここにいない九曜のことを「しゃーっ！」と威い嚇かくしているのがよくわかった。元気いっぱい万歳をするおこげは弥紘を励はげましてくれているようにも見える。

「かわいいなぁ。……ありがとう、おこげ」

　状じよう況きようはいっさい好転しないし解決しようがない。でも大好きな猫たちのためなら、おこげのためなら頑がん張ばれる。

　外套の衣囊ポケツトに財さい布ふと懐かい中ちゆう時計を入れたままにしておいたのは幸いだった。庭へ来てくれるさくらやおいなりたちに朝食を用意できないのが寂さびしいが、聡さとい彼らは弥紘がいないと気づけばすぐに近所の家へ移動するだろう。

　自転車を明王通りへ向けたとき、ぐう、と腹が大きく鳴り、驚おどろいたおこげは虹にじ色いろの瞳ひとみを丸くして、びびびっと耳を震ふるわせた。

「はは、びっくりさせてごめんよ、おこげもおなかすいたよな？　朝ご飯にしよう」

　弥紘は一いち膳ぜん飯めし屋やで手早く朝食を済ませ、老ろう女将おかみに譲ゆずってもらった柳葉魚ししやもをおこげに食べさせると、自転車をキコキコ漕いで駒菊屋へ向かった。

　百紋大橋を渡って鈴すず蘭らん灯が連なる明王通りを進み、大きな陳列窓シヨウウインドウから駒菊屋の店内をのぞく。レジスタが置いてある帳場カウンタアには明義ではなく番頭の寺島が立っていた。

　しめたと思った弥紘は裏手へまわって自転車を止め、急いで行動する。

　蔵くらに入ると小さめの木箱を取り、襤褸ぼろにされたメリヤス編みの肌着を詰つめた。頼子は普ふ段だんから従業員と距きよ離りを置いており、休きゆう憩けい小屋には絶対に近づかない。おこげを木箱にそっと移し、休憩小屋の裏の茂しげみに隠す。戸と惑まどうおこげを優やさしく撫なでて「大だい丈じよう夫ぶ、すぐ戻ってくるよ。さっきと同じ、五分くらい」と声をかけ、勝手口から店へ入った。

「寺島さん。おはようございます……」

「おはようございます。今日、若わか旦だん那なは商談で終日東京ですよ。──って、どうしたんです、その格好」

「じつは……その、今日着るはずの着物に、鰯いわしの生しよう姜が煮にを派手にこぼしちゃいまして」

「そりゃあ難なん儀ぎしましたね。どの着物にします？」

「一番安い着物にします！」

　仕事人の寺島はふっと笑うだけで、粛しゆく々しゆくと社員割わり引びきの手続きをしてくれる。明義ならこうはいかず、「なんで寝間着で裸足はだしで庭にわ下げ駄たなんだ、まるで逃にげてきたみたいじゃないか」などと問とい詰められ、洗いざらい話をさせられるところだった。

　一番安い着物とは言ったものの、駒菊屋が扱あつかう商品に廉れん価か品はひとつもない。割引してもらっても、着物と羽織と帯をまとめたらかなりの金額になる。さらに足袋たびと草ぞう履りも必要で、やけっぱちになって大きめの巾きん着ちやくと肌はだ触ざわりのいい襟えり巻まきも買った。

　真っ新さらの着物に着替えて前まえ掛かけをつけた弥紘はせわしなく動く。裏通りへ走って金物屋でブリキ製の湯たんぽを買い、休憩小屋の火ひ鉢ばちで湯を沸わかす。木箱に温かい湯たんぽを入れ、直接触ふれることのないよう、買ったばかりの高級襟巻きでおこげを包んだ。

「何時間も独りぼっちは寂しいよな、ごめん。……お祖父じいちゃんの時計を置いとくね。おこげは時計を知ってる？　時間を教えてくれる機械のことだよ。長い針と短い針がゆっくりまわるんだ。ここに『１』ってあるでしょう？　短いほうの針が『１』を指すころ必ずおこげのところに戻ってくるから、どこにも行かずに待っててくれる？」

　幼おさな子ごに語りかけるつもりで丁寧に優しく言うと、懐中時計の匂においをふんふん嗅かいでいたおこげはウンとうなずく。そして硝子ガラス面に肉球をぺたりとくっつけて『１』をさし、合っているか確かく認にんするみたいに弥紘の顔をのぞき込んできた。

「かっ……、かわいい！」

　おこげの仕草は弥紘の言葉を理解しているように見えたが、凶きよう暴ぼうと言ってもいい可愛かわいらしさにどうでもよくなってしまった。懐中時計の硝子面をぺちぺち叩たたいたり、襟巻きに潜もぐってふわふわの尻尾しつぽとふぐりを向けたりしてくるおこげをいつまでも眺ながめていたいけれど、そうもいかない。弥紘は木箱を茂みの奥へ隠し、店内へ駆かけ戻る。

「午前中やたら忙いそがしくて夕方すっかり暇ひまになるってのが、あの怪かい事件が解決するまでつづきそうですね」

　寺島の言う通り、駒菊屋は昨日同様、開店してすぐに買い物客で賑にぎわった。

　息つく暇もない忙しさのおかげで、弥紘は九曜に関かかわる余計なあれこれを考えずに働くことができた。午後一時三十分をまわったころ昼休憩をもらい、休憩小屋の裏へまっすぐ走っていく。

「おこげ、遅おそくなってごめんな」

　まわりにほかの従業員がいないか確認して茂みから木箱を出すと、懐中時計にくっついて眠ねむっていたおこげは目を覚まし、弥紘の懐ふところへ入るために前脚を伸のばしてくる。

「あ……ごめん。僕もおこげを懐に入れたいけど、今は仕事中だから無理なんだ」

　懐に入れないことが相当悲しいのか、おこげは首を激しく横に振ふり、高級襟巻きの上でぽすぽすと地じ団だん駄だを踏ふんだ。焦あせった弥紘は着物と一いつ緒しよに購こう入にゆうした大きめの巾着を袂たもとから出し、それの口を広げておこげに見せた。

「この巾着に入ってくれたら着物に毛がつく心配をしないで抱だっこできるし、巾着ごと懐にも入れられるよ。でも、おこげは巾着いやかな？　知らない袋ふくろに入るの怖い？」

　するとおこげは躊ちゆう躇ちよすることなくみずから巾着へ入っていった。中で身体からだを返して顔を出し、ぱく、ぱく、と口を動かす。

「………」

　やはり、おこげは弥紘の言葉を理解していると思う。

　いつからだろうと考えて、最初に話しかけたときからおこげは応や否いなと答えていたことを思い出した。そして今、口をぱくぱくと動かすおこげは、なにかを言っているようにも見える。

　九曜はおこげのことを執しつ拗ように『妖よう獣じゆう』と呼ぶが、果たしてそれは噓うそなのか真まことなのか──弥紘はおこげを懐に入れて百紋大橋へ向かった。

　橋の下の河原では江え戸ど時代からつづくという蕎麦そば屋やが年季の入った屋台から湯気と出汁だしのいい香かおりを漂ただよわせている。弥紘は暖簾のれんをひょいと上げて蕎麦屋の主あるじに声をかけた。

「寛かん次じさん、こんにちは！　久しぶり」

「あれぇ！　弥紘坊ぼつちゃんじゃねえか、めっずらしいなぁ！　どうしたんだ、寝ね坊ぼうして節約弁当作れなかったのかい？」

「そ、そんなとこ……。きつね蕎麦ちょうだいー」

「はいよ！」

　座ざ蒲ぶ団とんみたいに分厚くてふかふかの油あぶら揚あげがのったきつね蕎麦を受け取り、五銭を支し払はらうと、とうとう財布がすっからかんになってしまった。屋台から少し離はなれた河原に木箱を裏返して座り、油揚げのはみ出た器うつわと箸はしを持った弥紘は暫しばし悲しみに暮れる。

「あと二十日間どうやって暮らそう……」

　こつこつと節約するのがなにより楽しいのに、今月の生活費が一いつ瞬しゆんでふいになった。化け猫ねこのせいだと思うと腹立たしくてしかたない。

　あの無礼の助すけ、高慢ちきの、横暴の権ごん化げめ──面と向かって言う勇気はないから心の中でひっそり罵ののしる。でも、小さくちぎった油揚げを嬉うれしそうに食べるおこげを見ていると「お金くらいまあいいか」と思えてくるから、猫とはまことに罪深き魔ま性しようである。

　おこげは弥紘でも胸やけしそうな大きい油揚げをぺろりと平らげた。ちょっとびっくりしながら蕎麦を啜すすり、旨うま味みたっぷりの温かなつゆを味わう。空になった器を足元に置いた弥紘は、丸くした前まえ脚あしで念入りに顔を洗うおこげを飽あきることなく見つめた。

「おこげ……、おこげちゃん」

　優しく呼びかけて、まんまるに膨ふくらんだふわふわの腹を撫でると、おこげは声が出なくても大きく開けた口を「にゃー」の形にする。

　夜や陰いんに上手うまく溶とけ込めそうな美しい黒の毛並みと、左の尻しりに少しだけある茶色い獣毛。

　七色に煌きらめく蛋白石オパアルのような瞳は、数えきれないほどの猫と会ってきた弥紘でも見たことがない。

　首のうしろで大きく蝶ちよう結むすびにされた、朱しゆ色いろの飾かざり紐ひも。光こう沢たくを持つ色糸で花鳥紋が刺し繡しゆうされたそれは、おそらく九曜の派手な着物と同じ場所で織られたものだろう。

　昨夜、己おのれの意思で激しく鳴っていた黄金の鈴すずは、今はとても静かだった。

　宝石みたいな瞳と珍めずらしい織りの飾り紐と、少し妖あやしい鈴を持った、不思議な仔こ猫ねこ。

「おこげも……違ちがう世界から来たの？　──く、九曜……と、同じ世界から？」

　手にじゃれついていたおこげは耳と尻尾をピーンと立てて驚く。

　そのあと虹色に輝かがやく瞳で弥紘を見つめ、確かに「ウン」とうなずいた。

　目を瞠みはる弥紘におこげが話しかけてくる。彼がなにを伝えてくれているのかどうしても知りたくて、髭ひげの揺ゆれる口元を目を凝こらして見たが、やはり読み取ることは叶かなわない。

　ひとしきり口を動かしたおこげは諦あきらめて巾着の中で丸くなり、眠ってしまった。

「………。そう、か」

　眠るおこげの温ぬくもりを巾着越ごしに感じながら、弥紘は独り言ごつ。

　昨夜から今朝にかけての半日で、もう一生分驚きよう愕がくし、混乱し、慄おののいて、絶ぜつ叫きようもしたように思う。だからおこげが弥紘の言葉を理解していても、九曜と同じ世界から来たと教えてくれても、さほど驚おどろきはしなかった。

　あまり驚かないということは、噓だ作り話だ絶対に信じないとさんざん言った異界の存在を認めはじめていて、見えざる物の怪けの世界に片足を踏み入れているということではないだろうか──。

「………」

　自分の思し惟いについていけなくなってしまった。

　ほんの少しぼうっとして、目がちかちかする。明王通りを走る自動車の音が、朱色の百紋大橋を行き交かう人々の喧けん騒そうが、ゆっくりと遠のいていく。

　眠る仔猫を抱だいて河原に座る弥紘は、曖あい昧まいになった現実と幻げん夢むの境界に佇たたずむようだった。

　──なんでおこげは声が出せないんだろう……。

　飼い主に教えてもらうはずだったのに、宙ぶらりんになる。理由や治ち療りよう法を知りたければ九曜に訊たずねるしかないけれど、彼はそれを知っているだろうか、教えてくれるだろうか──おこげを優やさしく撫なでる弥紘はそのようなことをぼんやり考えながら、百紋川の清らかな流れを瞳ひとみに映しつづけた。
















　昼休きゆう憩けいを終え、おこげをふたたび隠かくして戻もどった店内は、すでに客が引きはじめているようだった。あちこちに散らばった商品を従業員の沙さ代よと一緒に整えていると、店の外まで顧こ客きやくを見送った寺島がその足でやってくる。

「さっき若わか旦だん那なから電話がありました。今日も様子を見て、先に女性従業員を上がらせるようにと……弥紘坊ちゃんは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「やったぁ、早く帰れる！　おしるこ食べに行こう」

「やったぁ、じゃねえだろ沙代、そのぶん俺たちの上がりが遅くなるんだ、甘かん味み処どころなんか寄ったらただじゃおかねえからな」

「うぇー、寺島さん怖こわい」

「明るいうちに家へ帰れってことだ」

「僕は遅くなっても大丈夫です。明日あしたは休みをいただいてますし……。へへ」

「なるほど。じゃ、うんと遅くまで働いてもらうとしましょう」

「うぇー」

　三人が他愛たあいない冗じよう談だんで笑い、それぞれの持ち場へ戻りかけたとき、穏おだやかな店内の空気が一瞬で凍こおりついた。

「寺島。みなさんも。お勤めご苦労さま」

「女将おかみ──」

　硬かたい表情になった寺島が速すみやかに出で迎むかえる。駒菊屋の女将・頼子は、また音をいっさいさせずに店内に立っていた。

　頭を下げて挨あい拶さつをする弥紘は全身に冷や汗あせをかく。おこげを駒菊屋の敷しき地ち内に入れることは危険とわかっていながら、それを決行したのは、頼子が二日連続で店へ来ることが滅めつ多たにないからだった。

　今日の駒菊屋の雰ふん囲い気きはとても穏やかで明るく、弥紘も沙代たち従業員も、寺島ですら油断していた。頼子が昨日につづけて今日も来たのは新しい情夫を見せびらかすためだろう。彼女のうしろに立つ若い男を見れば誰だれしもそう考える。

　継けい母ぼは昨日にも増して妖よう麗れいに見えた。唇くちびるだけではなく爪つめまで赤い。低い位置でまとめた黒くろ髪かみはまだ濡ぬれているみたいだった。銀ぎん襴らんの帯と、漆しつ黒こくの着物全体にあしらわれた、深しん紅くの日之出蘭カトレヤ。

　そして、胸むな元もとで輝く、あの大おお粒つぶの宝石──。

　わずかに見た一瞬のうちに青緑から赤あか紫むらさきへ色を変え、また石に引き込まれる錯さつ覚かくに陥おちいりそうになり、焦あせって目を逸そらした。やはりただ大きいだけではない、なにか、不思議な力を宿しているように感じる。それとも、昨夜から九曜に奇き妙みよう奇天烈きてれつな光景を見せられ、驚愕させられてばかりで、弥紘の感覚がおかしくなっているのだろうか。

「ねえ。弥紘さん」

「はい」

　どく、と胸が嫌いやな高鳴りかたをする。無視するのに話しかけてくるときは、碌ろくでもないことを言うときだった。店じゅうの窓を拭ふけだの、蔵くらの反たん物ものをすべて巻き直せだの、猫ねこ臭くさいだの──。

「昨日の、近乃屋さんのご自宅へ伺うかがったときのお話、明義さんからお聞きになって？」

「いえ、まだです……」

「そう。明義さん、今日は東京ですものね。──わたくしたち、近乃屋さんのご自宅の門をくぐることもできませんでしたのよ。お屋や敷しきの半分は燃えて、もう半分は焼しよう失しつを免まぬがれましたけれど、室内は血の海で、ちぎれた指や耳なんかも転がっていて、とても近づけたものではないのですって」

　赤い唇をぱくぱくと動かすさまは発条ぜんまい仕じ掛かけの人形のようだ。なぜこの人は微笑ほほえんでいるのだろう。自分が今なにを言っているか、わかっているのだろうか。弥紘は食べたばかりの蕎麦がせり上がってくるのを抑おさえながら、固まって動けなくなっている沙代をうしろ手で押し、ここから離はなれるよう促うながした。

「門の外にまでおかしな臭においがしていましたわ。弥紘さん、いつも貴方あなたが撒まき散らしている猫の臭いもしていましたのよ。不思議ですわね……。──化け猫の、しわざかしらね」

　冷たい汗が、つうっと背を流れ落ちていく。

　今このときに頼子の口から「化け猫」と聞くのがひどく恐おそろしかった。

　寺島は黙だまって拳こぶしを握にぎっている。弥紘の顔は蒼あおざめているだろう。頼子はなおも真っ赤な唇を動かした。

「犠ぎ牲せい者しやは七名。亡なくなったかたの中には婚こん礼れいを控ひかえたお嬢じようさまもいらしたのよ。十八歳になられたばかりだったそう……本当に残念でなりませんわ。ねえ、弥紘さん。貴方──」

　頼子はわざと言葉を切る。

　嫌けん悪おを覚えるまでに不気味な笑みを浮うかべ、弥紘を睨ねめつけてくる。

「貴方、代わりに死んで差し上げたらよろしかったのに」

「──！」

　氷の鉄てつ鎚ついで頭を叩たたき割られたような衝しよう撃げきがあった。激しい動どう悸きがして心臓が痛む。でも、黙っていてはいけない。口角を上げたままの頼子は弥紘の返事を待っていた。

「そう、ですね……」

　震ふるえる唇を無理やり動かしてどうにか言葉をつなぐ。ここに明義がいたら、今日の営業がままならなくなるほど空気は最悪なものになっていただろう。駒菊屋に弊へい害がいを及およぼしてしまうことを想像してまた息が苦しくなる。

　耐たえかねた寺島が怒いかりを抑えた低い声で「女将。三つ揃ぞろいでしたら二階へ」と言い、満足気にうなずく頼子は情夫と寺島を連れて階段を上っていった。

「は、……」

　いつも通り頼子の姿が見えなくなれば、激しい動悸は治まった。弥紘は泣きだしてしまった沙代を休憩小屋へ連れて行き、すぐに店内へ戻って、完全に止まっていた商品の整理を再開した。

　反物を巻き直しながら考える。先ほどの頼子の仕打ちはこれまでで最も酷ひどいものだった。いつもの弥紘なら精神的に参ってしまって店に立てていないだろう。また横濱を離れたい衝動に駆かられて、本当に荷物をまとめていたかもしれない。

　しかし今は可愛かわいくて不思議なおこげや憎にくき九曜にされたあれこれで頭がいっぱいで、継母の仕打ちは頭にも心にも響ひびいてこなかった。

　それにしても、なぜ頼子はあのような残ざん酷こくなことを言ったのだろうか。

　間接的に実母を死へ追いやり、少年の弥紘を置き捨てにしたのは事実で、駒菊屋で働きだしてから言われた厭いや味みや謗そしりは数知れない。でも、さすがに『死』という言葉は使われたことがなかった。

　表情もそうだ。死を口にしたときの継母の顔に美しさはなく、ただ不気味で、上がりすぎている口角と異様に見開かれた目は木き彫ぼりの面みたいだった。今しがたの彼女は本当に継母だったのだろうかと疑念を抱いだくくらいには、不自然なことが目立つ。

　自分の意思で言ったというより、なにかに操あやつられて言わされたような──。

「まさか、あの宝石？　本当に曰いわくつきの石だったりして」

　戯ざれ言を軽くつぶやくほどの余よ裕ゆうがあるのは、まちがいなくおこげのおかげであり、九曜のせいである。

　頼子は情夫に英吉利イギリス製の三つ揃いと革かわ靴ぐつを見み繕つくろって駒菊屋を去った。二人を乗せた自動車を見送って店に戻ってきた寺島は鬼おにの形相になっている。頼子の暴言は今日のうちに明義へ伝わるのだろう。

　夕暮れ前に女性従業員を上がらせ、まだ泣きべそをかいている沙代を励はげまして帰した。本当は汁しる粉こを御ご馳ち走そうして元気づけたかったけれど、彼女は汁粉を食べる気など失うせているだろう。

　しかしそれ以前の問題で、弥紘は自分が無一文であることを思い出した。

　九曜が居座っている家には帰りたくないのに、喫茶店カフエーや芝しば居い小屋で時間を潰つぶせないということだ。できるだけ長く駒菊屋に留とどまらなくてはと思ったとき、機き嫌げんの悪い寺島が「弥紘坊ぼつちゃんも帰ってください」と言いだした。

「え、なんで、遅おそくなっても大丈夫ですよ。むしろ遅いほうが嬉うれし──」

「仕事なんかもういいんです、お疲つかれさまです、帰り道お気をつけて。寄り道しちゃいけませんよ。今日のことなんか綺き麗れいさっぱり忘れてください。そしてよい休日を」

「ちょっと、ま、待ってください寺島さん──、わっ」

　捲まくし立てる寺島に、ぽい、と店を追い出されてしまった。ぶっきらぼうな言葉は彼なりに相当気を遣つかっていて、だから早く帰してくれたのだろうけれど、今はそれがつらい。

　走って休きゆう憩けい小屋の裏へ行き、前まえ脚あしを懸けん命めいに伸のばして抱だっこをせがむおこげを今度は巾きん着ちやくを使わずに懐ふところへ入れた。帰り支じ度たくを済ませ、木箱と肌はだ着ぎを処分して駒菊屋を出ると、いよいよあの化け猫のことで頭がいっぱいになる。

「はぁ……。どうしよう……」

　ぐずぐずしていたらあっという間に日が暮れてしまった。

　昨日と同じで、鈴すず蘭らん灯に照らされた明王通りに人ひと影かげは少なく感じられる。昨日は弥紘も薄うす気き味み悪わるさを覚えて家路を急いだものだが、恐きよう怖ふの化け猫体験をした今は、夜空が黒から赤紫色に変わったところで別段怖こわくないし家に帰りたくない。

「はぁ」

　溜ため息と一いつ緒しよに、ぐぅ、と腹が鳴り、びっくりしたおこげが懐から顔を出す。おこげになにか食べさせたいのに財さい布ふはすっからかんで、自転車の操舵棒ハンドルにぶら下げた風ふ呂ろ敷しき包づつみには寝ね間ま着きと庭にわ下げ駄たと空の湯たんぽしか入っていなかった。

「おこげもおなかすいてるよな、ごめん……。でも、歩いて帰っていい？」

　九曜との再対決が避さけられないのなら、せめて少しでも先延ばしにしたい。おこげはウンとうなずき、また、ぐぅと鳴った弥紘の腹を肉球でぎゅうぎゅう押してくる。

「かわいいなぁ。おこげ……」

　虹にじ色いろの瞳ひとみを持つふわふわの黒猫に、すっかり情が移ってしまった。離れたくない、たとえおこげが異界から来た妖よう獣じゆうだったとしても。

　のろのろ歩くたび、キィ…キィ…と自転車が鳴る。弥紘は、家で待ち構えているであろう九曜の言葉を思い出した。

『〝真名ごっこ〟は一日も持つまい。おまえは集まってくる物の怪けに恐れをなし、今こ宵よいのうちに黒猫を放ほう棄きする』

　本当に物の怪の集団があらわれるのだろうか。鈴蘭灯が途と切ぎれた暗い夜道にいるのは弥紘とおこげだけだった。物の怪が来ても来なくても、九曜は今夜のうちに弥紘からおこげを取り上げるつもりなのだろう。

「あんな奴やつに渡わたすもんか」

　大好きな猫たちとおしゃべりできたらどんなに素す晴ばらしいだろうと、幼いころからずっと思い描えがいてきた。おこげが弥紘の言葉をわかってくれているなんて夢のようで本当に嬉しい。

　でも九曜は違ちがう、ぜんぜん違う。

　十尺以上もある巨きよ大だいな化け猫ねこと言葉を交かわすなど誰だれが想像できるだろう。人の姿になっても毳けば々けばしくて、高こう慢まんちきで、しかもあのようなこと──。

「──あんな、こと。信じられない。……へ、変態じゃないか」

「おい」

「うわーっ！」

　ぶつぶつ言っていたら目の前に九曜が立っていて弥紘はひっくり返り尻しりを強打した。自転車も倒たおれ、がしゃんと大きな音が鳴る。

「なっ、な、なんなの!?　なんでいるんだよっ」

　懐の中で震えだしたおこげを咄とつ嗟さに片手で守った。相変わらず九曜はぎらぎらした着物を纏まとい、猫の耳も二ふた叉またの尾おも隠かくさず、火の玉みたいなものまで連れている。

「そんな格好でうろついてたらみんなに見られて騒さわぎになるぞっ」

「おまえがいつまで経たっても戻もどらんからだ。逐ちく電でんする気だったのではあるまいな？」

　逃にげられるのならとっくにそうしている。いっそのこと今すぐ皆みなに見られて、この世界にいられなくなるくらいの大騒ぎになればいいのに。しかし、夜道には弥紘とおこげしかいないことを確かく認にんしたばかりで、あたりはしんと静まり返っていた。

　すん、と鼻を鳴らした九曜は、なにが気に入らないのか急に耳を立て、ふさふさの長い尾をぶわっと膨ふくらませる。渾こん身しんの力を込めた二度目の頭ず突つきが股こ間かんに直ちよく撃げきしたことを根に持っているのだろうか。怒おこりたいのは弥紘のほうなのだが。

　九曜は黄金こがね色いろの眼まなこを剝むき、もう何度目かわからない怒ど鳴なり声をあげた。

「おれの護ご符ふを消したな!?」

「あ、当たり前だろ！　あんな最低で、屈くつ辱じよく的な……、化け猫は普ふ通つうにするのか知らないけど、この世界の人間は絶対に、絶っ対に、しない──」

　そこまで言って、はっとなる。また九曜のことを化け猫と呼んでしまった。片手で口を塞ふさいでも時すでに遅く、尻しり餅もちをついたままの弥紘は、真顔でしゃがんできた九曜の脚あしのあいだに挟はさまれて動けなくなった。

　ぼう、と火の玉が妖あやしく揺ゆれる。焦こがれ香こう色の長い髪かみに覆おおわれて、薄うすい藍あいを刷はく端たん整せいな顔が迫せまってくる。

「近、い……退どいて……」

「〝真名ごっこ〟は充じゆう分ぶんに堪たん能のうしただろう。御お巫ふ山ざ戯けは終しまいだ。妖獣をよこせ」

「なにするんだっ」

　まだら模様の浮うかぶ大きな手が無理やり外がい套とうに入ってきて着物の衿えりをまさぐってくる。怯おびえるおこげは背のほうまで逃げようとしていた。弥紘は両手を使って九曜の手首をつかみ、力いっぱい引き剝はがす。

「やめろ、って！」

「重ねて言うが、おれたちは先を急いでいる。これ以上、妖獣の足搔あがきには付き合わん」

「……っ。頼たのむからやめてやってよ、すごく震ふるえてるんだ、かわいそうだよ。……く、九曜とおこげのあいだにどんな事情があるのかなんて僕は知らないけど、今のままじゃだめだってことだけはわかる。どうすればいいかは……ええと、ちょっと待って、考え……、──あっ、そうだ、話をするのがいいと思う」

「なんだと？」

「おこげは九曜が怖いんだよ。僕も怖い。信じられないくらい大きいし、乱暴だし……怒鳴りながら追いかけられたら誰だって逃げる。だから、めちゃくちゃに追いかけて捕つかまえようとするんじゃなくて、おこげと話をしなよ。先を急いでるのなら、なおさら」

「おまえは……なにを言っているんだ」

　弥紘がおこげの名を呼ぶたび小さな火花が弾はじけてちくちくと巨きよ軀くを苛さいなむ。それを気にしていない九曜は、しかし困こん惑わくしているようで、ひどく珍ちん妙みようなものを見る目を向けてきた。

　おこげを渡すもんかと思っているけれど、情けないことに弥紘にはなんの策もない。今はただ、少しでも長くおこげを懐に入れておきたくて、思い浮かんだ言葉を夢中で並べているだけだった。

「二十日くらい逃げたり追いかけたりしてるって言ってなかった？　今ここで僕が九曜におこげを渡しても、おこげはまた必ず逃げるよ。同じことを繰くり返すだけになる。この仔こはまだ小さくて、異界で一いつ匹ぴきなんかにしたら生きられない。僕はそんなの絶対にいやだ。九曜だって困るんだろ……？」

「………」

「ほら、今日はもう夜だし、おこげはご飯を食べて寝ないとだめだから、話をするのはまた明日あしたとか──」

　見え透すいた出任せとわかっていても必死で言った。それを聞いていない九曜は、はっとなって立ち上がり、天を仰あおぐ。

　真夏の宵よいを思わせる生なま温ぬるい風が吹ふき、ざぁ……と櫟くぬぎの木立が揺れた。

　二叉の尾を揺らし、鋭するどい牙きばを剝いてグァ──オと鳴くさまは物の怪そのもので、弥紘は肩かたを震わせる。九曜に倣ならって恐おそる恐る夜空を見ても、彼がなにに向かって威い嚇かくしているのかはわからなかった。

「立て、彼奴きやつ等らが来る」

「彼奴等って？　……もしかして、も、物の怪──、わっ」

　九曜は弥紘の腰こしと自転車を同時につかんで立たせ、弥紘に自転車を持たせてくる。なおもあたりを睨にらみつけながら口早に言った。

「おれの命に従え。そうすればあと一日だけ容よう赦しやしてやろう。速すみやかにおれの縄なわ張ばりへ帰れ。夜が明けるまで雨戸にはいっさい触ふれるな」

「九曜の縄張りじゃなくて僕の家なんだけど……」

「今すぐやひろにおれの護符をつける」

「え！　絶対いやだ！」

　あれをされるくらいなら物の怪に襲おそわれたほうがましだった。自転車に跨またがって猛もう烈れつに漕こいだが、「おまえ、死ぬぞ？」と言う九曜に車輪をがっちりつかまれる。

「言うこと聞けばいいんでしょ、すぐ家に帰るから！　護符は間に合ってます！」

「じたばたするな、射精してやる時間がない、急場凌しのぎにしかならんが血を使う」

「射っ!?　あの、もっと遠まわしに……」

　それなら先に血液と言ってほしいし、「射精してやる」なんて弥紘側が望んでいるような恩着せがましい言いかたをされるのは不服至し極ごく・迷めい惑わく千せん万ばんである。

　文句を言う暇ひまも抵てい抗こうする隙すきも与あたえられず、大きな手がうなじにまわってきて上を向かされた。異形の男はやはり恐ろしく背が高い。初めて間近で立ち、その体格差を思い知らされる。

　九曜はもう片方の親指をがりっと嚙かみ、鮮せん血けつがあふれる指で弥紘の額に文字みたいなものを書くと、真っ赤になった指先を口に突つっ込んでくる。額に残る熱くてぬるりとした感かん触しよくと、口内に広がった濃こい鉄の味にぞわぞわして、「ぐえ」と喉のどが鳴ってしまった。

「なんだその蟇ひき蛙がえるのような声は」

　片かた眉まゆを上げてあきれる九曜がうなじから手を離はなし、新たな火の玉を作り出す。赤と橙だいだいの混ざる鮮あざやかな怪かい火かが炎ほのおの尾を揺らして弥紘のところへ近づいてきた。

「道中は鬼おに火びが番をする。鬼火は礼節を重んじる物の怪けだ、縄張りに入ったら一礼しろ、そうすれば消える。怠おこたった場合はたちまち猛もう火かとなって家屋を吞のみ込むぞ、努ゆめ々ゆめ一礼を忘れるな」

　言い終わるなり九曜は信じられない高さまで跳ちよう躍やくして櫟の太い枝に立つ。弥紘は、ずっと知りたくて今日の昼休きゆう憩けいにも考えていたことを急いで訊たずねた。

「なあ！　どうしておこげは鳴けないんだ？　治ち療りよう法とか薬とか、あったら教えてほしい。あと、本当の名前も」

　遠くを睨みつける九曜は答えようとしない。やがて見おろしてきたが、縦長の瞳どう孔こうを限界まで細くした化け猫の目は、弥紘ではなく懐ふところの中のおこげをとらえていた。

「おい、ちび。いいかげん畜生猫の真似まね事ごとはやめろ。逃げるなよ。おまえが逃げれば、やひろは死ぬことになる」

「なっ……。そんな酷ひどいこと言うから、おこげはいつまでも怖こわがって──」

　そのとき、おこげの黄金の鈴すずがまたリーンと鳴って返事をした。驚おどろく弥紘に九曜が声を向けてくる。

「物の怪どもは名を持たんと言っただろう。ちびの首輪を──朱しゆの織り紐ひもを断じて外すな」

　ふたたび跳躍した九曜が人の姿から物の怪へ変容していく。

　大だい蛇じやのような二叉の尾と、白と紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様を持つ巨大な化け猫は、夜の闇やみに溶とけてすぐ見えなくなった。

　誰だれもいない静かな夜道に佇たたずむ弥紘は、九曜に答えをはぐらかされたことに気づく。

「鳴けない理由くらい教えてくれたっていいのに……」

　それとも答えられない事情があるのだろうか。自分は人間だと言い張る九曜の素す性じようや、おこげとの関係も、謎なぞだらけだった。

　鬼火がパチパチと音を立てて帰宅を急せかしてくるので弥紘は自転車を漕ぎだす。

「僕が逃にげたらおこげは九曜に捕まって酷い目に遭あうし、おこげが逃げたら僕は九曜に殺されるのか……。どうやら僕たちは運命共同体というものらしいよ、おこげ」

　外套から顔を出したおこげはたぶん意味をわかっていない。それでも嬉うれしそうで、大きく開けた口を「にゃー」の形にした。

　西駕町に帰り着き、つるかめ銭湯の前を通り過ぎて、今朝は挨あい拶さつできなかった花群神社の前で手を合わせる。我が家の古ぼけた低い門が見えてようやく緊きん張ちようが解けた。門を開けて自転車を止め、玄げん関かんの格こう子し戸どへ手を伸のばしたとき、おこげが物もの凄すごく焦あせって外套をぐいぐい引っ張ってくる。

「あっ！　そうだ、一礼しないと。──送ってくださってありがとうございました」

　丁てい寧ねいに礼を述べ、おこげがふわふわの頭をぺこりと下げると、鬼火も慇いん懃ぎんな一礼をしたのち、ぼう、と音を立てて消えた。

　家へ入って格子戸を閉めた弥紘は、そこにもたれてまぶたを閉じる。

「は、……」

　奇き妙みような光景に慣れてきたと思ったが、そうでもないらしい。

　異界から来たという化け猫ねこの九曜と、人語を理解する黒猫のおこげ、継けい母ぼの非道な言葉と、彼女の胸むな元もとで輝かがやく不思議な宝石──今日だけでさまざまなことが起きて、疲ひ労ろうがどっと押し寄せてくる。

　弥紘が必死で言い並べたあの言葉は少しでも九曜に届いただろうか。対決のときがまた一日延びただけで根本的な解決は望めそうになかった。今のうちに策を練るべきなのだがひどく疲つかれていて頭が働かない。おこげに食事をとらせて風ふ呂ろに入り、早く眠ねむりたかった。

「明日が休みで本当によかった……」

　まぶたを開けて玄関の明かりをつけ、ほっと息をつきながら草ぞう履りを脱ぬぎかけたとき、おこげが外がい套とうからピョーンと飛び出す。

「あれ、おこげ？」

　くるりと一回転した仔こ猫ねこが急に見えなくなり、そんなに疲れているのかと目をこすって瞬しばたたかせ、また大声をあげる羽目になった。

「わぁーっ！」

　上がり框がまちに裸はだかの子供が立っている。もう一生分の驚きよう愕がくと恐きよう怖ふを経験したはずなのに、また仰ぎよう天てんさせられた弥紘はドテッと尻しり餅もちをついた。

　しかし驚いただけで、まったく怖くない。子供は四歳ほどだろうか、とても可愛かわいらしかった。大きな瞳ひとみは蛋白石オパアルを埋うめ込んだように虹にじ色いろに煌きらめいている。脚あしのあいだから見える黒い尻尾しつぽがせわしなく動き、おかっぱの黒くろ髪かみには小さな猫耳がついていた。

　そして、首のうしろで蝶ちよう結むすびにされた美しい朱色の飾かざり紐。黄金の鈴が、りんと鳴る。

「お、おこっ、おこげ!?」

　ウンッと大きくうなずいたおこげはにこにこしてすっぽんぽんの両手両足を広げ、元気よく大の字を作る。その動きがとてつもなく可愛くて、思わず「わー、かわいい」と弥紘まで微笑ほほえんでしまったけれど、おこげはクチッとくしゃみをした。

「ごめんっ、そりゃ寒いよ」

　自分の首に巻いている襟えり巻まきを外しておこげの腹に巻き、外套を着せて抱だき上げる。居間へ走って大急ぎで長なが火ひ鉢ばちの炭を熾おこした。

「はぁ、びっくりした。……おこげも、その、──化け猫、なの？」

　九曜が言っていた『妖よう獣じゆう』は真実で、『畜生猫の真似事はやめろ』の意味も理解した。こくりとうなずいたおこげは外套を引きずり、正座している弥紘の膝ひざにちょこんと乗ってくる。

　人の姿になっても声が出せないのは変わらないようで、しかし唇くちびるが「や、ひ、ろー」と動いているのがわかる。ぎゅ、と抱きつかれ、「うぅっ、かわいい」と唸うならずにはいられなかった。九曜とはまるで正反対で、同じ化け猫とは思えない。

　ずっと入っていたから安心するのだろう、弥紘の懐に手を差し込んだおこげはとても嬉しそうにする。どこもかしこも可愛らしい小さな物の怪を抱きしめ、さらさらの髪や肩かたを撫なでながら訊ねた。

「九曜とは……親子じゃないよね？　兄弟でもないかな……？」

　逃げる幼い化け猫と、追う巨きよ大だいな化け猫。彼らが親兄弟でないことは推察できるが、その関係を想像するのは非常に難しい。少し怒おこったおこげは牙きばを見せながらたくさん喋しやべってくれたけれど、最初の「ち、が、う！」だけしか読み取れなかった。

「本当の名前は？　もしあるなら教えてくれる？　紙に書ける？」

　少し怒っていたおこげは、今度は悲しそうに首を横に振ふる。九曜の言う『物の怪どもは名を持たん』が正しいようだった。怒らせたり悲しませたりするようなことばかり訊きいてしまった弥紘は焦って小さな手を握にぎり、うつむくおこげの顔をのぞき込む。

「ねえ、そしたらずっと、おこげって呼んでもいい？」

　すると顔を上げてにっこり笑い、ウンッとうなずいてくれた。おこげは声が出せないぶん表情や仕草が豊かなようだ。

　声が出せない理由は、訊ねるのをやめておいた。九曜がはぐらかしたことをおこげに答えさせるのはどことなく嫌いやだった。

「うげ、すっかり忘れてたよ。ありがとう」

　虹色の瞳をぱちくりさせるおこげに額をとんとんされて、九曜につけられた血の護ご符ふを思い出す。早く額を洗いたいし、庭に猫たちが来ているか確かく認にんしたい。食事を作って風呂にも入らねばならない。しかしそれよりもまずおこげの衣服をなんとかしてあげたかった。

「着物どうしよう。僕のは大きすぎるよな……。──あっ、そうだ！」

　おこげには暖かくなった居間で待ってもらい、弥紘だけ隣りん室しつへ走る。

　四よ畳じよう半はんの座ざ敷しきに所ところ狭せましと並んだ立派な三棹さおの桐きり簞だん笥すと、蒔まき絵えの施ほどこされた八棹の長なが持もち。これらのどこに入っていたか記き憶おくを辿たどって桐簞笥を開けると、すぐに望みのものが見つけられた。

　幼少の弥紘が着ていた着物、帯、肌はだ着ぎ、毛糸の靴くつ下した──すべてを大切にとってくれていた祖母へ心の中で感謝を伝えながら、必要なものを持って居間へ戻もどる。

「ほら、おこげの着物も帯もたくさんあるし、草履も、お祖母ばあちゃんが作ってくれた帽ぼう子しも、子供用の蒲ふ団とんまであるよ！　明日あした、天日干ししような」

　十数年も桐簞笥で眠っていた着物や靴下はかなり冷たく、長火鉢で温めてから順番に着せ、最後に男の子らしく兵へ児こ帯おびを締しめた。

「とても似合ってるよ、かわいいなぁ」

　頰ほおを赤くして猫耳をピンッと立てるおこげは初めて衣服を身につけたのかもしれない。

　興奮ぎみの彼はなぜか防虫剤ざいの匂においを気に入り、袖そでを片方ずつ鼻に当て、すーっ、すーっ、と夢中で吸い込む。笑顔いっぱいでくるくるまわり、また両手両足を広げて大の字を作って見せてくれた。素す晴ばらしく可愛らしくて疲れが吹ふき飛ぶ。　>>>♥

「おなかすいたね。すぐにご飯を作るよ」

　庭に猫たちがいるなら、彼らの夕食も用意したい。九曜に壊こわされた庭池の状態も気にかかる弥紘は立ち上がって雨戸へ手を伸ばす。そのとき、まだ袖の匂いをすんすん嗅かいでいたおこげが急にタタタッと走り、弥紘と雨戸のあいだに立ちはだかった。

「おこげ？　どうしたの」

　両手を広げ、むっとして「さ、わ、る、だめ！」と唇を動かすおこげは、『夜が明けるまで雨戸にはいっさい触ふれるな』という九曜の言いつけを守ろうとする。

　九曜とおこげの関係は決して良好ではないのに、おこげは鬼おに火びに一礼を忘れなかったし、弥紘にはわからない物の怪け同士の不文律があるのかもしれない。

「この雨戸すごく古くて穴が開いてるんだ。そこから見るのはどう？　雨戸には絶対に触さわらないよ。約束する」

　短い眉まゆをぐぐ、と寄せて考え込んだあと、ウンと許可してくれたおこげは、穴をのぞきたくなったのか尻尾を揺ゆらしてそわそわしだす。弥紘は左ひだり端はしの雨戸の前に正座して腿ももにおこげを座らせた。

「あれ？」

　思わず雨戸に触れかけて、手を引っ込める。冷たい風が吹き込むほどの大きな穴が開いているはずなのに、なぜかなくなっていた。七枚ある雨戸をすべて調べたがどこにも穴がない。

　弥紘とおこげは一いつ緒しよに首をかしげる。まさか九曜が直したのだろうか。

「夜明けを待つしかなさそうだね……」

　庭にいるかもしれない猫たちにうしろ髪がみを引かれつつ、おこげと手をつないで炊すい事じ場ばへ向かおうとしたとき、部屋の隅すみに目覚まし時計が転がっているのが見えた。

　今朝、九曜の手で煎せん餅べいみたいに平たくされたそれは元の姿を取り戻し、正確に時を刻んでいた。

「………」

　物を平然と壊してばかりで大切にしない化け猫だと腹立ちを覚えていたけれど、決めつけるのは早いかもしれない。

　弥紘は炊事場の冷たい水で血の護符を洗い流した。あちこちの匂いを嗅ぎたくてうずうずしながらも、弥紘にぴったりくっついて離はなれないおこげに「明日の夜はごちそう作るよ！」と約束し、昨夜につづき今夜も手軽な鍋なべを準備する。

　おこげは熱々の野菜鍋をもりもり食べた。小さな身体からだのどこに入るのか心配になるほどの量を平らげていく。箸はし休やすめに出したらっきょう漬づけをたいそう気に入り、「も、もうおしまい」と止めるまで、ぽりぽり、ぽりぽりと楽しそうに音を立てて食べていた。

　化け猫ねこのおこげは人の姿になっても猫らしいところがあって、鍋を空っぽにしたあと、丸くした手で念入りに顔を洗う。

「かわいいなぁ」

　大きな瞳を糸のように細くしてほっぺたをさりさり撫でる様子をいつまでも見ていたいけれど、風ふ呂ろに入らなくてはならない。

　湯を沸わかすあいだに蒲団を敷しいて湯たんぽを入れておく。脱だつ衣い所で長なが襦じゆ袢ばんになった弥紘は、真っ白い煙けむりの立ち上る湯船が気になってしかたないおこげの着物を先に脱ぬがせた。裸はだかになった左の尻しりには可愛らしい御お焦こげがちゃんとある。

「飾り紐ひも、どうしようか。綺き麗れいだし濡ぬらしたくないよね？」

　首のうしろで蝶結びにされた朱しゆ色いろの飾り紐の端はしをつまんで訊たずねても、湯船に入りたくてうずうずしているおこげは話を聞いていない。

　本当は飾り紐と鈴すずを外したいが、鬼火にぺこりと頭を下げ、雨戸を開けることを叱しかってきたおこげの行動を見ていると、弥紘も『朱の織り紐を断じて外すな』という九曜の言いつけを守ったほうがいいように思えてくる。

「うん。そうだ。ちょっとくらい濡れてもいい。やっぱり取るのはやめよう」

　しかし、手を放すよりも先におこげが湯船へ向かって勢いよく駆かけだし、飾り紐がほどけてしまった。

「あっ。おこげ、戻ってきて、結び直すか、ら──」

　このとき目まの当たりにした光景を弥紘は生しよう涯がい忘れない。

　朱色の飾かざり紐が床ゆかに落ちるよりも早く、おこげの首が胴どうから離れた。

　おかっぱの黒くろ髪かみの揺れるさまが、やけにゆっくり見える。

　分ぶん離りした胴と頭がゴト、ゴトッという鈍にぶい音を立てたあとに、リ……ンと鈴が鳴った。

「うわあぁっ！　おこげっ、おこげ!!」

　ごろりと転がった頭部にあるふたつの瞳ひとみは美しい七色の光を失なくしていた。

　まぶたが閉じてしまう。血がいっさい出ないその様子は人形のようだった。怪かい異いな光景を見た恐きよう怖ふは一いつ瞬しゆんで過ぎ去り、堪こらえようのない激しい悲しみに襲おそわれる。弥紘はぶるぶる震ふるえる手で飾り紐をつかみ、おこげの頭と身体を搔かき抱いだいて居間のほうへ必死で這はっていった。

「た、助けて、誰だれか！　おこげがっ……」

　つい今まで元気だったおこげがみるみる冷えて硬かたくなり、肌が白い蠟ろうのようになる。長なが火ひ鉢ばちのそばに寝ねかせた身体や頰をめちゃくちゃに摩さすっても目を開かない。

　飾り紐が外れたからこうなってしまったのだろうか。間近にある可愛かわいらしい顔が涙なみだでぼやけて見えなくなった。

「いやだ、おこげ目を開けて……！　助け、て……く、九曜！　九曜っ──」

　なす術すべのない弥紘が唯ゆい一いつできたのは化け猫の名を呼ぶことだけだった。

　やがて、乱暴に廊ろう下かを打つ下げ駄たの音が近づいてくる。居間の入り口にあらわれた九曜は、胴と首の離れたおこげを見るなり、長い髪と二ふた叉またの尾おをこれ以上ないほど逆立てた。

「どけっ！　首輪を外すなと言っただろうが!!」

「……っ」

　激げき怒どする九曜に体当たりをされた弥紘は部屋の隅まで吹き飛んだ。九曜は、血の気を失くして真っ白になった小さな身体に跨またがり首を思いきり絞しめつける。

　否いな、絞めているのではない。不思議な現象に慣れていない弥紘の目で見ても、妖よう力りよくのようなものを流し込んでいるというのがよくわかった。

「こいつの身体は作り物なんだ！　どうしても頭と胴が離れてしまう！　だから首輪でつなげているんだっ！」

　やはり朱色の飾り紐は、断じて外してはならないものだった。もっと留意を重ねるべきだったのに、それを知らない弥紘は軽い気持ちで触れてしまっていた。

　傲ごう慢まんな態度しか見せない九曜がひどく切せつ迫ぱくした表情になる。藍あいの隈くま取どりが濃こくなり、額や頰に噴ふき出た大おお粒つぶの汗あせがだらだらと流れ落ちていく。

「くっ、そ……！　つきやがれっ！」

　巨きよ大だいな化け猫の妖力は凄すさまじい熱量だった。赤い閃せん光こうが放たれ、家がきしきしと揺れて居間が熱くなる。弥紘はなにもできない。焦しよう熱ねつ地じ獄ごくのようになった部屋の隅で冷や汗を流しながら九曜を見つめることしかできなかった。

　やがて、白い蠟みたいだったおこげの身体に赤みがさす。閉じられたまぶたや鼻と口から液体が漏もれてくる。それが苦しそうで、抱だきしめたいのに叶かなわない弥紘はぼたぼたと涙を落とした。

　九曜は片手で首をつかんだまま、もう片方の手で飾り紐を巻き、うしろでかたく結ぶ。

「はっ……、はあ、っ……」

「九、曜……。おこげ、は」

　切れ切れの呼吸をする九曜は震える手で己おのれの煌きらびやかな羽織をつかみ、涙と洟はなにまみれたおこげの顔を丁てい寧ねいに拭ふく。子供の姿から黒い仔こ猫ねこに戻もどったおこげは畳たたみを這って蒲ふ団とんの中へ潜もぐり込んでいった。

「………」

　熱い空気を孕はらむ部屋は静かになり、九曜の荒あらい息づかいだけが響ひびく。

　安あん堵どと悲しさが綯ない交ぜになった涙なみだを拭ぬぐって顔を上げたとき、九曜が躙にじり寄ってきていた。いきなり足首をつかまれてずるずると引っ張られ、横たわるまでに体勢を崩くずした弥紘は畳に肘ひじや手をつく。

「な、にっ……？」

　おこげを助けてくれた礼を伝えたいのに、慄おののいてしまって上手うまく言えなかった。強こわ張ばった弥紘の身体からだをさらに引き寄せた九曜の顎あごから汗あせが滴したたり落ちる。三白眼で睨にらみつけてくる彼は朦もう朧ろうとしているようだった。

「妖力、が──尽つきかけて、いる。おまえの、を……よこせ」

「え……。なにを……？　僕どうしたらいい？」

　肩かたで大きく息をしながら短い言葉をつなぐ九曜は、昨夜大暴れした凶きよう暴ぼうな化ばけ猫ねこからは想像できないほど衰すい弱じやくしていた。おこげのために力を出し尽くしてくれたのだから回復に協力したい。飲み水を運ぶことも、今から家じゅうの食材を搔かき集め、体力の源である食事を大量に作ることだってできる。

　しかし要求されたそれは信じがたいものだった。

「精だ……早、く、精液を、出せ……今すぐだっ」

「そっ、そんなことできない！」

　にわかに足首をつかんでいた大きな手が股また座ぐらに迫せまり、破られる勢いで下着を剝はぎ取られて総毛立った。

　裸はだかにされた下か肢しに驟しゆう雨うを思わせるほどの男の汗がばたばたと落ちてくる。足あし蹴げにすることもままならず、細身の弥紘は朦朧としている九曜にすら敵かなわなかった。

「やめろっ、やめて、くれ……いやだっ」

「ちびが消えかけたのはおまえのせいだろうが！」

「……っ」

　苛いら立だつ九曜に怒ど鳴なられて、びくりと肩を竦すくませる。おこげの飾かざり紐ひもを外すつもりはなかったけれど、弥紘の不注意が招いた事態だという自覚があった。

　化け猫の金の瞳ひとみは縦長の瞳どう孔こうが限界まで細くなっている。九曜は脂あぶら汗あせらしきものをだらだらと流して言う。

「おれとて男根をくわえるなど終ついぞしたことがない。腹立たしくてしかたないわ。だが妖力を満たせるのは人間の血肉と体液のみ。食われたくなければ、速すみやかに終わらせたければ今すぐ精液を出せっ」

　抵てい抗こうを忘ぼう却きやくした一いつ瞬しゆんの隙すきに脚あしを開かれた。チッと忌いま々いましげに舌打ちをする九曜がそこに顔を埋うめてくる。

「う……あ、あ！」

　縮こまる性器に長い舌がぬるぬると這はう。未知の感覚に全身が激しくわななく。

　誰だれかと恋こい仲なかになったこともなく、深く触ふれ合ったこともない弥紘にはあまりにも惨むごい感かん触しよくだった。

「ひっ。い……や、だっ」

　めちゃくちゃにねぶられるそれは恐きよう怖ふでしかない。茎くきに芯しんが生まれたのは外部刺し激げきによるもので快感は皆かい無むだった。

「まだか、早く出せ」

　九曜は腿ももを鷲わしづかみにして、わずかに立った茎を唇くちびるでしごいてくる。舌とはまた違ちがう感触に強きよう烈れつな羞しゆう恥ちを覚えて泣きそうになる。

　せわしなく動いている化け猫の頭を両手でめいっぱい押し退のけたけれど、ふわふわの猫耳に触れ、焦こがれ香こう色の髪かみに指が埋まっただけで徒労に終わった。

「出な、いっ……頼たのむ、から、はなして、……」

　弥紘の懇こん願がんを無視した九曜が躍やつ起きになって先せん端たんに吸いついてくる。なにも出ない、出したくないと思っているのに、じゅっ、じゅうぅっ、と強く吸引されて、屹きつ立りつを貫つらぬく管を体液が駆かけ上がっていく。

「く、ぅ……っ。あっ、あ、ぁ」

　脚が壊こわれた玩がん具ぐのようにかくかくと震ふるえた。己の意思ではなく九曜に無理やり引き起こされた射精を制せい御ぎよできるはずがない。とめどなく漏もれる白はく濁だくが恐おそろしくて、弥紘はとうとう涙を落としてしまった。それを懸けん命めいに手の甲こうで拭ぬぐう。

「ハアッ……！」

　体液を飲みほした九曜は上体を起こし、天を仰あおぐような動きをする。その声には歓かん喜きが含ふくまれているみたいに聞こえた。

　弥紘を見おろしてくる化け猫に、衰弱の色は少しもない。藍の隈取が濃こくなり、ぞっとするほどの不敵な笑えみを浮うかべている。　>>>♥

「これは、たまらなくいい。滾たぎってくる……！　やひろっ、もう一度出せ」

「や、……っあ！」

　先ほどまで同性のものをくわえることに憤いきどおっていた九曜が、嬉き々きとして弥紘の萎なえた性器に食らいついてくる。ぴちゃぴちゃと音を立ててねぶられ、肌はだが粟あわ立だった。九曜から逃のがれておこげが眠ねむる蒲団の中へ潜りたいのに身体のどこにも力が入れられない。

「やひろ、もう一度だと言っているだろう」

　焦じれた九曜が尻しりの下に大きな手を滑すべり込ませ、狭はざ間まで息づく窄すぼまりに指先を当てた。そのような場所に触れられるだけでも信じがたいというのに、異物が中に入ってくる。

「ああっ？　そんな、いやだっ──！」

　痛みと羞恥を覚えたその瞬しゆん間かんに中を思いきりこすられて、萎えていた茎が立ち上がり、弥紘はあっという間に昇のぼりつめた。小刻みに震える先端がしょろしょろと体液を漏らす。精液とは思えない薄うすいそれを九曜は喉のどを鳴らして嚥えん下かした。

「は、っ……はぁ……、っ」

「やはり、いい。これほどの効能があろうとは。……熱いな──」

　居間に澱よどむ、じっとりとした真夏の夜を思わせる熱は九曜が生み出したものだった。

　尻に埋まった指を抜ぬかれ、口こう淫いんからようやく解放された弥紘は脚を閉じ、どうにか長なが襦じゆ袢ばんの裾すそを整える。

　九曜に背を向けるようにして、汗にまみれた身体を横にした。混乱させられた心と身体を落ち着かせるのに時間がかかりそうだった。おこげを助けてくれたことは本当に嬉うれしいが、できれば九曜にはまた物の怪けを追おい払はらうために家を出てほしい。それが無理なら、弥紘がおこげを抱だいて四よ畳じよう半はんの座ざ敷しきへ移りたかった。

　背を向けて横たわったのに、しゅる、と衣きぬ擦ずれの音がして、思わず振ふり返ってしまう。

　どうしてか九曜は、派手な袖そでなし羽織と小こ袖そでを脱ぬいでいた。筋肉の盛り上がった胸板や腕うでには紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様が広がり、汗で濡ぬれ光るそこからは雄おすの猫の匂においが立ち上っている。

　袴はかま紐ひもがほどかれ、黒袴がすとんと落ちた。彼の褌ふんどしは役目をちっとも果たしていない。褌から完全に出ているそれを目の当たりにした弥紘は「ひぃ！　なんでっ？」と悲鳴をあげた。

　ニッと笑う九曜は己の褌をむしり取る。凶暴な肉棒がぶるんっと弾はずんで先走りを撒まき散らした。

「やひろの泣き顔は思いのほかそそるものがあるな。今度は安易に消せないよう、おれの護ご符ふを腹の中に注いでやろう」

　熱い部屋で、無理やり熱を持たされた身体が一気に冷たくなった。

　妖力の回復のために精液を摂せつ取しゆすることが、なぜ腹の中に護符を注ぐことにつながるのか、まったく理解できない。

　興奮を隠かくさない全ぜん裸らの九曜が手を伸のばしてくる。整えたばかりの裾を割られ、帯を乱暴にほどかれた。

「やっ、やめろ……無む理り強じいなんて最低だっ。そんなことしたら僕はおこげを連れて警察へ行く！　九曜が絶対に見つけられない、世界の果てへ逃にげるから！」

「なんだと？　──ッ」

　弥紘がおこげの名を呼ぶと、これまでで最も激しい雷かみなりがバチバチッと弾はじけて九曜を苛さいなんだ。おこげを抱いて逃げ出す隙は充じゆう分ぶんあったのに、畳たたみに広がった着物を誤って踏ふみ、転んでしまう。まだら模様の浮かぶ腕が腰こしにまわってきて、すぐに引き戻もどされた。力の入らない手足をそれでも必死でばたつかせる。

「いやだ、いやだ！　おこげっ……」

「やかましい、暴れるな、むやみにちびの名を呼ぶな。腹に注ぐのはやめだ。その代わり、めいっぱい腰を振れよ」

「え？　あぁっ」

　かろうじて身体からだに引っかかっている長襦袢が儚はかなく畳に落とされた。九曜は、二人の着物が広がるそこに弥紘を仰ぎよう臥がさせて脚のあいだに入ってくる。

「う、ぅ……」

　弥紘の柔やわらかくなった性器に、硬かたくて重たい化ばけ猫ねこの陰いん茎けいが重なってくる。笑みを崩くずさない九曜は、すぐに腰を激しく動かしはじめた。

「あっ、あ、待って、止め、て……九、曜っ」

「手淫よりこっちのほうがずっといい……、──っ！」

　びゅっ、びゅっ、と精液を飛ばすあいだも九曜は腰を動かしつづけ、大きな手で体液を弥紘の身体に塗ぬりつけてくる。

「あぁ……。うそ……、なん、で、こんな──」

　しとどに濡れた二人の下か肢しはひどくいやらしく、そのあいだには弥紘が初めて知る快感が確かに存在していた。九曜が巧たくみに腰をまわすたび陰茎同士が互たがいを撫なでたり、撥はね合ったりする。放してほしいと思っているのに弥紘の腰まで勝手に動いてしまう。

「ああっ。いや……」

「いや？　悦いいのまちがいだろう？　腰も男根も気持ちよさそうに揺ゆれている」

「きっ……きもち、いいとか、が、いやなんだっ！　もう放してくれよっ」

　涙なみだ目の弥紘がなかば癇かん癪しやくを起こして言い放ったことに九曜は驚おどろき、腰を止めて「なぜだ？」と訊たずねてくる。

「おこげ、に……怖こわい思い、させた、のに……。僕、なんでこんなこと、してるの。もう、したくない。おこげ……」

「くだらん。あれは図太い精神を持った物の怪だぞ？　朝が来れば今こ宵よいのことなどころっと忘れて跳はね起きるわ」

「え……？　ほん、と……？　噓うそじゃない？」

「ちびの身体を作ったおれが言っているんだ、噓もまちがいもあるか。跳ね起きたその足で遁とん走そうするかもしれんぞ、逃がしたらどうなるかわかっているだろうな？」

　九曜がおこげの身体を作ったという事実に驚いたり、なぜそうなるに至ったのだろうと考えたりする余よ裕ゆうが、今の弥紘にはまったくない。快感を覚えてしまった恥はずかしさと混乱に苛さいなまれ、早く元気になったおこげに会いたくて涙が止められず、グスッと鼻を鳴らした。

　弥紘を宥なだめたつもりでいるのだろうか、九曜は得意げに笑い「くだらんことは忘れて存分に乱れろ」などと言ってくる。

「いやだ」

　きっぱり断ると、化け猫は片眉まゆを吊つり上げてふわふわの耳をびびっと動かす。

「なにぃ」

「どいてくれよ。僕はおこげと一いつ緒しよに寝ねるんだ」

「しおらしくなったから優しくしてやったのに、オコゲ、オコゲとやかましい。おれの精液を浴びておきながらほかの物の怪の名ばかり呼ぶとは不義にも程がある」

「な、なっ、なに言ってんの、これは九曜が勝手に……、──あっ、……んっ、いや、もういやだ、って……！」

　なぜかむっとする九曜が怒ど濤とうの行こう為いを再開する。こすれ合う下肢からまたくちゅくちゅと濡れた音が立ち、畳に広がった二人の着物が激しく乱れていく。

　九曜の淫みだらな動きに翻ほん弄ろうされつづける弥紘は、美しく煌きらめく化け猫の着物を握にぎって意識を手放した。










　泣きながら眠ねむったせいでまぶたが腫はれるのは祖母を亡なくして以来だろうか。

　目覚まし時計をかけ忘れた弥紘が自然に目を覚ますと、一枚だけ開かれた雨戸から陽ひの光が差し込んでいた。

「……っ」

　咄とつ嗟さに右みぎ肘ひじをついて上体をわずかに起こす。

　昨夜の──九曜との出来事は夢だったかもしれない。まだぼんやりしている頭でそう考えたのは、明るくなった居間に彼の姿がなく、裸のまま畳の上で眠りに落ちてしまったはずの弥紘が寝間着を着て暖かな蒲団の中に入っているからだった。

　左ひだり腕うでに、毛布とは別のふわふわが当たっている。小さく盛り上がっている掛かけ蒲団と毛布をそっと捲めくり、たまらず声をあげた。

「おこげっ」

　昨夜、黒猫に戻ったおこげがふたたび子供姿になり、弥紘にくっついて眠っている。尻尾しつぽを股またに挟はさみ、寝間着を握にぎってぷぅぷぅと鼻息を立てているおこげは、弥紘の声に反応して目を覚ました。

　長いまつげに覆おおわれた瞳は、美しい七色の煌めきを取り戻している。弥紘を見てにっこり笑ってくれたおこげを夢中で搔き抱いた。

「ごめんっ、ごめんね、おこげは九曜の言うことをちゃんと守ってたのに、僕のせいで……すごく怖こわかったよね。許して……」

　猫のことになると涙もろくなる弥紘がおこげを想おもって泣くのを我が慢まんできるはずがなく、また涙が滲にじんでくる。おこげの身体からだは温かくて柔やわらかい。黒い猫の耳も尻尾もふわふわで、小さな手の先にある爪つめのひとつひとつまでもが可愛らしくて、昨夜の光景を目の当たりにしてもなお、作り物とは思えなかった。

　幼い物の怪けはとても強い仔で、泣きべそをかく弥紘の髪を優やさしく撫なでてくれた。肩かたをとんとんされて顔を上げると、おこげはすっぽんぽんの両手両足を広げ、タタンッと軽かろやかに畳を鳴らし、元気よく大の字を作って見せてくれる。

　彼の身体がなぜ作り物なのかという大きな謎なぞは心に留とどまりつづけるけれど、今は笑っていてくれたらそれでいい。弥紘は、昨日と同じようにクチッとくしゃみをするおこげを腿ももの上に座らせ、毛布で包んで力いっぱい抱きしめた。

「よかった……本当によかった。元気になってくれてありがとうね。──九曜が、おこげを助けてくれたんだよ」

　おこげは嫌いやがったり怖がったりするかもしれないが、九曜の切迫した表情や流れ落ちる汗を思い出すと伝えずにはいられなかった。しかし、小さな化け猫はそれをきちんと理解しているようで、ぷくっと膨ふくらませた頰と、リンリンッと軽やかに鳴る黄金の鈴すずが、彼の複雑な気持ちをあらわしているみたいだった。

「う……」

　おこげが元気になった喜びと安堵に浸ひたっていると、ふいに猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに襲おそわれた。

　昨夜の、九曜との出来事は夢だったかもしれないというのは弥紘の希望であって、肌はだや下か肢しに残った不慣れな感かん触しよくがあれは紛まぎれもない事実なのだと伝えてくる。

　二十三年間、恋れん慕ぼや色事とはいっさい無む縁えんだった自分があんなふうに乱れたなんて信じたくない。快楽を覚えてしまったことも変な声が出たことも物もの凄すごく不本意でうしろめたい。それもこれも全部、あの高こう慢まんちきな化け猫が助すけ兵べ衛えで妙みように手て練だれだったせいだ──。

「うわぁー……、思い出さなくていい……」

　今まで泣いていたのに、いきなり顔を真っ赤にしておたおたする弥紘が不思議なのだろう、おこげが瞳ひとみをぱちくりさせながら頰をつついてくるので余計に恥はずかしくなってしまった。

　やがて二人の腹が、ぐうぅ、と同時に鳴り、腹の音に敏びん感かんなおこげは猫耳をピンッと立ててびっくりする。確かく認にんした目覚まし時計は午前九時三十分を過ぎていた。近年稀まれに見る大だい寝ね坊ぼうである。

「よしっ、起きよう！」

　九曜はしばらくあらわれない気がする。弥紘が彼の立場なら、気まずくて家には近づけないからだ。二日つづけて猫たちに朝食を用意できなかったことは情けないけれど、そのぶん今日は昼食を作ると決めた。弥紘はおこげに着物を着せて兵へ児こ帯おびを締しめる。

「今日は休みだから一日ずっと一いつ緒しよにいられるよ。おこげの着物や蒲団を天日干しして、昼からはいっぱい遊ぼうな！　まずは朝ご飯を食べよう」

　化け猫は幼くても力が強く、喜びを爆ばく発はつさせたおこげに飛びつかれた弥紘はひっくり返って尻しりを強打した。大きく開いた口が「ぽ、り、ぽ、り！」と動いて、お気に入りのらっきょう漬づけを所しよ望もうしていることがわかる。

　卵かけ御ご飯はんと味み噌そ汁しると鰰はたはたの一夜干し、そして小こ鉢ばちいっぱいに盛ったらっきょう漬けを食べると、さっそく作業を開始した。

「どっちがたくさん雨戸を開けられるか、比べっこ！」

　ガタガタと賑にぎやかな音を立てて雨戸をすべて開く。そのあと一緒に見た庭池は、元の姿を取り戻していた。

　陽の光を受けて輝かがやくのは泥どろ水みずではなく澄すんだ水で、真っ二つに割られたはずの石いし灯どう籠ろうも静かに佇たたずんでいる。本当に、手の施ほどこしようがないほどめちゃくちゃだったのに。目覚まし時計と同様、九曜が妖よう力りよくを使って直したようだった。

「次は四よ畳じよう半はんの座ざ敷しきだよ」

　ウンッとうなずくおこげは家に慣れはじめていて、尻尾を楽しそうに揺ゆらしながら先に座敷へ駆かけていく。

　祖父の遺品には気軽に手を触ふれてはいけないほど稀き少しよう性の高い逸いつ品ぴんや高価な骨こつ董とう品も多くあり、傷つけたり割ったりしないよう除よけてからおこげが使えそうなものを選より抜ぬいた。祖父が愛用していた大きな着物ももちろん一級品ばかりで、桐きり簞だん笥すに収まったそれらに視線を落としたとき、ふと九曜のことが頭を過よぎった。

　目覚めたらいなくなっていた九曜は今どこでなにをしているのだろう。彼のぎらぎらした着物は目立ちすぎるから、騒さわぎにならないためにも祖父の着物を着たほうがいいかもしれない。おこげの分と合わせて天日干しをしておこうか──。

「………」

　大きな着物に伸のばしかけた手をゆっくり引っ込める。昨日まで九曜に会うのが嫌で、恐きよう怖ふですらあったのに、なぜそのようなことを考えたのか自分でもよくわからなかった。

「今日はおこげのだけにしよう……」

　春を思わせる陽光が燦さん々さんと降り注いでいて、天日干しをするには絶好の日和ひよりだった。

　力持ちのおこげは何度も往復して着物と帯、履はき物ものや帽ぼう子し、重たい蒲ふ団とんまで縁えん側がわへ運んでくれる。弥紘がそれらを物干し竿ざおにかけたり裏返した籠かごに広げたりすると、狭せまい庭が色いろ鮮あざやかになった。

「いっぱい手伝ってくれてありがとうね。ごほうび、なにがいいかなー？」

　猫ねこの耳をピンと立てて「ご、ほ、う、び」と真似まねするおこげの隣となりで茶簞笥を探さぐり、一番上の抽斗ひきだしからキャラメル箱を取り出す。

　蠟ろう紙がみを捲ってキャラメルを食べたおこげは、両手でほっぺたを押さえ、まぶたを閉じてうっとりし、なぜか最後は弥紘に抱だきついてきた。

「あはは、甘すぎてびっくりしちゃった？　かわいいなぁ」

　おこげは自分の懐ふところを指でとんとんする。弥紘の懐で過ごしていた彼はそこが大切なものを忍しのばせる場所だと知っていて、自分も好きだと思うものを入れたいのだろう。「いいよ。これはおこげのものだから」と言ってキャラメル箱を懐に入れてやると、とても嬉うれしそうにした。

　元気なおこげはおしゃべりで、今も唇くちびるを動かしていろいろなことを伝えてくれている。けれど、ほとんど読み取れないのが寂さびしい。どうにかできないだろうかと思ったとき、文ふみ机づくえの上に置いてある帳面と鉛えん筆ぴつが見えた。

「おこげ。……いろは、頑がん張ばって覚えてみる？　そしたら紙で話せると思うんだ。一度に覚えるのは大変だから、少しずつね」

　目に映るもののすべてが珍めずらしくて楽しいのだろう、文机の前に正座して鉛筆を持ったおこげは、フンッと鼻息を荒あらくする。そして驚おどろくことに、あっという間に伊い呂ろ波はを習得した。

【おこげ、おこげ。おこげは、ばけねこ[image: ～][image: ～]】

　自分の名を書けるようになったのが嬉しくて繰くり返し書く。微笑ほほえましい様子を見守っていると、【やひろ、すき】と書かれ、にこにこされて、心臓が止まってしまいそうなほどにキュウッとした。

　しかし、おこげが【くよう、かたき】と記し、ぐしゃぐしゃに書き潰つぶしたことに弥紘は目を瞠みはる。

「仇かたき……!?」

　異界から来た二匹ひきの化け猫が親兄弟でないことは昨夜に知った。

　仇という言葉は〝競争相手〟よりも〝肉親を殺した相手〟という意味合いが強いように感じられる。もし後者だとしたら、九曜はおこげの親兄弟を手にかけたことになる。弥紘はそれに強い違い和わ感かんを覚えた。

　九曜は確かに傲ごう慢まんで乱暴だが、汗あせを噴ふきながら懸けん命めいにおこげの身体をつなげていた彼からは、幼子の肉親を殺あやめるような残ざん酷こくさは少しも連想できない。

　弥紘は言葉を選び、おこげを混乱させないよう心がけながらゆっくり訊たずねる。

「あのね。ゆうべ教えてもらったんだ。おこげの身体は、九曜が作ったんだよね……？」

　こくりとうなずき、【おこげ、ほんとうは、めだまがない】と書く彼は、自分の身体のことをよくわかっているようだった。

【くようが、にじいろのいしをさがして、おこげにいれた】

「この綺き麗れいな瞳は九曜が作ったんじゃなくて探したもの？　……ちょっと待ってね」

　生き地じや反たん物もののほかに鉱石にも興味がある弥紘は、文机の抽斗を開けて祖父が使っていた鉱物用の拡大鏡ルーペを取り出す。判別できるかわからないが、おこげと会ったときから惹ひかれている美しい瞳の正体を確かめてみたかった。

「痛くしないよ。だからこれでおこげの瞳をのぞいてもいい？　怖こわいならやめとくね」

　おこげはちっとも怖くないようで、にこにこしながら「ん！」と顔を上げてくれた。

　おかっぱの黒くろ髪かみを優やさしく撫なでて右目を観察する。左目を見て、ぱちぱちとまばたきするのを待ち、また右目を確認した弥紘は、拡大鏡を文机に置いて息を吞のんだ。

「これは、本物のオパァルだ……！」

　硝子ガラスでもなく九曜が作ったものでもなく、永えい劫ごうの歳月をかけて生成された類たぐいまれな鉱物。

　これほどの大きさと透とう明めい度と遊色効果を持つ蛋白石オパアルをふたつ揃そろえるのは、この世界では不可能かもしれない。九曜たちの世界では宝石が多く産出されるとしても、並なみ大たい抵ていのことではないだろう。

　酷ひどい邪じや推すいでしかないが、九曜がおこげの肉親を殺めた『かたき』だとして、彼がおこげのために身体からだを作り、極きわめて稀少な宝石を探し出す──これらには矛む盾じゆんがあるように思われた。

　彼らのことを知るほどにわからないことが増えていく。

「九曜が今どこでなにをしてるか、知ってる？」

【おこげのかけら、さがしてる】

「欠片かけら？　それはなに？　九曜がおこげの身体を作ったことと関係があるのかな？」

　混乱させてはいけないのに気になる言葉が出てきて思わず立てつづけに訊ねてしまった。

　弥紘が訊きく以上におこげも伝えたいことが多くあるのだろう。多すぎて書く手が追いつかず、とうとう癇かん癪しやくを起こし鉛筆を投げてしまった。

「ごめん、一度にたくさん訊きすぎたね、今日はおしまいにしよう」

　これ以上知りたいのなら九曜に訊ねるしかない。文字を覚えたおこげは逃にげずに九曜と話をしてくれるだろうか。鉛筆を拾って渡わたし、小さな肩かたを撫でながら語りかける。

「最後にひとつだけ教えてね。おこげは九曜のこと、どう思ってる？　話すの怖い？　追いかけたりしてこないよ、こうやって座って、ゆっくり話すんだ」

【くよう、こわくて、いや。でも、ときどき】

「ときどき、なんだろう……？」

　たとえば優しいとか、もしかして、好きとか──弥紘自身が九曜を避さけているにもかかわらず、身勝手なことを期待してしまう。

　ぶすっとしたおこげは【ときどき、ふつう】と書いた。

「あはは、普ふ通つうかぁ」

　おこげなりに目いっぱい譲じよう歩ほしての答えだと思うと可愛かわいらしい。先を急いでいる九曜は不本意だろうけれど、時間をかけてゆっくり恐怖心をなくしてやれば、話し合える日が訪おとずれるような気がした。

　膨ふくれっ面つらをしていたおこげが急にピンッと耳を立て、焦あせって文字を書く。

【また、おなか、ぐーって、なった。やまい？】

「大だい丈じよう夫ぶ、病気じゃないよ。おなかがすくと鳴るんだよ。お昼にしよう。おこげはおむすび幾いくつ食べる？　ふたつくらい？」

　小さな両手で「八」と示されてびっくりしたが、握にぎる弥紘のほうが追いつかなくなるくらいぱくぱく口へ運び、「ぽり、ぽり、た、べ、る」とらっきょう漬づけまで所しよ望もうしたおこげは、鰹かつお節ぶしと青あお紫じ蘇その握り飯めしを十個も平らげた。

　目を細め、手を丸めてせっせと顔を洗う様子はやはり目が離はなせないほど愛らしい。でも、腹がぽっこり出てしまっている。

「おなか苦しくない？　無理して食べなくてもいいんだよ」

【へいき。ばけねこ、いぶくろ、ふたつあるから】

「えぇ！　胃い袋ぶくろがふたつ!?」

【おこげのははうえは、すごくおおきかった。いぶくろ、よっつあった】

「それ、は……。すごいね……」

　おこげの母親はもちろん化け猫だろう。胃袋がよっつもある物の怪けと聞くと恐おそろしさは否いなめない。母親についての言葉が過去形であることが気にかかるけれど、先ほど訊ねすぎて混乱させてしまったばかりだった。

「おなかぺったんこになるまで帯を緩ゆるめとこう」

　なにも訊かずに、おこげにうしろを向かせる。そうして兵へ児こ帯おびを外す弥紘は、一いつ瞬しゆん、肝きもを冷やした。

　小さな身体をつなぐ大切な朱しゆ色いろの飾かざり紐ひも。その蝶ちよう結むすびが今にもほどけそうになっている。

　帯を取り落とし、大おお慌あわてで紐をかたく結び直した。黒猫のときより子供の姿でいるほうがほどけやすいのだろうか。昨夜のような怖い思いは二度とさせたくなかった。

「ねえ、おこげ。紐の結び目をちょっとだけ縫ぬってもいい？　ほどけないようにしたいんだ」

　午後の陽ひが当たってぽかぽかになった縁えん側がわに腰こしかけ、針に朱色の糸を通す。弥紘の腿ももに座るおこげは楽しそうに鉛筆を動かし、帳面に猫や握り飯やらっきょうの絵を描かいた。

「本当に珍しくて綺麗な飾り紐だね。黄金の鈴すずも似合ってるよ。ちょっと妖あやしい鳴りかたするけど……」

【あかいひもと、きんのすず、くようがつけた】

「も、もしかして……おこげが逃げても鈴の音でどこにいるかわかるから、とか？」

　おこげはまた頰ほおを膨らませてうなずく。この鈴が九曜の言葉に反応して鳴るのは、彼の妖よう力りよくが宿っているからのようだった。化け猫ねこの姿になる呪じゆ詛そを受けた九曜は『呪詛を解くためにはその妖よう獣じゆうの身が不可欠だ』と言っていた気がするけれど、それにしてもおこげに対する執しゆう着ちやくが凄すさまじい。

　結び目を縫い終え、朱色の糸を切る弥紘におこげが帳面を見せてくる。

【くよう、いってた】

「九曜はなんて言ってたの？」

【あかいひも、くようの、ほこり。たからもの】

「えっ。この飾り紐が九曜の宝物？　『ほこり』って、誇ほこり？　──うわぁっ」

　膝ひざの上でじっとしていたおこげが急に帳面と鉛えん筆ぴつを放ほうり、庭へ躍おどり出て両手両足を地につけた。子供姿で着物を着ていても、耳と尻尾しつぽを思いきり立てて威い嚇かくするその姿は、やはり化け猫に見える。

　小さな物の怪に倣ならって視線を向けると、白しろ椿つばきの茂しげみががさがさと音を立てた。

「あっ、おいなり……！」

　小太りの虎とら猫ねこ・おいなりがいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらでのっしのっしと近づいてくる。

　そろそろ誰だれかが昼食を求めて庭へ来ると思っていた。おこげが最初に出会う猫は、できればおっとりした性格のさくらかぼたもちがよかったけれど、近所一帯の主であるおいなりが来るなんて。

　おこげとおいなりは真っ向から睨にらみ合う。本当はあいだに入って止めたいが、猫同士のやりとりに関かん与よしないと決めている弥紘はごくりと固かた唾ずを吞んで見守る。

　小さな牙きばを剝むいて威嚇するおこげと、でんと座って動じないおいなりは大きさがほとんど同じだった。しばらく対たい峙じしていた猫たちはどちらからともなく近づき、匂においを確かめ合う。

　誰とも馴なれ合わず、弥紘にも抱だき上げることを許さないおいなりがおこげの鼻をチロッと舐なめた。おこげは物もの凄すごくびっくりして、でもそれ以上に嬉うれしそうで、おいなりの丸くてふかふかの身体に抱きつく。

「はは……、よかった……」

　彼らは友人になったようだ。ぎゅうぎゅうするおこげと満まん更ざらでもない顔つきをするおいなりが可愛らしすぎて涙なみだが出そうになる。

　もこもこの獣毛の匂いを嗅かいでいたおこげは懐ふところからキャラメル箱を取り出し、蠟ろう紙がみを捲めくっておいなりの口に押しつけた。縁側に座り、締しまりのない顔でそれを見ていた弥紘は慌あわてて腰を上げる。

「おこげ！　ちょっと待ってっ」

　自分の好きなものをおいなりにも好きになってもらいたいだけだろう。弥紘が抱いて止めても、おこげはいやいやと首を横に振ふって「あ、げ、る、の！」と唇くちびるを動かした。

「ううん、だめだよ。キャラメルはね、おこげには美味おいしいお菓か子しだけど、おいなりたちが食べるとおなかが痛くなるんだ。友達がおなか痛いなんて、嫌いやだよね？」

　びっくりしたおこげは泣きそうになってキャラメルを持つ手を引っ込め、「お、い、な、り、お、こっ、た？」と訊たずねてくる。

「大丈夫、怒おこってないよ。このキャラメルはおこげが食べてね。おいなりには鰹節ご飯を食べてもらおうよ。台所にあるから取りに行こう。──おいなり、ここで待っててくれるよな？」

　口にキャラメルを押しつけられてもいっさい動じないおいなりは、仏頂面のまま「うむ」とうなずいた。

　二人で炊すい事じ場ばへ行き、昼食を持って庭へ戻もどると、〝男だん爵しやく〟と呼んでいる灰色の猫とさくらも来ていた。キャラメルが入った口をもごもごさせ、おいなりにくっついて彼らの食事風景を見ていたおこげは、縁側に座る弥紘のところへ走ってくる。そこに置いてある鉛筆を取って帳面に書いた。

【やひろ、ひるからいっぱいあそぶ？】

「うん、約束してたよね。おもちゃもたくさんあるよ」

　帳面と鉛筆を持つおこげと手をつないで四よ畳じよう半はんの座ざ敷しきへ行く。長なが持もちには面子の束やブリキの船や万まん華げ鏡きようなど、祖母に買ってもらった玩がん具ぐがすべて入っていた。

「わぁ、懐なつかしい。この船なんかどう？　今日は氷が張ってないから池に浮うかべられるよ」

　たくさんの玩具に目移りしながら弥紘の提案にウンウンとうなずくおこげは、長持の隅すみに落ちていたおはじきを見るなり大興奮し、鼻息を荒あらくして文字を書く。

【おこげのかけら！　くようにみせる！】

「えっ。このおはじきが、おこげの欠片かけら？　さっき九曜が捜さがしてるって言ってたもの？」

【ぜったい！　だって、きらきらしてるから！】

〝おこげの欠片〟がなんなのか弥紘にはまだわからないけれど、彼の興奮ぶりと真しん剣けんなまなざしを見ていると硝子ガラスでできた玩具が大切なものに思えてくる。また自分の懐をとんとんするおこげのために、おはじきを白い紙で包んであげた。

【よる、おこげはねてる。おはじき、やひろがくようにみせて。おねがい】

「うん。わかった。おこげが寝ねてたら、代わりに僕が必ず九曜に見せるよ。寝るまではおこげが持ってる？」

　ウンッとうなずくその小さな懐はキャラメル箱とおはじきでけっこう膨らんでしまっているが、おこげはおかまいなしで長持を探さぐり、煌きらびやかな和紙の筒つつを取り出した。

「これは万華鏡って言って、中をのぞきながらまわすんだよ。明るいところでしたほうが綺き麗れいかも」

　色いろ鮮あざやかな着物がはためく庭で、おいなりや男爵たちは程ほどよい距きよ離りを保ちながら日向ひなたぼっこをしていた。

　縁側に並んで座り、さっそく万華鏡をまわすおこげは柄がらや色が変わるたび「わ、わ」や「き、れ、い」と唇を動かした。やがて耳と尻尾をこれ以上ないほどピーンッと立てると、「みて、みて！」と指さしてくる。中をのぞいた弥紘は思わず感かん嘆たんの声を出した。

「わぁ……！　すごいっ、おこげ、これは本当にすごいよ。よくできたね！」

　銀と紫むらさきと赤で作られた美しい模様は、九曜を思い起こさせる。

　白と紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様をあれほど不気味で恐おそろしいと思っていたのに、万華鏡の中に九曜を見み出いだして心が弾はずむのはなぜだろう。嬉しくてにこにこするおこげも『かたき』と言ったことを忘れているみたいだった。

　しかし、美しい模様は一瞬で崩くずれてしまう。九曜に見せるつもりだったのだろうか、今まで笑っていたおこげは短い眉まゆを八の字にして虹にじ色いろの瞳ひとみに涙を浮かべた。その幼いたい気けな姿に自分まで泣きそうになった弥紘は、今にもこぼれ落ちそうな化け猫の涙を袖そでで拭ぬぐいながら励はげます。

「同じものはできないかもしれないけど、よく似た模様がいつかきっとできると思うよ。万華鏡はおこげがずっと持っていて」

　涙の気配を感じとったのか、こちらに背を向けて瞑めい想そうしていたおいなりがのしのし近づいてくる。かつて一度も触ふれたことのない縁側に上がった彼は、そこで香こう箱ばこを組み、おこげの腿に顎あごを乗せた。

『猫を家の中には入れない』という祖母との約束を破ることになっても、弥紘はおいなりを叱しからなかった。祖母がここにいたらきっと、微笑ほほえんで見守るに違ちがいない。

　おこげは万華鏡をくるくるまわしては、おいなりに見せたり一いつ緒しよに首をかしげたりして、また万華鏡をまわす。一等の仲よしになった彼らをほんの少し羨うらやましく思いながら、弥紘は夕食の準備をするために炊事場へ向かった。
















　昨夜に『明日あしたの夜はごちそう作るよ！』と約束した通り、大量のおでんと稲いな荷り寿ず司しと鰈かれいの姿すがた煮にを作ったのだが、おこげは大根と寿司をふたつ食べたところで寝てしまった。手伝いをたくさんしてくれたあとに伊い呂ろ波はをすべて覚え、玩具に興奮したり猫たちと遊んだりして疲つかれたのだろう。

　天日干しをしてふかふかになった子供用の蒲ふ団とんにおこげを寝かせる。懐からキャラメル箱を出して枕まくら元もとに置き、おはじきを包んだ紙は自分の懐に移した。万華鏡は放すのを嫌がったので持たせたまま毛布と掛かけ蒲団をかける。

「ふふ……かわいいなぁ」

　安心しきった寝顔や、時折ぴるぴると動く黒の猫耳を見つめながら考える。

　白椿の茂みで震ふるえていたずぶ濡ぬれの仔こ猫ねこを懸けん命めいに温めたあのときは、こうして幼い物の怪けに蒲団をかける宵よいが来るとは夢にも思わなかった。

　九曜とおこげは異界から来た化け猫という摩ま訶か不ふ思し議ぎな出来事を、真っ向から拒きよ否ひする気はもうない。少しずつ受け入れている。おこげを守るという決意も変わらずある。ただ、彼らの関係は殊ことのほか複雑で、軽々しく踏ふみ込んではいけないように思われた。

　九曜が本当におこげの『かたき』なら、両者は決して相あい容いれないだろう。しかしおこげは万華鏡の中にできた九曜のまだら模様を見て喜んでいた。美しい模様が崩れて泣いていたそれは、仇きゆう敵てきに対して持つ感情ではないと思う。

　九曜が『容よう赦しやしてやろう』と言った一日が終わっていく。

　弥紘は、おはじきの入っている懐に手を当てた。

　また突とつ然ぜんあらわれた九曜に『妖よう獣じゆうをよこせ』と迫せまられるのは嫌だった。でも、おこげから預かった大切なおはじきを早く見せたい。あらわれてほしいけれど、あらわれてほしくない。

　一昨夜のような恐きよう怖ふはない代わりに、とてつもなく厄やつ介かいな気まずさがあった。

「もう、なるようになれとしか──」

　また思い出さなくてもいいことまで浮かびそうになり、弥紘は物思いをやめた。すぴすぴと寝息を立てるおこげのおかっぱを撫なでて寝ね床どこから離はなれ、ちゃぶ台に視線を落とす。

「どうしよう。ものすごく余った」

　胃い袋ぶくろがふたつあるというおこげのために、張り切って三、四人分も作ってしまった。明日は稲荷寿司のみを詰つめた節約弁当に決定である。

　──そういえば……市松とぼたもち、今日も見なかったな。

　一人で夕食のつづきを終えて風ふ呂ろに入っているとき、ふと彼らのことを思い出した。いろいろなことが起こりすぎて失念していたが、本来なら今日は西駕町じゅうを巡めぐっておこげの家を捜しながら市松とぼたもちも捜す日のはずだった。

　眠ねむっているおこげを置いて長く家を空けるのは嫌いやだから、十分くらいで近所をさっと捜してこよう。斜ななめ向かいに住むキヨさんに市松とぼたもちに会ったか訊ねて、作りすぎた稲荷寿司も御お裾すそ分わけしよう──。

　風呂から上がった弥紘は寝間着と綿入れ半はん纏てんを着込み、寿司の小包を持って玄げん関かんを出る。

「は……、寒いな」

　白い息の向こうにはいつも通りの夜空が広がり、星々が瞬またたいていた。もしかすると赤紫色の空になった夜だけ奇き妙みようなことが起こるのかもしれない。なんの根こん拠きよもなく考え、闇やみ色の空と美しい星を見上げて安心する。

　しかし、小こ路みちに市松とぼたもちがいないか捜しながら門を出たとき、急に呼吸ができなくなった。

「ぐ、……う！」

　真冬の夜の寒さとは異なる冷気が背筋を走る。首を絞しめられる錯さつ覚かくに陥おちいり、寿司の小包を取り落とした。首元を搔かき毟むしりたくても届かない。なにもないのに、弥紘の首には太い綱つなが確かに巻かれている。否いな、ぬめった感かん触しよくがあるそれは、爬は虫ちゆう類るいの皮ひ膚ふのような──。

「うっ……、うぅっ」

　錯覚ではなく、弥紘には見えない物の怪だと気づいて冷や汗あせが一気に噴ふき出てくる。ぎりぎり絞められる痛みと恐怖と息苦しさで立っていられなくなり、その場に頽くずおれた。九曜が結界を張ったという家の中へ戻もどりたい。必死で這はって門に手をかけたとき、グァアオッ！　という咆ほう哮こうが真上から落ちてきた。

「九、曜──」

　次の瞬しゆん間かん、目の前が白と紫黒色と赤錆色のまだら模様でいっぱいになる。化け猫の丸太みたいな二本の前まえ脚あしに身体からだを挟はさまれ、鋭するどい牙きばが首元に迫る。しかし九曜は弥紘をいっさい傷つけず、見えない物の怪をくわえたようだった。

　緊きん縛ばくから解放され、ひゅっ、と冷たい夜気が気道を通る。九曜の前脚の下で激しくのたうつ大だい蛇じやが見えたが、一瞬の出来事で、化け猫の湾わん曲きよくした爪つめに引き裂さかれたそれはすぐに見えなくなった。

「はっ、……はぁ、っ」

　巨きよ大だいな化け猫が、焦こがれ香こう色の長ちよう髪はつを揺ゆらす偉い丈じよう夫ふに姿を変えていく。昨日のものとは違う桔き梗きよう色の袖なし羽織が夜風にはためいた。

「あほう。少しは学べ。おれの護ご符ふを消した身を夜にさらすな」

「………」

　傲ごう慢まんな物言いをされても言い返す気が起きない。

　本当に、物の怪に襲おそわれた。九曜の言う通り、弥紘たち人間が見えていないだけで、この世界にも物の怪が存在していることを思い知らされた。化け猫や大蛇のような物の怪がいるのなら犬神も猫びよう鬼きも九尾びの妖よう狐こもいるかもしれない。横濱を震しん撼かんさせている怪かい事件が解決しないのは、物の怪のしわざだからだと本気で思い込んでしまう。

「おい、ちびはどうした」

　弥紘を見おろしてくる九曜は、『妖獣をよこせ』とは言わなかった。まだ手足に力が入れられず、「居間で寝てる」と短く答えた声が自分でも驚おどろくほど震えている。首をかしげる九曜に腰こしを取られ、立たされた。

「なにをそんなに怯おびえている？　オロチごとき、あれは矮わい小しようだ」

「気持ち悪い……」

　痛みは徐じよ々じよに治まっているが首に纏まとわりつく粘ねば々ねばした液体で吐はき気を催もよおす。鏡を見なくても顔が真っ蒼さおになっているのがよくわかった。今すぐ洗い流したいと思っていると、「ああ。粘ねん液えきか」とつぶやいた九曜がうなじをつかんでくる。

　なぜか真上を向かされた。さらされた喉のどに、化け猫の長い舌がねっとりと這う。

「ぎえ、ぇ」

　驚きすぎてまた変な声が出た。九曜は鎖さ骨こつから顎に何度も舌を這わせ、余すところなく大蛇の粘液を舐なめ取っていく。こんなことをされるとは露つゆほども思っていないうえに身体に力が入らなくて、まともな抵てい抗こうもできないうちにうなじまで念入りに舐められた。

「ひぃー……もう間に合ってます……」

「なんだおまえは。昨夜から『ぐえ』だの『ぎえぇ』だの奇妙な声を出しよって。よもや人間に化けている大おお蝦蟇がまではあるまいな？」

　片かた眉まゆを上げてあきれる九曜が急に意地の悪い笑えみを浮うかべ、長ちよう軀くを屈かがめてくる。腰を抱だかれ、耳元で「いい声も出せるだろう？」とささやかれて蒼あおい顔が一気に赤くなった。

「な、なに言ってんだ、っ」

　間近にある硬かたい胸むな板いたを突つき飛ばし、端はしまで熱い自分の耳をごりごりこする。

　昨日のあれは消えたいほど恥はずかしいことで、九曜も同じように気まずく思っているだろうから、少なくとも今夜は姿をあらわさないと踏んでいたのに。

　まったく違ちがっている。九曜は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで弥紘ばかり狼狽うろたえているのが悔くやしくて、助けてくれた礼を伝えたかったのに言いそびれてしまった。

　弥紘をからかって笑う九曜が、ふいにゴオォ──……という地鳴りのような音を腹から出し、生気のない顔になる。

「やひろ。熊くまがいる地を言え」

「熊？　どうしていきなり熊？　東京の動物園のホッキョクグマが有名だけど、ここからは少し離れてるし今日はもう閉園して──」

「焼いて食う」

「やっ、やめろー！」

　とんでもないことをしれっと言われて恐怖も羞しゆう恥ちも吹ふき飛んでしまった。

　遠くにいるホッキョクグマを狙ねらい澄すますように、猫ねこの耳と二ふた叉またの尾おをビーンと立てる九曜は本当に人間なのだろうか。家の庭をさし、「この縄なわ張ばりの唯ゆい一いつの利点は熊を丸焼きにする場所があることだ」などと言って豪ごう快かいに笑う彼は、紛まがうかたなき化け猫だと弥紘は思った。

「こっちの世界では家の庭で熊を丸焼きになんかしないんだっ。そんなことしたらしょっぴかれるぞっ。郷ごうに入っては郷に従えって言葉、聞いたことない!?」

「郷に入……？　知らんな。熊が食えないのならば、やひろの精液をよこせ。腹は満たされんが妖力が高まれば少しはごまかしがきく」

「絶対いやだ！　おでんもお寿す司しもたくさんあるから！　ぜひどうぞ！」

「食い物があるのか？　オデンとは？」

　昨夜ゆうべはやむにやまれぬ事情があったからで、あんなこと二度とするもんか──九曜の問いを無視した弥紘は落ちたままの寿司の小包を拾って玄関へ駆かけ込んだ。

　瓦斯ガス焜こん炉ろでおでんを温め、稲荷いなり寿司の大皿と鰈かれいの姿すがた煮にをちゃぶ台に並べていく。弥紘が迎むかえ撃うつ相手は胃袋をふたつ持ち、熊を丸焼きにして食べる化け猫である。とにかく口に入れられるものを集め、山盛りのらっきょう漬づけと大きな薬や缶かんいっぱいの茶も用意した。

　家に入ってきた九曜は脇わき目めも振ふらずおこげのところへ向かう。わずかに焦しよう燥そうしたその様子は、弥紘の『居間で寝ねてる』という言葉を信用しておらず、おこげを捕とらえたい衝しよう動どうを抑おさえているようにも見えた。

　おこげは安心しきって眠り、すぴすぴと寝息を立てている。万まん華げ鏡きようを持ったままころりと寝返りを打ち、小さな唇くちびるをもにょもにょ動かす。そんな彼の姿を見るのは初めてなのだろう、九曜は目を剝むいて驚き、硬い表情で訊たずねてきた。

「どんな妖術を使ってこいつを手て懐なずけた？」

「僕は妖術なんか使えないし誰だれかを手懐けようなんて思ったことないよ。おこげには穏おだやかに過ごして、いつもにこにこ笑っててほしいだけ。あと、声が出せたらいいなって思う」

　相変わらずぞんざいな言いかたをする九曜にあきれながら返事をしたが、おこげの名を呼んでも小さな雷かみなりは生まれなかった。弥紘が気づくほどだ、九曜はとうにわかっているに違いない。

　おこげが警けい戒かいを解きはじめていると考えてもいいだろうか。

　弥紘は、九曜に似た模様を出すためにひたすら万華鏡をまわすおこげのうしろ姿を思い起こす。

「おこげ、万華鏡を九曜にも見せたがってたよ。猫の友達もできたんだ」

「………」

　九曜は黒染めの小こ袖そでに金きん襴らんの袴はかまという、昨日とは別の衣服を着ており、桔梗色の袖そでなし羽織には一対ついの鳳ほう凰おうが五色の翼つばさを広げていた。その煌きらびやかな背と、二叉の尾を弥紘に向けた九曜は、しばらく黙だまっておこげに視線を落とす。

　やがて、「ふん」とだけつぶやき、ちゃぶ台の前にどかっと胡坐あぐらをかいた。

　古ぼけた家に、ど派手な着物を纏う偉丈夫は驚くほど馴な染じまない。昨日とは違う着物でも、ぎらぎらしていることに変わりはなく、首筋のまだら模様や薄うすい藍あいの隈くま取どりも相あい俟まって目がちかちかする。九曜は耳をピンッと立てて長い尾を揺らしながら、おでんや稲荷寿司の匂においを嗅かいだ。

「口に合うかわからないけど、どうぞ」

　熊を丸焼きにして食べるほど大食の化け猫は乱暴に貪むさぼり食うと思いきや、九曜は手を合わせてまぶたを閉じ、なにか短い言葉をぼそりとつぶやく。食事に対する礼節を忘れない九曜に、弥紘は初めて好感を持った。

　だがしかし、文句が非常に多い。

「これがオデンとやらか？　卵はいいが、ほかは根菜ばかりではないか。獣じゆう肉にくを出せ」

「うちは栄養があって安い根菜と魚が主食です」

「なんだこの板のような平たい魚は。敦辿蓮界ではこういった珍ちん妙みような生き物はおおかた猛もう毒どくを持っている」

「嫌いやなら食べなくていいよ」

　さすがに腹立たしくなり、むっとして言うと、猫の耳をびびっと動かした九曜は「おれに猛毒は効かん」とつぶやいて、鰈の姿煮を頭からばりばり食べた。稲荷寿司に文句はなかったが、二十個すべてを飲むように食べられてしまい、弥紘は明日の節約弁当を失う。

　そして九曜が「おお。これはいい」と唯ゆい一いつ褒ほめたのが、らっきょう漬けだった。

　たいそう気に入ったのか、弥紘が「も、もう終わり」と止めるまで、ぽりぽり、ぽりぽりと音を立てて食べつづける。まったく同じやりとりを確か昨夜もおこげと繰くり広げた気がする。

「これで終しまいか……」

　ちゃぶ台に載のせたすべての料理を平らげ、おでんの出汁だしまで飲みほした九曜は、惜おしみながら最後のらっきょう漬けを、ぽり、と食べた。まだら模様の浮かぶ手を合わせて礼を済ませると、拳こぶしを作り、目を糸のように細くして己おのれの口まわりや頰ほおをごりごりとこする。

「………」

　化け猫と呼ばれることを極度に嫌きらう彼のために黙っておくが、その動きは猫以外のなにものでもない。

　──この化け猫たち、どうして仲が悪いんだろう……。

　九曜は本当におこげの『かたき』なのか疑わしくなってくる。成立しないと思っていた親子説・兄弟説が再さい浮ふ上じようするほど、彼らの好みや仕草はよく似ていた。

　これだけ食べても物足りなそうにしている九曜に慄おののいていたが、「精液をよこせ」は出てこなくてほっとする。しかし、薬缶いっぱいの茶をがぶがぶ飲み、居間を一いち瞥べつする化け猫は頓とん狂きようなことを言いだした。

「それにしても貧相な小屋だな。窮きゆう屈くつでかなわん。おれの居城に似たものに造り変えてやろう」

「城って!?　城なんか造ったら大事件になるよ、西駕町はこれくらいの家が普ふ通つうなんだ、郷に入っては郷に従えって言っただろっ」

「また郷に入……、それか」

　九曜は明らかに諺ことわざを覚える気がない。不服そうに茶を啜すする彼は見れば見るほど派手で、目がちかちかしてくる。毳けば々けばしい着物と居城という言葉から弥紘が連想したのは、小説で読んだ戦国武将だった。

「九曜って……もしかして、お殿とのさま、とか？」

「おれのことが気になるか？」

「ち、違うよ、聞いたけど忘れただけ。ええと、とんせん……」

「敦辿蓮界の朱金大将帥だ、忘れるな」

　なぜ弥紘が叱しかられたのか解げせないまま「朱金大将帥ってなに？」と訊ねると、九曜は湯飲みに茶をなみなみと注ぎながら話しだす。

「敦辿蓮界には物の怪けや妖よう獣じゆうが跋ばつ扈こし、日々、多くの人間が彼奴きやつ等らに喰くわれている。天てん地ち開かい闢びやくよりつづく憂うれいだ。物の怪討とう伐ばつを役目とする武将は階位ごとに身につける色が違う。最高位の紫天尊大君は金銀紅こう紫し。以下、大将帥は朱金、将帥は瑠る璃り銀、大将は藤とう黄おう──階位が上がるほど色が鮮せん烈れつになるのは、物の怪どもの目を民たみではなく己らに向けさせるためだ」

　受け入れはじめていた異界という存在がまた少し遠くなる。

　弥紘は先ほど大だい蛇じやに襲おそわれただけでも生きた心地ここちがしなかった。あれが当然のように起こる世界はどんなに過か酷こくで恐おそろしいだろう。そして朱金大将帥を名乗る九曜は二十三歳という若さで上から二番目の位に立ち、みずからを物の怪の目にさらしている。

　化け猫だから強暴というわけではなく、人間のころから充じゆう分ぶんに屈くつ強きようだったと想像できた。傲ごう慢まんな振る舞まいも派手な身なりも腑ふに落ちる。

「位の高い武将なら、やっぱり九曜はお殿さまだ。九曜の城は大きい？　何十人くらい住んでるんだろう。両親と兄弟と……奥方と、僕が読んだ小説では大勢の家臣や女中もいたり……」

「居城はこの小屋を五十ほど連ねたくらいか。臣は一万を超こえていたが居城には誰もおらん。おれ一人だ」

「えっ！　どうして？」

「力のある臣が時として仇あだとなるからだ。百年以上生きている妖獣や知能の高い物の怪は、人に化けることも憑ひよう依いすることもできる。臣に化け、正室や侍じ女じよに憑依して武将を殺すのは彼奴等の常じよう套とう手しゆ段だんだ。おれは常に数多あまたの物の怪に命を狙われ、十数年のあいだ命を狙い合う物の怪もいた。側そば仕づかえを置かないことがおのずと護身になるのだ」

　九曜は平然と語ったけれど、それを聞く弥紘は寂さびしさを覚えずにはいられなかった。

　部屋が五十もある広大な城で、独り。弥紘なら耐たえられない。独りに徹てつしてまで物の怪と闘たたかっているのに、自身が物の怪になる呪じゆ詛そを受けた現実はあまりにも惨むごく、その経けい緯いを訊きくのは憚はばかられた。

「九曜が物の怪になる呪のろいを受けたのは、いつ……？」

「ひと月も経たっておらん。故ゆえにまだ上手うまく妖力の均きん衡こうが保てない。軽く触ふれただけで物が容易に壊こわれるのも、ちびの胴どうと首が一向につながらんのもそのせいだ」

「ひと月？　だったら一万人以上いるっていう九曜の家臣たちは？　急に主あるじがいなくなって混乱してる──」

「さぁな。物の怪に喰われて死んだことになっているのではないか？　亡なき骸がらがないまま葬そう礼れいを挙行することは、敦辿蓮界ではさして珍めずらしくない」

　返す言葉が見つけられずに黙ってしまった。

　高位の武将が忽こつ然ぜんと姿を消すことが、そんなにあっさり流れていくとは思えない。家臣らは主を捜さがしているだろうし、九曜自身も元の世界に未練があるのではないだろうか。

　化け猫ねこになる呪詛を受けてまだひと月も経っていないのなら、『仮かり初そめのもの』と認めずにいたり『二度と化け猫と言うなっ』と憤いきどおったりした彼の思いもわからなくはなかった。

「………」

　しんと静まり返った部屋に、九曜が茶を啜る音と、おこげの寝息だけが小さく響ひびく。

　ぷぅ…ぷぅ…という可愛かわいらしい鼻の音を聞いた弥紘は大切な用件を思い出し、白い包み紙をちゃぶ台に置いた。

「これ、おこげから預かってたんだ。おはじきっていう名前のおもちゃなんだけど、おこげはまちがいなく自分の欠片かけらだから九曜に見てほしいって言ってて……」

　そのとき化け猫の目の色が変わったことを弥紘は見み逃のがさなかった。しかし、おはじきを手に取るなり、九曜はあきれたように目を半開きにする。

　パキ、と音が鳴り、おはじきが割れた。

「あっ……」

「これはただの玻は璃りだ。おれが持っている屑くず石となんら変わらん。ちびに返しておけ」

　紙の包みを返してきた九曜は袂たもとに手を突つっ込み、そこから取り出したものを空になった湯飲みへ投げ入れる。カラカラと、乾かわいた音がした。

「これ、なに……？」

　手て渡わたされた湯飲みに視線を落とした弥紘は驚おどろく。無造作に入れられたのは、翡ひ翠すい、黄玉トパアズ、風信子ヒヤシンス鉱こう、孔く雀じやく石せき──いずれも容易に入手できない大おお粒つぶの原石だった。宝ほう飾しよく品ひんに加工して正しい販はん売ばい経路を辿たどればとんでもない額になる。

「こんな稀き少しような鉱石、どこで見つけたんだ？」

「そこらに埋うまっている。だが、なんの役にも立たん屑石だ。いずれは棄すてるもの、欲しいならやる」

「い、いらない……。九曜には宝石を見つける特別な力があるということ？　おこげの瞳ひとみ、九曜がオパァルを探して入れたって教えてもらったよ。とても美しいね。ふたつも見つけるなんて本当に大変だったんじゃない……？」

「………。声もない身で無む駄だ口ききよって」

　不敵な笑えみばかり見せていた九曜が、ほんの一いつ瞬しゆん、戸と惑まどいと照れが混ざったような表情を浮うかべる。弥紘は少し胸を弾はずませた。

　彼は強暴な化け猫で高こう慢まんちきな男だが、それだけではないかもしれない。

　状じよう況きようは好転しないし根本的な解決は望めそうにない──昨日に嘆なげいたことはわずかに変わってきていて、今は、九曜とおこげのあいだに存在する溝みぞを少しずつ埋められそうな気がしていた。

「おこげ、ほかにも教えてくれたんだよ。おこげが結んでる綺き麗れいな朱しゆ色いろの飾かざり紐ひもは九曜の宝物で誇ほこりだって」

「くだらん。おれが物を後生大事に持つと思うか？　紫天尊大君より賜たまわった朱金大将帥の証あかしを放置することは最大の不敬である。大君の顔に泥どろを塗ぬるわけにはいかず、居城より持ち去っただけのこと。ちびの首をつなげる用よう途とがなければ棄てておったわ」

　余計なことを喋しやべってしまっただろうか、声を低くして言い捨てた九曜がまだら模様の浮かぶ大きな手を伸のばしてくる。

　肩かたを押されてゆっくり倒たおされ、覆おおいかぶさられた。

「え、なに？　……あの、九曜が捜してるものって？　おこげの欠片っていう──」

「やひろはおれのことが気になってしかたないようだな」

「ちっ、ちがうよ、そういうわけじゃ……」

　確かに気にかかることはまだある。なぜおこげの身体からだが作り物なのか、いつか声は出せるようになるのか。

　九曜が捜す、おこげの欠片とは？　呪詛を解くこととなにか関係があるのか。そして、九曜は本当におこげの『かたき』なのか──。

　それらを訊たずねることは叶かなわなかった。戸惑いの表情を完全に消し去った化け猫がにやりと嗤わらう。

「おれに懸け想そうするのはかまわん。だがな、あまり立ち入るとやひろも物の怪になってしまうかもしれんぞ？　おれのように全身を醜みにくいまだら模様に蝕むしばまれ、獣の耳と尾おをぶら下げて、己おのれは畜ちく生しよう以下だと常に突きつけられて過ごすことになる。地じ獄ごくだ。やひろは耐えられんだろう？」

　そんな簡単に物の怪になるはずがなく、幼おさな子ごにつくような見え透すいた噓うそで脅おどされ、これ以上は訊くなと暗に言われた。

　弥紘も、無理やり踏ふみ込むつもりは端はなからない。なぜ懸想につながるのか意味がわからず、もってのほかである。

「もう訊かないよ。僕はおこげが笑ってくれてたらそれでいい、から──、……って、ちょっと、どいてくれよ」

「腹はそこそこ膨ふくれたが、妖力がな……」

「へっ？」

「おれは常に腹も妖力も満まん杯ぱいにしておかなければ気が済まんのだ。やひろ、精液をよこせ」

「い、いやだ！」

　完全に油断していたところに例の言葉が出てきて仰ぎよう天てんした。九曜の下から抜ぬけ出そうとしたが敵かなうはずもなく、重たい長ちよう軀くにがっちり押さえ込まれてしまう。

「なんでっ、なんで!?　おでんもお寿す司しも根こそぎ食べたんだからもう充分だろっ……」

「腹が膨れることと妖力が満ちることは関係ない。別腹というやつよ」

「別腹なんかうそだっ。だってさっき、妖力が高まったら、おなかすいてても少しはごまかせるとか、なんとか──か、関係あるじゃないか」

　弥紘自身でもなにを言っているかわからないそれを九曜が聞くはずがない。

　しゅる、と袴はかま紐ひものほどける音がした。無理やり密着させられた下か肢しのあいだには岩みたいに硬かたくて大きな陰いん茎けいがある。縦長の瞳どう孔こうが細くなった化け猫の瞳は妖あやしい興奮に輝かがやいていた。

「オロチなんぞに隙すきを見せよって。護ご符ふもつけなおしてやる。たっぷりとな」

「ぎゃあー……！」

　消えたいほど恥はずかしいあれは二度としないと決めていたのに。片かた眉まゆを上げる九曜に「おまえ、また大おお蝦蟇がまのような大声を……ちびが起きても知らんぞ？」と言われ、慌あわてて自分の口を手で塞ふさぐ。

　おこげが起きなかったか確かく認にんしたその隙に、頭を下げた九曜に着物と股もも引ひきを剝むかれ、裸はだかになった脚あしを開かされた。縮こまるそこを舐なめられてびくんと腰こしが跳はねる。

「あっ、……いや、だって、言っ……、──あぁ、ぅ」

「そうだ、そのいい声のほうを存分に出せ」

　濡ぬらされた性器に九曜の満足げな吐と息いきがぶつかってくる。口に含ふくまれ、熱く長い舌で転がされて茎くきが立ち上がっていく。

　稲荷いなり寿司、全部出すんじゃなかった。食べられ損だ──弥紘は明日の節約弁当を失ったことをなおも嘆きながら、九曜が齎もたらす快楽の波に吞のみ込まれていった。










「おこげは、お留守番ってできるかな……？」

　九曜は『妖よう獣じゆうをよこせ』と言わなくなり、二匹ひきの化け猫ねこと弥紘の不思議な共同生活は、そのような言葉から始まった。

　元気よくウンッと答えてくれたおこげのために懐かい中ちゆう時計の鎖くさりを伸ばし、首にかけられるようにして、毎朝、「今日は『４』くらい」と玄げん関かんで帰宅予定の数字を確認する。

　ひとつだった節約弁当をふたつに増やし、ふたつともきちんと小こ風ぶ呂ろ敷しきで包む。おこげは、曲げわっぱの弁当箱に詰つめられた昼食に虹にじ色いろの瞳をきらきらさせた。

【おいなり、きょうも、まるくてふかふか】

【さくら、しらたま、だんしゃく、きたよ】

　帰宅すると、おこげは遊んだ友達の名を教えてくれる。日ごと増えていくのが嬉うれしいが、やはり市松とぼたもちの名はない。

　小さな変化は、共同生活三日目の夕方に早々に訪おとずれた。

　にこにこ笑って玄げん関かんまで出で迎むかえてくれるおこげが、その日は焦あせって帳面を見せてくる。

「な、なにこれ？　九曜が書いたの？」

　ウンとうなずくおこげの帳面には【弁当をもうひとつ用意するように】と書かれていた。

　内容もさることながら、その文字の美しさにびっくりする。高こう慢まんちきの乱暴者が書いたとは到とう底てい思えない達筆ぶりだった。

「昼間、僕がいないときに九曜がここに来てるってこと？」

【おこげが、なわばりにいるか、にげてないか、みにくる】

　おこげまでここを〝九曜の縄なわ張ばり〟と認識していることにやや複雑な思いがしたけれど、彼らは猫なのでしかたない。

「逃にげるって、まだ本気で思ってるのかなぁ？」

【おこげ、にげない。つよいから】

　二人で頰ほおを膨ふくらませてぶうぶう文句を言う。でも、おこげが一人になる時間が減るのはなにより嬉しい。弥紘は九曜の弁当も作ることにした。

　しかし翌日、また帳面に【弁当箱が小さすぎる】と書かれ、漆うるし塗ぬりの二段重まで用意されていて愕がく然ぜんとする。

　毎朝ふたつの弁当と二段重を埋うめるのに苦労する弥紘は、らっきょう漬づけの減りが異様に早いことに気づいた。おこげを問い詰めると、九曜に「ちょっとくらいなら、やひろは気づかんぞ？」と言われたらしい。このままでは、あと半年はもつはずのらっきょう漬けが一か月後にはなくなってしまう。怒おこった弥紘は大おお瓶びんに張り紙をした。





いちばけねこにつき、いちにち、みっつまで。

まもらないと、らっきょうづけを、つくりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やひろ






　少しずつだが九曜の一日の行動も見えてくる。

　弥紘とおこげが目を覚ますころには家を出ている九曜は、明るいあいだはおこげの欠片かけらを捜さがし、陽ひが落ちると蠢うごめきだす物の怪けたちを追い払はらっている。物の怪の数や種類は日ごと異なるようで、早く帰ってくる夜もあれば、帰らないまま朝になることもあった。

　おこげのお気に入りは増えて、懐ふところでは間に合わなくなり、弥紘が駒菊屋で買った巾きん着ちやくに入れるようになる。そして湯飲みには九曜が「屑くず石」と呼ぶ美しい原石が増えていく。

　この日、珍めずらしく弥紘よりも早く家にいた九曜は「腹が減った」ばかりでうるさかった。

「ああ、だめだ、食費がもう持たない……」

「屑石を通貨に換かえればいいだろう？」

「ぐ……」

　一いつ瞬しゆんその言葉にぐらついたが、弥紘にも倹けん約やく家の矜きよう持じがある。

　これまでの弥紘は決まって魚の水みず炊たきを一人でつついていたけれど、今夜は九曜とおこげのために多量の鶏とり肉にくと大きな鍋なべまで買い、つみれをたっぷり入れた鶏鍋を作った。

　大鍋四杯はい分を空にした二匹ひきの化け猫は揃そろって手を丸め、念入りに顔を洗う。

「食材くらい幾いくらでも調達してやるぞ？　──なあ、ちび。そろそろ熊くま肉が恋こいしかろう」

　九曜の言葉に耳と尻尾しつぽをピーンッと立て、瞳ひとみを七色にきらきらさせて、唇くちびるを「くまにく……」と動かすおこげは確実に熊肉の味を知っている。

「庭で熊を丸焼きにするのは絶対にだめだって言っただろ！　郷ごうに入っては郷に従え！」

「また郷に入……それか」

　弥紘が怒ると、おこげは熊肉の誘ゆう惑わくを撥はね返すように首を振ふり、ごろりと横になる九曜に帳面を見せる。

【くまにく、いらない！　くようも、やさいをたべろ！】

「そうだそうだ、おこげはえらいなー。おこげはなにが好き？」

【やひろの、おでん、だいすき】

「おい、ちび。おでんのなにが好きか、ふたつ書け」　>>>♥

　含み笑いをする九曜が言うと、おこげはウンとうなずいて文字をがりがりと書く。

　こんなふうにおこげは九曜の言葉を素す直なおに聞くときがあった。『かたき』と言ってつんつんしながら憎にくみきれていないところが可愛かわいいのだけれど。

　なんでもぱくぱく食べるおこげの好きな野菜はなんだろう。おでんに入っているものなら大根だろうか、人にん参じんだろうか。椎しい茸たけかもしれない。弥紘は楽しく予想しながら待つ。

　そうしておこげが張り切って見せてきた紙には【たまご！　もちきんちゃく！】と書かれていた。

「ああっ、どっちも野菜じゃない……」

　弥紘の嘆なげきにおこげはきょとんとして、九曜は憎たらしいほどわざとらしく「がはは」と笑う。

　早く帰ってくる日の九曜は、「くだらん」「つまらん、さっさと寝ろ」と文句を言い並べながらも、おこげが張り切って広げる双六すごろくや歌か留る多たに付き合う。そして、弥紘がおこげを風ふ呂ろに入れて寝ねかしつけた夜──一組しかない蒲ふ団とんの中で、九曜は必ず触ふれてくるようになった。

　口こう淫いんされたり精液をかけられたりすることは変わらないけれど、次第に「妖力が足りていない」や「護符をかけてやろう」を口にしない夜も増えてくる。

　熱の籠こもった寝ね床どこで、勝手に声が出てしまうことを嘆なげけば形の綺き麗れいな唇くちびるで唇を塞ふさがれ、もう出ないと言えば後こう孔こうの中を指で撫なでられて射精を促うながされた。

　そのあいだに二度の怪かい事件が起こる。

　物の怪のしわざとしか思えなくなっている弥紘が、しかし化ばけ猫ねこを疑うことはない。偶ぐう然ぜんなのか、それとも、予見したうえでの行動なのか──事件が発生した夜、九曜は弥紘と蒲団の中にいた。弥紘は思いもよらない形で彼の潔白を知ることになった。










　度たび重かさなる怪事件にようやく警察が本ほん腰ごしを据すえ、加えて消防組と自衛団が動きだしたのは、不思議な三人暮らしが始まって二週間が過ぎたころだった。夕暮れから夜明けまでさかんに行われるようになった巡じゆん邏らのおかげで皆みなが安心して過ごせるようになり、横濱界かい隈わいには日ごと賑にぎわいが戻もどってきていた。

　駒菊屋は今日も開店から多くの買い物客が出入りしている。

　頼子が女将おかみとして店に立ったのは、弥紘にあの残ざん酷こくな言葉を言って以来だった。相当気に入っているのか、はたまた本当に憑つかれているのかは定さだかではないが、相変わらず件くだんの大おお粒つぶの宝石をぶら下げている。

　店は忙いそがしく明義が目を光らせていることもあって、頼子はなにも言ってこない。ただ、表情がひどく気にかかった。寒気がするほど美しいのはいつも通りだが、この前と同じ木き彫ぼりの面をかぶっているように見える。そう感じるのは弥紘だけだろうか。

　午後三時四十分──。かなり遅おそめに昼休きゆう憩けいを取った弥紘が節約弁当を食べて戻っても、店内は変わらず賑わっていた。

　あちこちで交かわされている話し声や笑い声、寺島や沙代たちがせわしなく出入りする勝手口の扉とびらの音、天てん井じようからは二階を歩く客や従業員の足音が聞こえてくる。騒そう々ぞうしくて華はなやかな駒菊屋の雰ふん囲い気きが、弥紘はとても好きだった。客が選んだ帯と履はき物ものを綺き麗れいに包んだり、長い時間をかけて宝ほう飾しよく品ひんを選ぶ客に談だん笑しようを交えながら付き合ったりする。

「ありがとうございます。またのお越こしをお待ちしております」

　買い物客を見送って店内へ戻り、散らかった商品を手早く整えていく。明義も顧こ客きやくを見送り、新たに入ってきた客に対応する。その様子をなにげなく横目で見た弥紘は、ヒイッと声をあげそうになった。

「いらっしゃいませ。──ハロゥ？　メイ・アイ・ヘルプ・ユゥ？」

　明義が英語で声をかける。それもそうだろう、焦こがれ香こう色の髪かみを持つその客は、西洋人よりも背が高い。

　店の入り口に堂々と立つ長ちよう軀くの男は山やま高たか帽ぼうをかぶり、黒の立派な二重廻まわしを纏まとっていた。

　山高帽も二重廻しも、紺こん滅けし色いろの着物も、一級品であることがすぐにわかる。なぜなら、それらは御池家の別べつ邸ていで大切に保管しているものだからだ。

　ふわふわの貂てんの襟えり巻まきと黒の革かわ手て袋ぶくろを身につけているのは防寒ではなくまだら模様を隠かくすためだろう。同じ理由で丸まる眼鏡めがねをかけているのだろうけれど、藍あいの隈くま取どりはあまり隠せていない。合う履物が上手うまく見つけられなかったのなら自分の下げ駄たを履けばいいのに、驚おどろくことに裸足はだしである。

　堂々というより不ふ遜そんな態度で立つ男は、持っているステッキでトンと床ゆかを突ついて言った。

「おい、やひろ。革かわ靴ぐつとやらをよこせ。金はある」

　弥紘は大おお慌あわてで店の入り口へ駆かけつけると、「やひろ？　弥紘ですか？」と驚いている明義よりも前に出て、裸足の客に詰つめ寄った。

「なっ、なんで来たんだ!?　なにその格好……！」

　九曜が身につけている衣服も襟巻きも丸眼鏡も、ステッキまでも、すべて祖父の遺品だった。なにがしたいのかさっぱりわからないが、それよりももっと気がかりなことがある。

「おこげはどうしたんだよっ」

　ここに来る暇ひまがあるならおこげのそばにいてほしい。苛いら立だちながら食ってかかったとき、九曜の大きな裸足のあいだに、子供用の足袋たびと草ぞう履りをきちんと履いた小さな足が見えた。

「あっ、……おこげ？」

　しゃがんで名を呼ぶと、九曜のうしろに隠れていたおこげが抱だきついてくる。知らない場所に人間が多くいるから恥はずかしくて不安なのだろう、弥紘の肩かたに顔を伏ふせてしまった。

　もじもじしているおこげは、出勤前に弥紘が着せたものとは違ちがう、余所よそ行いきの青い着物に浅あさ葱ぎ色いろの帯を締しめ、菖蒲あやめ模様のちゃんちゃんこを着ている。象牙色アイボリイの帽ぼう子しが黒のおかっぱにとてもよく似合っていて、巾着を斜ななめがけにし、懐かい中ちゆう時計もきちんと首から下げていた。

「かわいい！　おこげ、おしゃれしてきたんだなー。もっとよく見せてよ」

　背を撫なでながら帽子のてっぺんで揺ゆれているぼんぼりをちょんちょんとつつくと、おこげは顔を上げ、頰ほおを林りん檎ごみたいに赤くして笑った。そうしていつも通り両手両足を広げ、大の字を作って見せてくれる。

　本当に可愛くて、弥紘まで思いきりにこにこしてしまう。だが強きよう烈れつな視線を感じ、はっとなって見上げると、「えらい変わりようだな」とぎらぎらした金色の瞳に睨にらみつけられた。

「弥紘、こちらのお客さまは？　知り合いかい？」

「えっ。はい、その」

　明義に訊たずねられ、焦あせって立ち上がる。なにも考えていなかった弥紘は「顔見知りの宝石商とその御お子こさんです」という酷ひどい出で鱈たら目めを言ってしまった。これだけ洒落しやれた格好をして裸足だなんて、少しは訝いぶかしんでもいいのに、弥紘のことを信じて疑わない明義は九曜に慇いん懃ぎんな挨あい拶さつをしてくれた。

「ご所しよ望もうの革靴は二階にございます。──弥紘」

　そうして二階へ上がるよう促うながしてくる。弥紘はおこげと手をつなぎ、妖あやしい宝石商につづいて階段を上った。

　革靴の試着の前に足を洗わせなくてはいけない。ぬるま湯を張った盥たらいと手ぬぐいを用意するだけでも面めん倒どう極きわまりなかったのに、長椅子ソフアに座った九曜は「拭ふけ」などと言ってくる。

「はぁー？　なに言ってんの、自分で拭きなよ」

「これがちびだったらせっせと拭くんだろう？　裸足で戸外へ出ようとしたちびに履物を履けと命じたのは、このおれだ」

「ぐぅ……。九曜とおこげはぜんぜん違うだろ……」

　しかし大事な商品である革靴に濡ぬれた足を突っ込まれては敵かなわないので、頑がんとして動かなくなった九曜のばかでかい足を、憎しみを籠こめてごりごり拭いた。

「なにやってるんだよ……勝手にお祖父じいちゃんの服を引っ張り出したりしてさ。丸眼鏡なんかよく見つけたね。帰ったら部屋ぐちゃぐちゃなんだろうな」

「異界の生活様式に倣ならってやっただけだが。郷ごうに入ってはなんやらと言ったのはやひろだろう」

「そりゃあ、言ったけど……」

　九曜なら祖父の大きな着物を着られると思って、天日干しをしかけたときもあった。

　それにしても、洒落者だった祖父の衣服は洗練されたものばかりで、山高帽も二重廻しも革手袋も黒、紺滅色の着物は落ち着いた風合いなのに、九曜が着るとどうしてこうも派手に見えるのだろう。

　九曜と並んで長椅子に座っているおこげが巾きん着ちやくを開けて帳面と鉛えん筆ぴつを取り出した。

【ぐちゃぐちゃ、やめろーって、いった。くよう、いうこときかない】

「ああ？　おまえとて、おれが要いらんものを持つなと言っても聞かなかっただろうが。瓦楽多がらくたばかりあれもこれも持って行くと駄だ々だ捏こねただろうがよ」

　片かた眉まゆを吊つり上げる九曜はステッキでおこげの巾着をぽんぽんと叩たたく。

　おこげのお気に入りはずいぶん多くなって、巾着だけでは間に合わなくなり、一昨日おとといに籠かごを用意したばかりだった。巾着にはおこげの一等大切なもの──帳面と鉛筆、万まん華げ鏡きよう、色とりどりのおはじき、キャラメル箱が入っていると弥紘は把は握あくしているのだが、それだけにしては膨ふくらみが大きい。

　お出かけだから張り切っていろいろ持ってきたんだな。ほかになにがあるんだろう──にこにこしながら巾着をのぞくと、紙し幣へいの束がよっつも入っていてぎょっとした。

「なにこのお金!?」

「鉱石を扱あつかっていそうな小屋に入って屑くず石を渡わたしたら札束に換かわった」

「あっ。とうとう……」

　九曜が毎日持ち帰る大粒の宝石や原石も、あっという間に湯飲みからあふれたので丼どんぶり鉢ばちに変えた。とめどなく出て行く食費を嘆なげく弥紘に『屑石を通貨に換えればいいだろう？』と言っていたが、とうとうそれを実行したらしい。

「だからってこんな大金おこげに持たせないでよ、危ないだろっ」

「おれには頭ず陀だ袋ぶくろがないんでな」

「懐ふところか外がい套とうの衣囊ポケツトに入れたらいいじゃないか」

「おれは物をいっさい持たん。なんだ？　この店の売り子は客にやたらと盾たて突つくんだな」

「ぐぅ……」

　嫌いやな客だ、高い靴を売りつけてやろう──少し意地悪な心持ちになった弥紘はまず九曜に靴下を履かせ、舶はく来らいの高級革靴を幾いくつか用意したのだが、見事にどれも入らない。九曜はどこもかしこも規格外であることをあらためて思い知らされ、より大きな革靴を探しに蔵くらへ走る羽目になった。

　腕うでをぷるぷるさせながら嵩かさ高だかい靴箱をよっつも重ねて運んでいるのに「まだか？　早くしろ」と言われ、おこげも退たい屈くつなのか巾着から万華鏡を取り出してくるくるまわしだす。

　結局、蔵の一番奥で眠ねむっていた、駒菊屋で最も大きい長靴ブーツしか入らなかった。

「ふむ。まぁ悪くない。これにする」

「お買い上げ誠まことにありがとうございます……。勘かん定じよう場は一階でございます……」

　ほんの出来心だったのに、恐おそろしく高額な靴を本当に買わせてしまった。でも巾着を持っているおこげだけを勘定場に向かわせた九曜はすでに我われ関せずであるし、札束がひとつ減って巾着が軽くなったし、レジスタを打つ明義は上じよう機き嫌げんなのでこれでよしとする。

　お洒落した可愛かわいいおこげを見られたことは嬉うれしかったけれど、とにかく早く駒菊屋を出てほしい。店の外まで見送ろうとしたとき、背筋がぞくりとした。

「お買い上げありがとうございます。とてもよくお似合いですわ。そちらの御靴に見合うかたがいなくて、どうなることかと心配しておりましたけれど、御靴は貴方あなたさまがいらっしゃるときをずっと待っていたのでしょう」

　絶対に会わせたくないから早く店を出てほしかったのに、頼子に捕つかまってしまった。

　本能的におこげを背で隠かくしたが、若い美び丈じよう夫ふが好きな継けい母ぼの瞳ひとみには九曜しか映っていないようだった。

「ほう。どうりで……やけに嵌はまるはずだ。ぴったりとな」

　九曜も獲え物ものを狙ねらう獣けもののような瞳で継母を見み据すえる。長く視線をからませ合う二人を止めたくてもどうすればいいのかわからない。焦しよう燥そうする弥紘の代わりに妖しい雰ふん囲い気きを打ち消してくれたのは明義だった。

「女将おかみ。こちらのお客さまは弥紘の知人で宝石商をされているそうです」

「まあっ、宝石を扱っていらっしゃいますの？　当店も宝ほう飾しよく品ひんを取り扱っておりまして、商品数をより豊富にしたいと思っていたところですの。いかがでしょう。二階の奥の応接室で、お話を──」　>>>♥

「このあと弥紘と商談の約束があるそうです。商談の前にわざわざ当店へ足を運んでくださったのですよ」

「へっ？　明義兄さん……？」

　突とつ飛ぴなことを言う明義に思わず声が裏返ってしまった。なぜありもしないことを言うのだろうと考えて、すぐ長ちよう兄けいの意図に気づく。

　二週間ほど前、頼子が弥紘に言い放った『死』の暴言を知って以来、明義はいよいよ過か敏びんになり、「母さんが店に来る日は休め」とまで言う始末だった。明義は今も、弥紘を一刻も早く頼子から遠ざけたくて、九曜が来店したことを利用するつもりなのだろう。

「商談の約束をしているんだったな。──そうだな、弥紘」

　物もの凄すごい圧に負けた弥紘が「はぃ……」と小声で言うと、若わか旦だん那なはにっこり笑う。

「では、上がりなさい」

　思いもよらない成り行きにやや混乱したが、大喜びするおこげに抱だきつかれるとどうでもよくなってしまった。

「せっかくだから西洋料理店で晩ご飯を食べようよ。肉料理もたくさんあるよ」

「熊くまの丸焼きがあるのか」

「ないと思う……」

　鈴すず蘭らん灯が順番に灯ともり、夕暮れが訪おとずれようとしている明王通りは一層華はなやかになる。

　おこげと手をつないで歩く弥紘は、一歩前を行く九曜が皆みなに見られ、ご婦人たちから熱いまなざしを受けていることが気にかかった。だからといってなにかできるわけでもなく、そもそもなぜ気にしているのか、自分でもよくわからない。

　当の本人は美しい女性たちの視線にまったく興味がないようで、すたすた歩いていく。

　そんな九曜でも西洋料理店の魅み惑わくには勝てず、献立表メニユウに書かれた不思議な名の料理に興奮しだした。

「おいっ、ちび。どれがいいんだ」

　同じく興奮しすぎているおこげは文字を書くことを忘れて両手を広げ「いっ、ぱ、い！」と大きく口を動かす。

「よし、いっぱいだな。おれにまかせろ。金はある」

「え、ちょっと九曜……」

　九曜はライスカレー、オムレツライス、ポークカツレツ、ビフテキ、コロッケ定食をどんどん注文し、給きゆう仕じと弥紘を困こん惑わくさせた。おこげの着物が汚よごれないよう、手ぬぐいを衿えりに挟はさみながら訊たずねる。

「お祖父ちゃんの服まで引っ張り出して、結局なにしに来たの？　本当に靴が欲しかったとか？」

「あと一手で詰つめる。──が、人間の手に渡ることほど難なん儀ぎなことはない」

「え……？」

　湯気を立てた料理たちが運ばれてきて、九曜とおこげの興奮はいよいよ最高潮に達し、弥紘はそれ以上なにも訊きけなくなった。二匹ひきの化け猫ねこはもりもり食べ、ビフテキとポークカツレツを二皿ずつ追加する。弥紘は見慣れているけれど、周囲の客は物凄く驚おどろいていた。

　戦いくさのような食事を終え、珈琲コーヒーをふたつと、おこげのために温めた牛乳を注文した。

「なんだこの黒い汁しるは。どう見ても猛もう毒どくだろう」

「珈琲っていう西洋から来た飲みものだよ。無理して飲まなくていいよ……あっ、九曜もおこげと同じあったかい牛乳にしたらよかったね。気づかなくてごめん」

　素す直なおに謝っただけなのに、なぜかぎろりと睨にらまれる。

　おこげは砂糖で甘くした牛乳をるんるんしながら飲み、まだ訝いぶかしんでいる九曜は、ズズゥ……と音を立てて珈琲を啜すすった。

「おお。これはなかなかの美味」

　結局、九曜は珈琲をたいそう気に入り、「樽たるいっぱい持ってこい」と言ってまた給仕を混乱させる。弥紘は焦あせって「二人分のおかわりください」と言い直し、自分の珈琲も九曜に渡した。

　綺き麗れいな着物を着て西洋料理も美味おいしくて、いつもと違ちがう場所で三人で過ごすことが楽しいのだろう、おこげはずっとにこにこしている。弥紘もたまらなく嬉しくなる。小さな化け猫はいつも通り手を丸くして念入りに顔を洗った。

「そうそう、ちゃんと綺麗にしないとね。かわいいなぁ」

　三杯ばいの珈琲をがぶ飲みした九曜も、大きな手を丸めて頰ほおをごりごりしだした。

「や、やめなよ！」

「あ？　なにをだ」

　西洋料理店を出たあとは玩がん具ぐ店や文具店を見てまわった。

　舶来の玩具や高価な模型など、弥紘が見ても魅み力りよく的なものがたくさんあるが、それらには目もくれないおこげは、ブリキ製の小箱にきちんと収まっている十色のクレヨンの前から頑がんとして動かなくなった。

「綺麗なクレヨンだね。鉛えん筆ぴつは黒だけしかないもんね……。どうしよう。く、九曜──」

　弥紘が焦って呼び止めると、山やま高たか帽ぼうと丸まる眼鏡めがねを身につけた偉い丈じよう夫ふは振ふり返り、やや苛いら立だちながら言った。

「巾きん着ちやくの中の紙きれを出してそのクレヨンとやらと物ぶつ々ぶつ交こう換かんしろ」

　おこげの顔がぱっと明るくなる。乱雑な言いかただったけれど、九曜がおこげにクレヨンを買ってくれたことを弥紘は秘ひそかに喜んだ。

　最後は弥紘の希望でちゃんばらものの活動寫しや眞しんを見に行った。

　閃ひらめく大たい剣けんにはらはらするおこげは、両手で目を覆おおったり、弥紘の胸に顔を押しつけたりしてくる。大剣を振りかざす武士を睨みつける九曜は、表情を硬かたくしているのか、退屈なのか、その横顔から推おし量ることはできなかった。










　賑にぎわう繁はん華か街がいで楽しい時間を過ごし、夜よる遅おそくに外を歩いているのは何年ぶりだろう。もしかしたら初めてかもしれない。

　弥紘はキィ…キィ…と鳴る自転車を押し、おこげは弥紘の着物を握にぎりながら歩いていた。

　一歩前を行く九曜の二重廻まわしが夜風にはためく。

「あっ、おこげ？」

　おこげがカクンと寝ねかけたことが着物から伝わってきて弥紘は自転車を止めた。眠ねむりかけている彼には重い巾着を外し、自転車の操舵棒ハンドルにかける。

「お蒲ふ団とんで寝てる時間だもんね……猫になって僕の懐ふところに入る？」

　眠くてたまらないのに、おこげはいやいやと首を横に振り、自分が着ているちゃんちゃんこや着物を指さす。黒猫にならないのは、余所よそ行いきの綺麗な着物をまだ着ていたいからのようだった。

　でももう限界で、ひどくぐずって長いまつげが濡ぬれてくる。「明日あしたも同じ着物を着よう。ほら、懐に入りなよ」と説得していると、先を歩いていた九曜が大おお股またで戻もどってきた。

「おい、やひろ。安易にちびを懐へ入れようとするな」

「え、なんで？　だったら抱っこする。九曜が自転車を押してよ」

「その面めん妖ような乗り物は好かん」

「じゃあどうするの……」

　あとは九曜がおこげを抱くしか選せん択たく肢しが残っていないが、断るのはわかりきっている。駄だ目め元もとで言おうとして、弥紘は言葉を吞のみ込んだ。

　チッと舌打ちをする九曜が片手でおこげを抱き上げたのと、おこげが九曜へ手を伸のばしたのは同時だったように思う。

　九曜に抱かれたおこげは広い肩かたに顔をぐりぐりさせ、ふわふわの貂てんの襟えり巻まきに顔を埋うめてすぐに寝息を立てはじめた。丸くなった小さな背も、九曜の外がい套とうをぎゅっと握る手も、なにもかも涙なみだが滲にじむほど可愛かわいらしい。

　でも、このままでは手が冷えてしまう。自分の襟巻きを外してかけようとしたとき、九曜が革かわ手て袋ぶくろを外しておこげの手にかぶせた。

「……へへっ。……へ」

「なんだ？　いきなり笑いだすとは奇き妙みような奴やつ」

　本当にただ嬉うれしくて、嬉しすぎて涙がこぼれそうになるのを笑ってごまかした。

　きっと、九曜はおこげの『かたき』などではない。

　一いつ緒しよに暮らしはじめたときに訊いた『九曜のこと、どう思ってる？』を今のおこげに訊ねたら、【ときどき、ふつう】ではなく【ときどき、すき】と書いてくれると思う。

　おこげが着物を脱ぬぎたがらないのは、余所行きの綺麗な着物だからという理由もあるけれど、九曜に着せてもらったからではないだろうか。

　それに気づいた弥紘はますます嬉しくなり、また「へへっ」と笑う。

「なんとも面妖な……物の怪でもそのような笑い声は出さんぞ？」

　怪け訝げんな顔をする九曜はそのあとも「やはり大おお蝦蟇がまか」とか「いよいよ物の怪にとり憑つかれたか」などと罵ののしってきたけれど、なにを言われてもへっちゃらである。

　片かた腕うででおこげを抱だく九曜と、彼の腕の中でぷぅぷぅ寝息を立てるおこげをいつまでも見ていたい。しかし、嬉しい時間はどうしてこうも早く過ぎるのだろう。もう花群神社の前まで来てしまった。

「ねえ、九曜とおこげは、その……神社は、入れるのかな」

「異界の神仏など恐おそるるに足らん」

「そうか、よかった。夏になると花群神社でお祭りがあるんだ。子供のころの僕は、夏休みになったら毎日お祖母ばあちゃんの手伝いをして、お駄だ賃ちんをもらってたんだよ。夏祭りにお駄賃を持って屋台をまわるんだ。ラムネがすごく美味しくて、でもしゅわしゅわするから、きっとおこげは最初びっくりするんだろうな。あんず飴あめも綺麗で美味しいし、水笛も楽しいし──」

　そこまで話して、はっとなる。当然のように言ってしまったが、彼らは夏までここにいてくれるだろうか。今、口にしたそれは弥紘の希望でしかない。

　弥紘の思いを知る由よしもない九曜は片かた眉まゆを上げて言った。

「笛だと？　ちびに笛なんぞ与あたえたら日がな一日吹ふくだろうが。うるさくてかなわん。ほかのものにしろ」

「……うん。そうだね、ほかにもまだたくさんあるから」

　家に着き、弥紘は低い門を開けて自転車を止める。今夜は家にいてほしいし、おこげのそばにいてあげてほしい。そうしてくれると思ったのに、九曜は門を通らなかった。

　弥紘におこげを預け、山高帽と丸眼鏡も渡わたしてくる九曜は、藍あいの隈くま取どりを濃こくして夜空を睨みつけている。

「数が多い。やひろ、速すみやかに家へ入れ」

「九曜……」

　大だい蛇じやのような二ふた叉またの尾おと、白と紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様を持つ巨きよ大だいな化け猫が、闇やみ夜よに溶とけ込んでいくのが見えた。
















　カタ……、と雨戸の開く音がして弥紘はうっすら目を覚ます。

　九曜が帰ってきたのだろうか。しかし障子は開かれなかった。

「………」

　今夜のおこげが頻しきりにむずかり、同じ蒲団で寝ると言って聞かなかったのは、一日ずっと一緒だった九曜がいなくなって寂さびしかったからだと思う。蒲団から出た弥紘は綿入れ半はん纏てんを着て毛布と掛かけ蒲団をかけ直し、おこげのさらさらの黒くろ髪かみを撫なでた。

　行あん灯どんの蠟ろう燭そくは消えて、闇に慣れた目で確かく認にんした目覚まし時計は午前二時をまわっていた。

　障子をゆっくり開け、思わず小さな声をあげる。

「九曜……！」

　縁えん側がわに胡坐あぐらをかく九曜は庭に降り落ちる細雪ささめゆきを睨にらみつけ、激痛に耐たえていた。右腕がだらりと下がり、鮮せん血けつで真っ赤に染まっている。

「どうしたのっ、物の怪にやられたのか？」

「近づくな。血を止めるまでの妖よう力りよくがない」

「それだったら僕の──」

　妖力がないならいつものように、強ごう引いんに体液を取ればいいのに。でも自分から言うのは恥はずかしくて口くち籠ごもり、顔が熱くなる。赤い頰ほおを見た九曜はようやく笑えみを浮うかべた。

「この程度の傷であれば唾だ液えきで充じゆう分ぶん」

　左手で引き寄せられ、弥紘は胡坐の上に座った。大きな手がうなじにまわってきて、唇くちびるが触ふれてすぐ長い舌が入ってくる。

「ん……、ぅ……」

　唾液という頼たよりないものが本当に化け猫ねこの妖力を高めてくれるのだろうか。ひどく心配な弥紘は九曜へ届くよう懸けん命めいに舌を動かした。しかしそれは杞き憂ゆうで、だらりと下がっていた右腕が身体からだにまわってくる。その力強さで傷が癒いえたことを知っても、互たがいに唇を離はなせなかった。

「ずいぶん熱心に舌をからませてくる」

「ち、ちがう、よ、早く治ってほしくて──」

　そのとき大きなくしゃみが出てしまった。梅の花がほころぶ季節へ移ろっているのに、細雪が舞まうほど夜気は冷たい。

「わ、ぁ」

　化け猫に変容した九曜が弥紘を包むようにして身体を丸めた。

　ぽふ、と尻しり餅もちをついたそこはふわふわで柔やわらかくて温かい。十尺以上ある巨きよ軀くと、二叉の長い尾の先せん端たんまでつづく白と紫黒色と赤錆色のまだら模様は本当に恐ろしかったのに、今は安心できるから不思議だった。

　もこもこの被ひ毛もうにすっぽり埋まってしまった弥紘は、腿ももに少しだけ顎あごを乗せてくる九曜の、薄うすい藍の隈取にそっと触れた。

「九曜が怪け我がをして帰ってきたのは初めてだね……あまり無む茶ちやをしないでよ」

「物の怪どもの数が夜ごと増えているのはおれたちが同じ場所に留とどまりすぎているからだ。だが、数日のうちにちびの欠片かけらを手に入れる。おれたちがここを去れば、彼奴きやつ等らも以前と同じように散らばり、静かになるだろう」

　その言葉に胸がきりっと痛んだ。帰り道、夏祭りの話をしたのに。九曜は、水笛はうるさくてかなわんからほかのものにしろと言ってくれたのに。

　彼らは春が来る前にここを去る。夏も、その先も、みっつの節約弁当を作る暮らしがつづくと信じて疑わなかったが、それは弥紘の願望でしかなく、幻まぼろしだった。

「おこげの欠片が見つかったら、敦辿蓮界へ帰る……？」

「いや。次の欠片を見つけるためにこの世界を巡めぐる」

「おこげの欠片は幾いくつあるの？」

　立ち入るなと、九曜に暗に言われていた。弥紘も穿せん鑿さくするつもりはなかった。

　でも、ひとつ訊たずねたら止められなくなり、畳たたみかけるように言ってしまう。

「なんでおこげの身体は作り物で、声も出ないんだ？　声はいつか出せるようになる？　おこげの欠片ってなに？　どうして九曜が集めてるの？　──九曜は、おこげの……仇かたき？　そうじゃないって僕は思ってる」

「あいつはおれのことを仇と言っていたか？」

「──一度だけ。たった一度だけだよ。それを言った日も、おこげは九曜に万まん華げ鏡きようを見せたがってた。あの仔こは〝仇〟の意味をまちがってるかもしれない。しかたないよ、だってまだ小さいから」

　必死で言い繕つくろったそれは、まちがいであってほしいという弥紘の望みだった。

　顔を上げた九曜は音もなく落ちてくる細雪を見つめ、なにかを言おうとしては吞のみ込む。

　傲ごう慢まんでためらうことを知らない彼の、不安げに揺ゆれる金の瞳ひとみを見たとき、弥紘は自分の望みが叶かなえられないことを知った。

　やがて、深くまで裂さけた化け猫の口がゆっくりと動く。

「ちびはまちがっていない。──おれ、は……あいつの母親をこの手で殺した。おれが、殺あやめたのは……母親、だけでなく……」

　はた、と涙なみだが落ちる。弥紘の激しい胸の痛みは絶望ではなく、九曜と、おこげの心の痛みのように感じられた。三人で鍋なべを囲んだ日も、九曜がおこげを抱いて帰った今夜も、彼らがこの痛みを抱かかえていたのかと思うと、涙を堪こらえることができなかった。

「やひろは、おれが恐ろしいか？　恐ろしいならこれ以上はもう──」

　咄とつ嗟さに首を横に振ふる。九曜は恐ろしくない。弥紘が怖こわいのは、話をする彼が深い悔かい恨こんに苛さいなまれてしまうことだった。弥紘がまだら模様の獣じゆう毛もうを撫でると、九曜は降りつづく細雪を見つめながら静かに語りだす。

「あいつの母親は、双そう頭とう八肢の大化け猫だ。その名の通り頭はふたつ、脚あしは八本あり、よっつある胃の腑ふが満たされることは決してない。常に飢うえ、村ひとつ分の民たみを容易に喰くらい、人間にありつけないときは山をも吞み込む。約二百年前に双頭八肢の大化け猫が出現して以来、敦辿蓮界の人口は激減した」

　それだけで身の毛がよだった弥紘は思わず九曜の被毛をつかんでしまう。

【おこげのははうえは、すごくおおきかった。いぶくろ、よっつあった】──おこげが書いた拙つたなくて可愛かわいらしい文字と大きく懸かけ離れた恐おそろしさだった。

「おれが十歳のときだ。その日は朝から濃い霧きりがかかっていて、だが釣つりがしたかったおれは供の多た吉きちを連れて川へ行った。ちっとも釣れなくてな。諦あきらめて帰ろうとしたとき、急に川が真っ赤になったんだ。川だけじゃない、霧まで赤くなり、吐はき気がするほど濃い血の臭においがした。なにが起こっているのかはすぐにわかった。恐れる多吉の手を引いて、全力で走って村へ帰ったが、そこは更さら地ちになっていた」

「双頭八肢、の……大化け猫、が──」

「そうだ。根こそぎやられた。両親も二人の兄も妹も、多吉の家族も、臥ふせていた老体や生まれたばかりの赤子までみんな喰われた。大化け猫は一度襲おそった土地へしばらく来ない習性がある。だから更地になった村に留まるのが正しい。しかし、夜の闇と血の臭いに耐えられなかったんだろう、多吉は逐ちく電でんした。物の怪けに喰われたか自害したか、異国へ逃にげたかは知らん。多吉とはそれ以来、会っていない」

　十歳の弥紘はなにをしていただろう。学校へ通い、帰ったあとは祖母に甘え、庭へ来る猫たちと遊んでいた。同じ時、異なる世界で、十歳の九曜がたった独りになったことなど知る由よしもなく──。

「血の匂においの蟠わだかまるその場所に小屋を作ったおれは、武術と剣けん術じゆつに明け暮れ、家族や村人たちの墓標を立てて暮らした。兵士になると環かん境きようが一変し、物の怪を殺した分だけ栄えい誉よを手にできるようになった。紫天尊大君の目に留まり、おもしろいほど瞬またたく間に階級が上がっていく。おれを突つき動かしていたのは大化け猫への恨うらみのみだ。娼しよう妓ぎや男だん娼しようを抱だくよりも物の怪を殺すほうがよほど快楽がある。身なりを派手にして大剣を振ふり、朱金大将帥になるために手あたり次し第だい殺めていった。凶きよう暴ぼうで巨きよ大だいな物の怪も、民を襲おそわない小さくてひ弱な妖よう獣じゆうまでも。──やがて恨みと野心が綯ない交ぜになり、自分がなにをしているのか、わからなくなっていった」

　話して聞かせてくれる九曜に、なにか言葉を返したい。けれど、あまりの凄せい絶ぜつさに弥紘はなにも返すことができなかった。

　九曜はなおも語る。一人で住む巨大な城からは、夥おびただしい数の墓標だけが見える。

　どこまでもつづく墓ぼ苑えんの中央に広場を設け、ふたつの台を作った。

　台はふたつでなければならない。

　いつか必ず、双頭八肢の大化け猫ねこの首級しるしを並べて置くために──。

「……、っ」

　まだら模様の獣じゆう毛もうをつかむ弥紘はかたくまぶたを閉じる。

　行ったことのない敦辿蓮界が、九曜の故郷が浮うかんでくるようだった。

　空も大地も色は薄うすく、灰色の墓標が果てなくつづく。その中で、朱金を纏まとう九曜だけが目の覚めるような鮮せん烈れつな色をしている。彼が持つ大剣から、物の怪の血が滴したたり落ちてくる。

　無念で、悲しかった。恐おそろしくて身体からだが震ふるえてくる。でもなにかを訊たずねなければ、恐れていることに気づかれたら九曜は話をやめてしまう。弥紘は震える唇くちびるを動かし、「大化け猫、は……？」と訊ねた。

「おれが武将となって物の怪どもを討とう伐ばつするあいだも、大化け猫は町や村を襲い、山を吞のみ込んでいた。奴やつとは命を狙ねらい合って十数年が経たつ。おれは十八のときに大化け猫の尾おを二本切り落とした。だから奴はおれに恨みを持っていたんだ。何度喰くわれかけたかは憶おぼえていない。朱金大将帥になったとき、今度こそ必ず仕留めると決めて大化け猫と対たい峙じした。奴は仔を連れていた。小さな黒くろ猫ねこだ、尻しりに茶色い毛のある──。おれ……は、大化け猫だけを殺す自信が……、あった……」

　淀よどみなくつづいていた九曜の言葉が、急に途と切ぎれ途切れになる。

　それだけでもう、彼の思い通りにいかなかったことがわかってしまった。弥紘は堪こらえきれずに涙なみだを落とす。

「大化け猫の双頭を切り落としたとき、おれの大剣の衝しよう撃げき波はで黒猫の身体は木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけた。首を落としても奴は即そく死しせず、ちびの欠片かけらを必死で集めるおれに大量の血を浴びせかけてきた。その血には、おれ自身が化け猫になるという凄すさまじい呪のろいがかかっていた。四十一に分かれたちびの欠片をすべて集めれば人間に戻もどしてやると大化け猫は言う。集められるものなら集めてみろと、ちびの欠片を宝玉に変えて異界へ──この世界へ飛ばし、大化け猫は高笑いをして死んでいった。奴はおれを二度と人間に戻さないために、吾あ子この肉体を利用したんだ」

　なにから嘆なげいたらいいのかわからない。涙が止められずに声が詰つまってくる。

「お、おこげ、は……そのこと、知っ、て……？」

　このような残ざん酷こくな真実を、おこげの小さな胸で受け止められるはずがなかった。知らないでいてほしい。おこげにはいつもにこにこ笑っていてほしい。

「わかっている。あいつはそれでもいいと思っている。多くの民を喰い殺してきた妖よう猫びようであっても、憎にくき人間を地じ獄ごくへ落とすために吾子を利用するような物の怪だったとしても、あいつにとっては腹を痛めて己おのれを産み、繰くり返し舐なめつづけてくれた唯ゆい一いつ無二の母はは御ごだからだ」

　弥紘は憚はばかることなく声を漏もらして泣いた。

　果たして九曜はおこげの仇かたきなのだろうか。恨まれなくてはならないだろうか。

　話を聞き、真実を知ってもなお疑問が残る。九曜が呪じゆ詛そを受けなければならないことをしたとは到底思えなかった。

　元気いっぱいで甘あまえん坊ぼうなおこげの、その小さな胸はとても強い。

【おこげのははうえは、すごくおおきかった】──おこげが母猫のことを語ったのは一度きりで、そのときの彼は笑っていなかったけれど、しかし憤いきどおってもいなかったことを今になって思い出す。

「九曜……」

　胸裏に秘めていたことを言葉にして、少しだけでも心こころ穏おだやかになってくれただろうか。

　涙の溜たまった瞳ひとみで見た化け猫の表情が、先ほどよりも柔やわらかくなっていると信じたい。

「おれは、人間に戻りたいとは思っていない。大化け猫の呪詛を受ける前からすでに物の怪のようなものになっていたからな。人間に戻るか化け猫のままかなどは、どうでもいい、おれはちびの欠片を一刻も早く集めてやりたいんだ。あのような、できそこないの肉体では心こころ許もとないだろう」

「できそこないなんかじゃないよっ。おこげはとても柔らかくて温かくて、かわいくて……。オパァルの瞳も気に入ってるよ。だって、毎日すごく嬉うれしそうに見せてくれるから」

　弥紘は涙をぼたぼた落として訴うつたえる。今夜だけで数年分の涙を流したように思う。

　そして、『先を急いでいる』と頻しきりに言う九曜がおこげに執しゆう着ちやくし、躍やつ起きになって追いかけていた理由を正しく理解した。　>>>♥

　己の呪詛を解くためではなく、おこげの身体を蘇よみがえらせるためだ。

　九曜の思いを知ると、「できそこない」と聞くのは一層悲しかった。

　おこげは力持ちで、小さな身体のどこに入るのだろうと思うくらい、なんでももりもり食べる。ときどき弥紘のところに拡大鏡を持ってきて、【るーぺ、で、みていいよ】とにこにこ笑ってくれる彼は、九曜からもらった虹にじ色いろに輝かがやく瞳ひとみを本当に大切にしていた。

　九曜は戸と惑まどうように黄金こがね色いろの目を瞬またたかせ、弥紘の頰ほおをちろっと舐なめてくる。

「泣くな、やひろ。おれの贖しよく罪ざいの旅はなかなか捨てたものではない。思わず笑ってしまうような妙みようちきりんなことが起こったのだ」

「え……？　……どんな、こと？」

　ぐす、と鼻を鳴らして訊たずねると、ふさふさの長い尾が身体からだにまわってきた。

「おれの旅は端はなから躓つまずいた。大泣きするわ暴れるわ、捕とらえてもすぐ逃にげるわ……ちびとどう接したらいいのか、まったくわからん。勝手に異界へ行き、やっと捕らえたかと思えば、あろうことか真名をつけられている。この世界に生きる者と接せつ触しよくする気がなかったおれは本当に腹を立てていた」

　庭池を破は壊かいして飛び出してきた夜のことを思い出したのだろうか、化け猫は眉み間けんに皺しわを寄せ、フーッ、と深い息をつく。

「ちびに〝おこげ〟という真名をつけたその者は、おれに『追わずに話をしろ』などと言ってくる。そこからどんどん妙なことになっていったんだ。ただ、そいつはちびの扱あつかいが抜ばつ群ぐんに上手うまい。料理も上手い。ときどき板のような平たい魚を出すがな。閨ねや事ごとのほうはやや色気が足りんがまぁまぁだろう。しかし奇き妙みようなことに、時折『ぐぇ』などという蟇ひき蛙がえるのような声を出すのだ。人間に化けた大おお蝦蟇がまやもしれん。まだまだ用心が必要と思われる」

「──ふ、ふ……。そう、だよ、ご用心……」

　九曜が少しおどけて言ってくれたそれに、弥紘はようやく笑うことができた。冗じよう談だんで返したけれどどうしても涙が止められず、化け猫のもこもこの腹毛に、まふっと顔を埋うめる。

「九曜」

　弥紘は、慣れない妖力を使っておこげの身体を作り、少しでも光や色しき彩さいを感じられるようにと懸けん命めいに七色の宝石を探す九曜を想像した。

　飾かざり紐ひものことを『ちびの首をつなげる用よう途とがなければ棄すてておったわ』と言っていたけれど、きっとそうではない。あれは朱金大将帥だった九曜の誇ほこりで、作り物の身体しかないおこげを慰なぐさめるために飾り紐を城から持ち去ったのだと思う。

　おこげに、朱しゆ色いろに煌きらめく飾り紐と黄金の鈴すずがとても似合っているのもうなずける。

　叶かなうなら、四十一に分かれたおこげの欠片を一いつ緒しよに集め、九曜の心に嵌はめられた枷かせを外したい。そう願ったとき、九曜の『数日のうちにちびの欠片を手に入れる』という言葉を思い出し、獣毛から顔を離はなした。

「九曜。おこげの欠片を見つけた？　どこにあるの──」

　訊ねた瞬しゆん間かん、化け猫の瞳が獲え物ものを狙うように鋭するどく光る。

「あいつの欠片は、駒菊屋の女主人の首にぶら下がっている」

「……！」

「火山の中や深海にあるほうがまだいい。人間の手に渡わたることが最も厄やつ介かいだ」

　一いつ瞬しゆんごとに色を変える摩ま訶か不ふ思し議ぎな石は、やはりただの宝石ではなかった。大切なおこげの欠片をどのようにして継けい母ぼから離したらいいのか、その手立てが今は思いつかない。

「どうしよう、どうやって──」

　そのとき、おこげの鈴がリーン、リーンと激しく鳴った。

　やはりいつも気にかけているのだろう、九曜は弥紘よりも早く居間へ入る。おこげはひどくぐずっていて、声が出せない彼の代わりに鈴が九曜と弥紘を呼んだようだった。

　おこげを抱だき上げた弥紘のことを、九曜が包み込んでくる。ふわふわのまだら模様はもう怖こわくない。安あん堵どを齎もたらしてくれる。おこげは九曜の獣毛に顔を埋めてすぅすぅと眠ねむった。

「やひろも寝ねろ」

「うん。おやすみなさい……」　>>>♥

　九曜に促うながされて、弥紘もゆっくりとまぶたを閉じる。

　庭池が壊こわされたあの夜、ばらばらでめちゃくちゃだった二匹ひきの化け猫ねこと一人の人間は、警けい戒かいし合いながらほんの少しずつ近づいてきた。今は三人で寄より添そうこの場所を、九曜も心地ここちいいものと思っていてくれたら嬉うれしい。

　そして、おこげの欠片を取り戻すために、弥紘にもできることがきっとある。

　九曜とおこげのために行動を起こすと心に決めて、弥紘は眠った。










　目覚まし時計の鈴ベルが鳴り響ひびいて、御池家の別べつ邸ていはいつも通りの朝を迎むかえる。

　暖かな蒲ふ団とんの中で目を覚ますと、すでに九曜がいないのも、いつもと同じだった。

「おこげ、おはよう。今日は誰だれが来るかな？」

　元気よく跳はね起きたおこげが障子を開け、ガタガタと雨戸を開けていく。

　おこげは猫たちの朝食を庭へ運ぶだけではなく、彼らの食事風景を見守りながら小さな薬や缶かんを長なが火ひ鉢ばちで温め、ぬるま湯を皿に注ぐところまでしてくれるようになった。そのあいだに弥紘は朝食を準備して節約弁当をみっつ作り、今日はさらに握にぎり飯も用意した。

「九曜には内ない緒しよな」と約束して、朝から特別にらっきょう漬づけを出す。嬉しそうにするおこげと二人でぽりぽり音を立てて食べた。

　出勤の準備を済ませ、玄げん関かんで毎朝のやりとりをする。草ぞう履りを履はいた弥紘は、おこげが首から下げている懐かい中ちゆう時計の文字盤ばんを指して言った。

「今日はもしかしたら『６』くらいになるかも。ちょっと遅おそくなるけど、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

　おこげは九曜に買ってもらったクレヨンをさっそく使い、青色で文字を書いた。

【へいき。おいなりと、さくらと、あそぶから。でも、くようは、すねる】

「遊ぶ約束してるのか、いいなぁ。なんで九曜は拗すねるの？」

【はらへった、ばっかりいう】

「はは、そうか。……今日はね、お弁当のほかにおむすびも作ったよ。台所にあるから、僕が『６』を過ぎても帰ってこなかったら九曜とわけっこして食べてね。らっきょう漬けも、なんと五個まで許可します！」

　するとおこげは虹にじ色いろの瞳ひとみをきらきらさせたが、そのあとなぜか耳をぺたんこにして、少し長めにクレヨンを動かす。そうして綺き麗れいな青色の文字を見せてきた。

【くようとおこげは、らっきょを三こでがまんするから、やひろ、はやくかえってきて】

　拙くて可愛い文字が、涙なみだでぼやけて見えなくなる。作り物とは思えない温かな身体からだを抱きしめると、おこげもぎゅっと抱き返してくれた。

「おこげ……」

　母親を殺あやめた者と母親を殺された者、両者のあいだには破は綻たんしか存在せず、関係を築くのは不可能に等しい。それでもたぶん、きっと、九曜とおこげのあいだには、少しずつではあるけれど、絆きずなみたいなものが育はぐくまれていると信じられた。そばで見守りつづけることができたらどれほど幸せだろう。涙を拭ぬぐった弥紘は、ふわふわの猫耳とまっすぐの黒くろ髪かみを撫なでて「早く帰るね」と約束し、自転車に乗った。

　キコキコと音を鳴らしながら通りを進み、花群神社の朱あかい鳥居の前で手を合わせる。

　小さな港町の中心地では今朝もつるかめ銭湯の高い煙えん突とつがもくもくと煙けむりを吐いていた。

「寒い、な──」

　まだ息は白いけれど、頰ほおを撫でる風は梅の香かおりをわずかに孕はらむ。

　西駕町を出ると緑豊かな公園の向こうに、瓦かわら屋根が煌きらめく唐とう人じん街と提ちよう灯ちんの火を落とす遊ゆう郭かくが見えてくる。西洋画を切り取ったような旧居留地と、来訪を伝える異国船の汽笛。

　東洋の伝統文化と西洋の文明が複雑に絡からみ合い共存する横濱。目覚める街区と眠りにつく街区。そのあいだを、弥紘はいつも通り自転車で駆かけ抜ぬけていく。

　百紋大橋を渡り、鈴すず蘭らん灯がどこまでも連なる明王通りを速度を上げて走る。

　駒菊屋をも通り過ぎた弥紘が向かったのは、一度も足を踏ふみ入れたことのない御池家の本邸だった。










「おはようございます。朝早くに大変申し訳ございません……」

　二十三年のあいだ拒こばまれつづけた城のような豪ごう邸ていに、弥紘はあっさり通された。

　祖父母が暮らしていた名残なごりを探す余よ裕ゆうはない。和洋折せつ衷ちゆうの応接室の、豪ごう奢しやすぎて落ち着かない長椅子ソフアに座った弥紘は、脚あしの短い西洋机テエブルを挟はさんだ向かいの長椅子に腰こしかける継けい母ぼへ挨あい拶さつをした。

　もちろん返事はない。しかしそれはどうでもよかった。弥紘は、頼子の胸むな元もとで輝かがやく大おお粒つぶの宝石を──おこげの身体の一部である宝玉を凝ぎよう視ししつづけた。

　どうしても宝玉が欲しい。青緑から赤あか紫むらさきへとどまることなく色を変える摩ま訶か不ふ思し議ぎな宝玉を今すぐつかみたくなる。このような凄すさまじい執しゆう着ちやくを覚えたことがあっただろうか。弥紘は拳こぶしを握って衝しよう動どうに耐たえた。

　ひどく機き嫌げんが悪い頼子は「猫ねこ臭くさい」とつぶやき、紙かみ巻まき煙草たばこの箱に手を伸のばす。

「事前になんの連れん絡らくもなさらず、このような時刻に来るなんて厚こう顔がん無む恥ちもいいところ。やはりあの女が産んだ子、血は争えませんわね」

「……っ」

　ここに来る以上はどんな謗そしりを受けてもかまわない、死を含ふくむ厭いや味みを言われても聞き流すと覚かく悟ごを決めたのに、母親のことを言われると途と端たんに揺ゆらぎ、息がしづらくなって汗あせが滲にじむ。

　頼子はここに長くいることを許さない。弥紘は緊きん張ちようで乾かわききった唇くちびるを動かした。

「唐とう突とつに、失礼します。今、義母かあさんがつけていらっしゃる、その宝石、を……譲ゆずっていただけませんか」

「どうして？」

「初めて見たときからずっと気になっていました。いろんな色に変わるのが珍めずらしくて、吸い込まれそうな感覚があって……手元に置いておきたいと思ったのです。こんなことは初めてで、自分でも不思議でなりません」

　頭の中で何度か復習さらった言葉に噓うそ偽いつわりはなく、心を籠こめて伝えたが、聞いていない頼子は退たい屈くつそうに紫し煙えんをくゆらせる。

「昨日の宝石商さんがこの宝石をお気に召めしたわけではないの？」

　どくんと心臓が跳ねた。年若の美しい男が好きな頼子は、本気で九曜に目をつけたに違ちがいない。言葉にしがたい感情が込み上げてきそうになり、握ったままになっている拳にふたたび力を入れた。

「いえ……、そういうわけでは……」

「ああ、つまらない。──弥紘さん、貴方あなたどのくらいご用意できますの？」

　宝石はおまえだけには絶対に渡わたさぬと、真っ白な美び貌ぼうに書いてある。金額を言わせ、身のほど知らずと嘲ちよう笑しようするつもりだろう。だから生き真ま面じ目めに答える必要はないのに、目の前で輝いているおこげの欠片に囚とらわれている弥紘は上手うまくはぐらかすことができない。

　三年前、銀行員である次じ兄けいの明人に、御池家の別邸に保管された祖父母の遺品の価値を試算してもらった。横濱を離はなれる際に遺品をどうすべきか相談を兼かねてのことで、そのとき初めて稀き少しよう性の高い逸いつ品ぴんや高価な骨こつ董とう品が多くあると知った。

　祖父母の遺品に弥紘の貯ちよ蓄ちくを合わせると──おそらく西駕町であれば、駒菊屋と同規模の大おお店だなを構えることができる。

　ありのままの金額を伝えるなり、頼子は眠そうな目を見開いた。

「噓おっしゃい」

「本当です。ほとんど祖父母の遺品ですが。宝石を譲っていただけるなら、すべてお渡しします」

　驚おどろいている頼子は、舅しゆうとの遺品と姑しゆうとめの持ち物を西駕町の別べつ邸ていへ運ばせる際、内容をいっさい確かく認にんしなかったのだろう。

　頻しきりに煙草を喫のみ、「そんなにたくさん……」とつぶやく継母の表情がみるみる変わっていく。不自然に口角を上げ、またあの木き彫ぼりの面になる。不気味な笑えみを浮うかべた頼子はすっと立ち上がった。

「貴方にこの宝石は渡しません。でも、宝石商さんが欲しいとおっしゃるのなら交こう渉しようしてもかまいませんわ。だって彼はわたくしの欲しいものを持っているけれど、貴方にはなにもありませんもの。それとも貴方、早く消えてほしいっていう、わたくしの望みを叶かなえてくださるかしら？　宝石商の彼に、宅のほうへいつでも商談にいらしてください、お一人で──と、お伝えして頂ちよう戴だい」

「そんな！　──ま、待ってください、お願いです！　義母さんっ……」

　手を伸ばせば届くところにあるのに、大切なおこげの欠片かけらが遠ざかっていく。必死で引き止める弥紘を無視した頼子は紙巻き煙草を灰皿に押しつけて応接室を出て行った。

　すぐに強面こわもての男があらわれ、去れと視線だけで伝えてくる。

「……っ」

　正門へつづく小こ路みちを黙だまって歩く弥紘は、自分が本邸へ入ることを許された理由にようやく気づいた。

　九曜を呼ばせるためだ。もしそれがなかったら門もん前ぜん払ばらいをされていた。

　九曜と頼子を会わせるつもりはないが、そうすれば、おこげの宝玉は無理やり奪うばうしか手立てがなくなり、必ず誰だれかが傷ついてしまう。

「義母さんの、欲しいもの……、望み……」

　──早く消えてほしいっていう、わたくしの望みを叶えてくださるかしら？──

　誰も傷つけずに宝玉を手に入れる方法はあとひとつある。交渉の余地もきっと残されている。弥紘は自転車に乗り、間もなく開店する駒菊屋へ急いだ。










　変わらず店は忙いそがしいが、おこげの宝玉のことしか考えられなくて仕事に集中できない。

　寺島が公休を取っている分、気を引き締しめなくてはいけないのに、客が望んでいるものと異なる商品を出したり釣つり銭をまちがえかけたり、普ふ段だんならしない失敗を立てつづけにしてしまった。

　明義に注意を受けながらどうにか接客をこなし、閉店時間を迎むかえて二人になったとき、レジスタの横で帳ちよう簿ぼをつける彼に近づいて言った。

「明義兄さん。少し、時間をもらえますか？　相談が……お話があります」

「もしかしてまたあの話か？　今日、気もそぞろだったのはそのせいか。何度も言うがおまえが出て行く必要はない。母さんが来た日は早退しろ。早退した分は別の日に長く働けばいい。それでしばらく様子を見るつもりだ」

「そんなことできませんっ。僕は寺島さんや沙代ちゃんたちや駒菊屋に迷めい惑わくがかかるような働きかたは絶対にしたくありません。お願いですから話を聞いてください。ずっと心に決めていることなんです」

　これまで弥紘を守りつづけてくれた長兄に、初めて強く言ってしまった。

　でも、今こそが潮時なのだと思う。唇を嚙かみ、祈いのるように見つめると、明義は深い溜ため息をひとつついて「二階の応接室へ行こう」と言ってくれた。

　行商を始めたいことはこれまで何度か相談し、そのたび有う耶や無む耶やにされてきた。今夜も平行線で始まったが、絶対に諦あきらめない弥紘が説得をつづけると、押し問答だったそれが徐じよ々じよに会話となっていく。

　そして二時間ほど経たったころ、ついに明義が折れた。

「弥紘が本気だということは充じゆう分ぶんわかった。──明人も交えて話を進めよう」

「あ……ありがとうございます！　明義兄さん、わがまま言って本当にごめんなさい……」

「なに、かまわん、山ほど条件をつけてやる。必ず駒菊屋の前まえ掛かけをつけて行商しろとかな」

「は、はいっ！」

　白い息を吐はきながら自転車を漕こぐ帰り道、頭が少しぼんやりして疲つかれているけれど、心持ちはとても軽くて爽さわやかだった。

　西駕町の猫たちと離れる寂さびしさはあとからやってくると思う。でも今は、おこげの大事な宝玉を手に入れられる喜びでいっぱいだった。

　──早く消えてほしいっていう、わたくしの望みを叶えてくださるかしら？──

　弥紘はようやく、継けい母ぼの長年の願望を叶えられる。

　僕は義母さんの前から消えます、二度とあらわれませんから、だから宝石をください、って言える──。

「おむすびだけじゃ足りてないよな。九曜、怒おこってるかな」

　おこげに『早く帰るね』と言ったのに、約束の時間をずいぶん過ぎてしまっている。

　握にぎり飯は二人で平らげただろうし、もしかしたら九曜は物の怪けを追い払はらうためにまた外へ出たかもしれない。居間でごろごろしながらでも喧けん嘩かしながらでもいいから、おこげのそばにいてくれていると嬉うれしいけれど。

　しかし家はしんと静まり返り、なぜか玄げん関かんの明かりしかついていなかった。

「……？　ただい、ま──」

　格こう子し戸どを開けて驚く。上がり框がまちに大泣きするおこげが座っていて、その隣となりに仏ぶつ頂ちよう面づらのおいなりがくっついて座り、おこげの膝ひざの上にいるさくらは彼の大おお粒つぶの涙なみだを舐なめ取っていた。

「おいなり!?　さくらっ？　……あっ、待ってよ！」

　普段、絶対に家へ入らない彼らは弥紘が怒ると思ったのだろうか、物もの凄すごい速さで出て行ってしまった。

「どうしたの!?　九曜はっ？」

　あらかじめ書いておいたのだろう、おこげは涙で皺しわくちゃになった紙し片へんを渡してくる。

【くよう、おべんと、たべてない】

「え？　お弁当を食べてないって……、──まさか一度も帰ってきてないの？」

　焦あせっておこげを抱だき上げる。炊すい事じ場ばには手つかずの握り飯が、居間のちゃぶ台には九曜の二段重がそのまま残っていた。顔を真っ赤にして泣くおこげは寂しさと空腹でどうしたらいいかわからなかったのだろう。

「ごめんね。約束破ってごめん……」

　明かりをつけて居間を暖め、ウッ、ウッと嗚お咽えつする小さな身体からだを抱だきしめると、幼い化け猫ねこはまつげを濡ぬらしたまま握り飯を食べはじめた。涙と洟はなにまみれた顔を丁てい寧ねいに拭ふき、手についた米粒を取りながら優やさしく訊たずねる。

「ねえ、おこげ。おいなりとさくらは明日あしたの朝も来てくれるかなぁ？　さっき、ぴゅーって行っちゃったから、おこげと一いつ緒しよにいてくれてありがとうねってお礼言えなかったんだ」

【あしたも、くる。ごちそう、あげる？】

「うん、そうしよう！　ささみとか、どうかな？　おこげも好きだよね」

　ウンッとうなずくおこげがようやく笑ってくれたことに胸を撫なでおろしたが、不安は拭ぬぐいきれない。一度も戻もどってきていない九曜は、どこでなにをしているのだろう。まさか宝玉を強ごう奪だつするときを狙ねらって継母のところにいるのだろうか。

「ちがう。九曜はそんなこと絶対しない……」

　自分に言い聞かせたそのとき、ニャ──ゴ……、グァ──オ……という長鳴きが聞こえ、おこげの鈴すずがリーンッ、リーンッと大きく鳴った。

「九曜っ？」

　鈴が反応しているから九曜に違ちがいない。声が出せないおこげは身み振ぶり手振りで懸けん命めいに止めてくれたと思う。それなのに、九曜の姿を一目見て安心したい弥紘は、夜は触ふれないようにしていた雨戸をほんの少し開けてしまった。

「うわあぁっ！」

　細く開いたそこに黄金の爪つめがガッとかかる。雨戸が破は壊かいされ、巨きよ大だいな灰色の猫が躍おどり込んでくる。赤い眼球と金の爪、そして額から生えた二本の角──弥紘がよく知る化け猫とは違う、その怪かい異いな姿に身体がぶるぶると震ふるえた。

　角を持つ妖よう猫びようは弥紘だけを狙っている。押さえつけられ、牙きばが首にかかりかけたとき、黒猫に姿を変えたおこげが物の怪の顔に嚙みついた。

「おこげ！」

　灰色の大猫につかまれたおこげが勢いよく投げられる。しかし地面に叩たたきつけられることはなかった。夜空を駆かけおりてくるまだら模様の化け猫が黒猫を背で受け止める。

「おこげ！　恐おそれるな、もう一度やひろを守れ！」

　九曜の叫さけびに、リンッ！　と鈴が冴さえた音を鳴らす。先ほどまで泣いていた小さな化け猫は九曜の背からおりると弥紘の懐ふところには入らず、耳と尻尾しつぽを限界まで立てて威い嚇かくしつづけてくれた。

　まだら模様の化け猫と灰色の妖猫は何度も巨体をぶつけ合う。凄すさまじい波動に家がぎしぎしと軋きしんだ。九曜がグアァオッと咆ほう哮こうする。　>>>♥

「こいつは猫びよう鬼きだっ！　駒菊屋の女主人が蟲こ毒どくで生み出したものだ！」

「義母かあさん!?　どうして義母さんが──」

「女主人はおこげの欠片かけらにとり憑つかれている！　宝玉に宿る化け猫の妖力に惑まどわされ、妖力を借りて猫鬼を生み出し、財物を集めさせているんだ！」

　九曜の言葉を絶対に疑わない弥紘は息を吞のみ、冷や汗あせを流す。それなら、横濱を震しん撼かんさせているあの怪かい事件の犯人は──。

「人間の呪じゆ詛そなどなまぬるい。返してやる！」

　かっ、と目を開き、牙を剝むく九曜が黒い炎ほのおの玉を吐く。それを諸もろに受けた猫鬼はギィァ──と悲鳴をあげた。しかし消しよう滅めつはせず空を駆け上がり、明らかな意思を持って北へ向かう。

「あれはどこへ行くんだ？　九曜っ、猫鬼を止めてくれ！」

「呪詛返しはどうあっても避さけられん！　猫鬼は女主人を殺し、財物をやひろの元へ持ってくる！」

「そんなっ……財物なんかいらない、僕はそんなこと望んでないよ！　義母さんを死なせたくない！」

「やひろを殺そうとした女だぞ、断じて許しがたいっ」

「きっとそれも宝玉にとり憑かれてるせいだよ。それに、どれだけ酷ひどくても彼女は兄さんたちの母はは御ごなんだ！　頼たのむよ九曜……！」

「くそっ」

　おこげが懐に飛び込んでくる。巨大な化け猫は弥紘を背に乗せて夜空を駆ける。九曜の脚あしは凄まじく速いのに、御池家の本ほん邸ていはすでに炎をあげていた。

　屋根の上で鳴いている猫鬼は九曜に従順になっている。九曜が容よう赦しやなく嚙みつくと、猫鬼は悲しげな鳴き声をあげながら消えていった。

「九曜！　火が！　大切なお屋や敷しきが……！」

「これでいいんだっ。猫鬼に奪うばわせた財物はすべて灰にする！　女主人を捜さがすぞ！」

「きっと寝しん室しつにいる！　でも寝室がどこにあるかわからない、どうしよう」

　すると懐から顔を出したおこげがすんすんと匂においを嗅かぎ、黒くて小さな前まえ脚あしで「あっち」と示してくれた。九曜の大きな身体に守られながら、燃え盛さかる廊ろう下かを進む。屋敷のあちこちで壁かべや柱が悲鳴をあげているのが可哀かわい想そうでならない。

　やがて辿たどり着いた寝室の窓辺に、煌きらびやかな着物を纏まとう頼子が倒たおれていた。

「義母さん！　……よかった、気を失ってるだけだ……」

「やひろっ、おこげ、この部屋にある女主人の財物を集めろ、壺つぼや金細工、なんでもいい、できるだけ多く集めるんだ」

「う、うんっ、わかった」

　なにに使うのか察することができなかったが、九曜の言う通りに動き、壺に黄金の小物入れや象ぞう牙げの香こう炉ろを入れていく。おこげもぴょんぴょん跳とびまわりながら宝ほう飾しよく品ひんを集めてくれた。

　おこげを懐に入れた弥紘と満まん杯ぱいになった壺を背に乗せた九曜は、頼子をくわえると窓から躍り出て広い庭に着地した。

「九曜……」

「やひろは妖力に惑わされたりしない。取ってくれ」

　煤すすだらけで気を失っている頼子の、その胸むな元もとで今も色を変えて輝かがやく大粒の宝玉。

　鎖くさりを切った弥紘は、禍まが々まがしくも美しくも見えるおこげの欠片を手に取る。

「行くぞ。ほどなく人間たちが来る」

「うん……」

　九曜が夜空へ駆け上がる。振ふり向いて見た御池家の本邸は倒とう壊かいが始まっていた。

　祖父母の思い出が詰つまった屋敷が消えてしまうのはたまらなく悲しい。けれど、頼子の顔は憑き物が落ちたように穏おだやかで、もう恐ろしいとは思わなかった。










　帰り着いた西駕町はいつもと同じ夜の静せい寂じやくに包まれている。

　雨戸も障子も閉めた居間には行あん灯どんと長なが火ひ鉢ばちの熾おき火びの明かりだけがある。

　正座する九曜と、彼と向かい合って座る弥紘と、弥紘の腿ももに腰こしかけるおこげは、赤あか紫むらさきや青緑に煌めく宝玉を見つめていた。

「どうなるかおれにもわからん。だが、なにがあっても必ず目覚めさせてやる。たとえ落命したとしても、おれは黄泉よみへ赴おもむき、おまえの魂たましいを引っ張り上げてやる。おこげよ、この宝玉を飲むことに恐おそれはないか？」

　ここに来たときの、九曜に怯おびえていたことが噓うそのように、おこげは虹にじ色いろの瞳ひとみで九曜を見つめ、ウンと力強くうなずいた。

　弥紘は力いっぱいおこげを抱だきしめる。おこげも弥紘の手を握にぎってくる。

　幼くても強い化け猫ねこはぎゅっとまぶたを閉じて、みずから口を大きく開けた。可愛かわいらしい牙きばが見える。弥紘の心臓は壊こわれんばかりに高鳴っていた。

　九曜が大きな手でおこげの頭を包み、口の中にそっと宝玉を落とす。

「ためらうな。そのまま飲み下せ」

「おこげっ」

　弥紘から見ても、飲み込むにはつらい大きさだった。苦しそうに足をばたばたさせるおこげの肩かたを懸けん命めいに撫なでる。おこげは口を「ンーッ」の形にして塊かたまりを飲み込むと、糸が切れたように手足を投げ出した。

「九曜っ、おこげは……？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。──ちゃんと、眠ねむっている」

　九曜は、すぴすぴと寝ね息いきを立てるおこげを抱き上げる。子供用の蒲ふ団とんに寝かせ、掛かけ蒲ぶ団とんをかける。初めて安あん堵どの表情を浮うかべ、おこげのさらさらの黒くろ髪かみを撫でた。それを少し離はなれたところに座って見ていた弥紘は涙なみだを我が慢まんできなかった。

　近づいてきた九曜が力強く抱きしめてくる。同時に逞たくましい身体からだを抱き、広い背に手をまわした。

「よかった、っ……。僕、本当は怖こわくて……、おこげ、がんばったよね」

「ああ。──やひろ。ありがとう」

　いつも傲ごう慢まんな九曜のその言葉はとても真しん摯しで、ほんの少し照れくさくもあって、弥紘は泣きながら笑う。

「おこげの欠片かけら、あと四十個……？」

「そうだ。おこげの肉体は残り四十の宝玉に姿を変え、この世界中に散らばっている。火山の中かもしれん、深海の底かもしれん。人の手に渡わたり、船の舳へ先さきの飾かざりになっているかもしれん。おれとやひろとおこげは、それらを求め、旅をする」

「うん。全部、一いつ緒しよに、見つける……」

　誓ちかいを立てるように、静かに口づけた。

　触ふれ合うだけのそれが深いものになっていく。舌をからませながら、身をゆっくりと横たえる。弥紘の唇くちびるを優やさしく食はむ九曜の唇が、そっと離れていった。

「九曜……」

「一度だけ言う。よく聞け」

　大きな手や首筋に浮かぶ、紫し黒こく色と赤あか錆さび色のまだら模様には愛いとしさがある。

　黄金こがね色いろの猫の瞳ひとみが弥紘を深くまでとらえてくる。

「おれの名は、橘たちばな阿あ近こん衛えの将しよう監げん九曜永なが發おき。この真名は、やひろ、おまえだけのものだ」

「くよう、ながおき……、──」

「そうだ。弥紘──」

　今なら真名を貴とうとぶ気持ちがよくわかる。大切な人の名まで自分だけのものにしたいという、欲よくにも似た想おもいが確かにあった。

　弥紘は微笑ほほえんで、愛しいその名を口にする。

「永發」

「弥紘……っ」

　真名を呼ぶ九曜が性急に着物を剝はぎ取ってくる。弥紘も九曜の帯に手をかけた。

　裸はだかになり、いつものように互たがいの性器をこすり合わせる。すぐにあふれてくる先走りを後こう孔こうに塗ぬられ、腰こしがびくんと跳はねた。

「弥紘」

　何度も指で愛あい撫ぶされてきたけれど、九曜を受け入れるのは初めてだった。怖いのに、それ以上に九曜が欲しい。

　まだら模様の浮かぶ肩に縋すがるように触れて、瞳をからませる。

「弥紘、おれだけの、弥紘……」

「あっ……！　九曜っ……！」

　熱く脈打つ陰いん茎けいが、窄すぼまりを限界まで広げて入ってくる。凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんに身体がわななく。

　わずかな痛みは、大きな喜びに包まれてすぐに消えた。心も身体も愛しい化け猫だけで満たされていく。

「あ！　あぅっ……」

　堪こらえきれぬとばかりに、九曜が激しく腰を叩たたきつけてくる。その逞しい腰に弥紘は脚あしをからませた。

「弥紘っ、弥紘──」

「九曜……あ、っあ……九曜……」

　言葉にするだけで熱いものが込み上げてくる。指をからませ、唇を重ねて、何度もひとつに溶とけていく。

　名を呼び合い、想いを確かめ合う行こう為いは空が白むまでつづけられた。　>>>♥










「くよう！　やひろ！　朝じゃ！　しゅっぱつの朝じゃぞ！」

　今日も一番に起きたおこげが元気よく跳はねて、九曜の腹に思いきり着地する。鼾いびきをかいて寝ていた九曜は「おぅっ、ふ」という不思議な声を漏もらした。

　芳かぐわしい梅の香かおりが漂ただよう今日、九曜と弥紘とおこげは西駕町を発たつ。







　御池家の本邸は全ぜん焼しようを免まぬがれなかったが駒菊屋は完全に守られ、三日三晩寝込んだ頼子は目覚めたとき別人のように穏やかになっていた。

　彼女の主治医は「屋敷が全焼した精神的衝しよう撃げきが原因だろう」と言い、明義も明人も納なつ得とくしていたけれど、弥紘の目には憑つき物がすっかり落ちた、頼子の本当の姿に映っていた。

　どれほど愛らしくても、おこげはれっきとした化け猫であり、その妖よう力りよくが宿った宝玉は人間を容易に惑まどわせる。弥紘は、九曜が言った『人間の手に渡ることほど難なん儀ぎなことはない』の意味を正しく理解した。

　四十一の宝玉となって世界中に散らばったおこげの欠片かけら。この世界に来た九曜が最初に手にした欠片は「声」だった。声を取り戻もどした小さな化け猫はとても元気でおしゃべりである。

「やひろ、だいすき！　くようは、ふつうじゃ！　かたきだから、ほんとはあいいれないのじゃ。でも、ふつうにしとく！」

「わぁ、かわいい声だなぁ」

　きゃあきゃあ言ったり歌ったりしながら両手両足を広げ、大の字を作るおこげを見た弥紘はまた嬉うれしすぎて涙ぐむ。九曜はほんの少しの照れと喜びを片かた眉まゆを上げたあきれ顔でごまかし「声は最後のひとつでよかったんだがな」とつぶやいた。

　弥紘は御池家の別べつ邸ていに保管されている祖父母の遺品をすべて駒菊屋へ渡し、明義は持って行けないほど大量の商品を用意してくれた。実際に商品を手配したのは弥紘を応おう援えんしてくれる寺島らしい。明人は、駒菊屋の屋号が入った荷車付きの自転車を新しく買ってくれた。

　心しん配ぱい性しようの彼らが一転して快く弥紘を送り出すのは、行商に『顔見知りの宝石商とその御お子こさん』が同行すると知ったからである。

　その宝石商──九曜は、粘ねん土どと妖力を使って猫びよう鬼きを作り、あの夜に回収した壺や宝飾品を口に詰め込んで百紋川の中なか洲すに置いた。御池家の財物を口に含ふくんだ物の怪けの死し骸がいは翌朝に新聞配達員によって発見・通報され、横濱を震ふるえ上がらせていた怪かい事件は、最初の発生から一か月以上が経たってようやく終結した。

　さらに九曜は、庭池に祠ほこらを立てる。

　多くを語らなかったけれど、姿を消した市松とぼたもちが怪事件に巻き込まれたことは弥紘にもわかった。九曜と弥紘とおこげが揃そろって祠の前に立ち、手を合わせたとき、弥紘はこれ以上泣くことはないと思うほどに滂ぼう沱だと涙を落とし、おこげも涙と洟はなで顔をぐしゃぐしゃにして泣いていた。

　おこげにはもうひとつ涙の別れがあった。

　親友・おいなりとの別れがつらすぎるおこげは、ふかふかの身体からだにひしっとしがみついて離れない。尻尾しつぽをおこげの背にまわしたおいなりは、泣きじゃくる友を説得する。その様子を、弥紘は手ぬぐいをびしょ濡ぬれにして見守った。

　そうして大好きな猫たちと別れを済ませた九曜と弥紘とおこげは西駕町を旅立つ。

　ぴかぴかの荷台には、反たん物もの、着物や帯、草ぞう履り、背広や革かわ靴ぐつのほかに、丼どんぶり鉢ばちいっぱいの原石と、九曜が手ずから積んだらっきょう漬づけの大おお瓶びんがあった。

「次の宝玉はなにかなぁ？　おこげはなにがいい？」

「しっぽ！　ふたまたのしっぽ！」

　駒菊屋の屋号が入った自転車は、もうキコキコ鳴らない。荷物をたくさん積んでいるのにとても軽くて、どこまでも漕こいでいけそうだった──ただし、いま自転車を漕いでいるのは山やま高たか帽ぼうと丸眼鏡を身につけている九曜で、弥紘とおこげは荷台に座っているのだけれど。

「おこげも本当は二ふた叉またなんだね？」

「うんっ。でも、くようがからだ作るのへたっぴだから、今はいっぽんなんじゃ」

「そうかー、それなら次は尻尾がいいなぁー」

「弥紘。おこげ。やかましいぞおまえら。気楽に言いよって……」

















橘阿近衛将監九曜永發と駒菊屋の御池弥紘、

そして化け猫のおこげは、

世界中に散らばった四十の宝玉を求め

出立した。




それは六つの大陸と七つの海を巡めぐる

長い旅路となる。










猫づくし浪ろ漫まん譚たん、これにて終幕。










あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『化け猫ねこさまと恋こいの花道』をお手に取っていただき、ありがとうございます。明治・大正期の横よこ濱はまを舞ぶ台たいにするのは投とう稿こう作品を書いて以来でしたから、懐なつかしく思いながら書きました。

　一八〇〇年代後半から一九〇〇年代前半の世界は、和（明治・大正期）、西洋（ヴィクトリア時代）、中ちゆう華か（清しん朝～）と、どこを見ても魅み力りよく的ですよね。熱ねつ狂きよう的で懐かい古こ的で……もっと勉強して、また書いてみたいと思いました。




　今作の主人公・弥や紘ひろは突とつ出しゆつしたなにかがあるわけではなく、至って普ふ通つうの青年です。

　私はそんな彼が好きなのですけれど、九く曜ようとおこげに吞のまれぎみかしら……？　と心配していました。

　でも、金かねひかる先生のイラストを拝見した瞬しゆん間かんに、心配はすっかり消えました！

　私がぼんやり想像していた弥紘より遥はるかに遥かに素す敵てきで、きりっとした感じと柔やわらかな雰ふん囲い気きがあり……。自転車をキコキコ漕こいで、横濱の町を進む彼が鮮せん明めいに思い浮うかんできました。

　九曜も、とてつもなく格好よくて、おこげに至っては弥紘のように「うぅっ、かわいい」と何度も唸うなってしまいました。

　金先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割さいていただき本当にありがとうございました。

　編集部さまにご迷めい惑わくをおかけしました。たくさん助けていただき、ありがとうございます。




　そして皆みなさまへ、ここまで読んでくださり本当にありがとうございます。でも、あと少しお付き合いいただけたら嬉うれしいです。

　それはなぜかと言いますと……ウブな弥紘は「自分が乱れたのは、あの高こう慢まんちきな化け猫が助すけ兵べ衛えで妙みように手て練だれだったせいだ」なんて言っておりますが、じつは九曜って……。──という掌しよう編へんを書いたからです！

　九曜視点の掌編は、こちらのあとがきの次ページより始まります。

　楽しく読んでいただけたら嬉しいです。








二〇一八年　二月　　　鴇　六連









掌編「柔らかな異界」







「おのれ、やひろ……」

　炊すい事じ場にしゃがんで戸と棚だなを開けた九く曜ようは、そこに置いてあるらっきょう漬づけの大おお瓶びんの、昨日まではなかった忌いま々いましい貼はり紙を睨にらみつけた。ちびはその内容に衝しよう撃げきを受けているようで、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。





いちばけねこにつき、いちにち、みっつまで。

まもらないと、らっきょうづけを、つくりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やひろ






　この二、三日『ちょっとくらいなら、やひろは気づかんぞ？』と、ちびをそそのかし、小こ鉢ばちいっぱいにらっきょう漬けを盛らせていたのだが、やひろは早々に気づき、憎にくたらしいことに対策まで講じてきた。

　ちびは糸のように細くした目を吊つり上げ、きいきいと責めてくる。

「知るか。棚の奥にも同じ大瓶があるのだぞ？　このような貼り紙は無視する。昨日と同じくらいの量を盛れ」

　この幼い化け猫は九曜の言うことはちっとも聞かないくせに、やひろの言いつけは頑かたくなに守ろうとする。「みっつ、だ、け！」と口を動かし、豆皿を突つき出してきた。

　らっきょうを匙さじで一ひと粒つぶずつ掬すくうことに集中するちびは、なぜか唇くちびるを「ほ」の形にする。

　しゃがんでいる九曜は豆皿を持たされ、「ほ……、ほ」と真しん剣けんな表情で大瓶と豆皿を六往復するちびに付き合うことになった。

　たった六粒のらっきょう漬けしか入っていない豆皿を両手で持ち、ちびはそろそろと居間へ歩いていく。

　ちゃぶ台にはやひろが準備した二段重の弁当と曲げわっぱの弁当、薬や缶かんとふたつの湯のみがある。湯飲みに茶を注ぐと、胡坐あぐらをかく九曜と分厚い座ざ蒲ぶ団とんの上に正座するちびは揃そろって手を合わせた。

　九曜はまず一粒のらっきょう漬けをじっくり味わい、根菜の煮に物ものや肉団子を吞み込む。

　ちびは、ぽりぽり、ぽりぽり、と立てつづけにらっきょう漬けを食べたあと、みっつしかないことに気づいてこの世の終わりが来たような顔をした。なぜもっと考えて食べないのだろうか。

「明日から計画的に食え。最初に一粒、途と中ちゆうで一粒、最後に一粒とかだ。わかったか」

　しょんぼりしながらも素直にウンとうなずいたので、九曜は豆皿を傾かたむけて残り二粒のらっきょう漬けを曲げわっぱの弁当に落としてやった。

　ちびは黒い耳と尻尾しつぽをピーンッと立て、にこっと笑って「あ、り、が、と！」と大きく口を開き、弁当をぱくぱく食べていく。

「………」

　いつからこんなにも柔じゆう軟なんに表情を変えるようになったのだろうか。九曜が必死で形成し、魂たましいとふたつの蛋白石オパアルを埋うめ込んだそれは、ただの木偶でくみたいだったのに。

　弁当を食べ終えて手を合わせたあと、おのおの手を丸めて頰ほおや口まわりを念入りに洗う。

　大化け猫の呪じゆ詛そを受けてから、食後にこれをしないと気が済まなくなってしまった。九曜は目を細めてごりごりと頰をこする。

『空になった弁当箱は流しに運んで水を張っておいて。それくらいはしてよ』──やひろが九曜に向けて言ったそれを聞いていたちびがせっついてくる。敦とん辿せん蓮れん界かいで生きていた二十三年のあいだ、一度もしたことがなかった〝食後の片づけ〟なるものを、九曜はしぶしぶ行うようになった。

　腹は満たされ、ちびが逃にげていないことも確かく認にんできた。速すみやかに宝玉捜さがしを再開しなくてはならない。この一帯のどこかにちびの欠片かけらがあると感じるのだが、まだ妖よう力りよくの均きん衡こうが保てないせいか場所の特定まではできず、今は虱しらみ潰つぶしに捜すしか手立てがなかった。

　ふいに嫌いやな予感がした九曜は、焦あせって玄げん関かんへ向かう。タタタッと足音が近づいてくる。

　──来やがった。

　鼻息を荒あらくするちびが掲かかげるそれに、九曜はげんなりした。

　この異界は玩がん具ぐが豊富なようで、ちびにめっぽう甘いやひろはやたらと玩具を与あたえる。ちびは今、双六すごろくに夢中になっていた。安易に玩具を与えるなと言いたい。遊び相手をする羽目になるのはやひろではなく九曜である。

「あのなあ。おれたちがこの世界に来た目的を忘れてはおらんか？　──おまえ、いつまでも木偶のままでいいのか」

　言葉の最後の語気を強めても、ちびは「すご、ろく、す、る、の！」と言って聞かない。

　無視して宝玉捜しに出るべきだが、拗すねたちびが逐ちく電でんしてしまう可能性があった。弱みを握にぎられているようで腹が立ってくる。九曜はチッと舌打ちをして居間へ向かった。

「ええい、何色でもいいわ、早くしろっ」

　居間に双六を広げたちびは巾きん着ちやくを持ち出し、中に入れているおはじきのうち、どの色のおはじきを九曜用にするかをあきれるほど真剣に悩なやむ。昨日は水色で、今日は薄うす緑みどりのおはじきを渡わたされた。

　そうして始まる双六は、終わりがない。

　さっさと〝あがり〟に至って「やひろが戻もどるまでおとなしくしてろ」と立ち上がっても、ちびは興奮ぎみに「も、いっ、かい！」と袴はかまを引っ張ってくる。

　その「も、いっ、かい！」が延々と繰くり返されるのだ。

　かつてないほどの凄すさまじい苦行である。敦辿蓮界で明け暮れていた武術や剣けん術じゆつのほうが遥はるかに易やすい。

　ちびの「も、いっ、かい！」に付き合っているうちに陽ひが落ち、九曜が宝玉捜しを諦あきらめたころ、食材を抱かかえたやひろが帰宅する。

「わあっ、双六してるの？　楽しそうだなー、よかったなー、おこげ」

　なにがそんなに嬉しいのか、やひろは驚おどろくほど締しまりのない顔になる。

　あほう、煽あおるな、ちびがさらに張り切るだろうが──苦行で朦もう朧ろうとしている九曜は、やひろの満面の笑えみをぎろっと睨みつけた。

「ご飯を作るから、おこげは九曜と遊んでてなー」

　ちびはにこにこ笑ってウンッとうなずき、飽あきもせず賽子さいころを振ふる。

　楽しそうに自分のおはじきを進めて、「く、よ、う、の、ばん」とまた笑う。

　ちびの相手をする唯ゆい一いつの利点はやひろの作る料理が大量で豪ごう華かになることだった。今夜も山盛りの肉料理が出てきて九曜は満足する。

　だがしかし、食事が終わればまた苦行再開である。いったい一日に何十回すれば気が済むのだろうか。いいかげん苛いら立だち、低い声で言った。

「おい、ちび。おれに負けたら風ふ呂ろに入って寝ねろ。いいな？」

「おこげ、負けるなー！」

　やひろの応おう援えんを受けてフンッと鼻息を荒くするちびを一いつ瞬しゆんで打ち負かしてやった。衝撃を受けたちびは唇を「ほ！」の形にし、そのあと黒い耳をぺったんこにする。

「九曜、おとなげない……」

「やかましい。とっとと風呂へ連れて行け」

　ようやく一人になれた九曜は、居間に敷しかれた蒲団の上にごろりと横になり、肘ひじ枕まくらを作る。

「………」

　──おれはいったい、なにをしているんだ。

　これまで九曜は子供に触ふれることはおろか、ほとんど会ったことさえなかった。異界で幼い物の怪けと双六をするなどと、誰だれが想像できるだろう。大化け猫ねこの呪詛を受けて自身が化け猫になることのほうがまだ想像し易い。

　──この異界は、なにかと柔やわいものが多いな。

　九曜が敦辿蓮界で触れるものといえば、甲かつ冑ちゆうや大剣などの武器、物の怪たちの甲こう殻かくや牙きばや鉤がぎ爪づめ、巌いわおや乾かわいた地面ばかりだった。いつ物の怪に襲おそわれるかわからないため、蒲団に横たわって眠ねむることはまずない。板の間に座して目を瞑つむるか、よくて壁かべに背を預けるくらいだった。

　だからこうして柔らかな蒲団に身を横たえていることが不思議でならない。木偶のようだったちびの顔や身体からだが柔らかくなっていくことも。

　この柔らかなるものを九曜に齎もたらしているのは──。

「………」

　九曜の縄なわ張ばりの向こうに物の怪たちが集まってきている。一時もあれば片づけられそうだが、今こ宵よいはここを動かないほうがいいような気がした。この言葉にしがたいびりびりとした感覚はなんだろう。化け猫の本能だろうか。

　物思いに耽ふけっていると、ぱたぱたと二人分の軽快な足音が近づいてくる。風呂上がりのやひろとちびが入ってきて、石せつ鹼けんの匂においがした。

「急げ、急げ、湯冷めしないうちにお蒲団へ入らないとな。──あれ？　九曜、出かけないの？　今夜は、……も、物の怪いないのか？」

「おらん」

　やひろに物の怪のことを事細かに話すのは得策ではないため適当に返事をする。

　寝ね床どこに入ったちびの唇が「あ、し、た、すご、ろく、かつ！」と動いて、九曜はガクッと肘枕を崩くずしそうになった。退たい屈くつ極まりないあれから解放されたばかりなのに、またやらされると決まっているのはつらい。

「うんうん、がんばれ！　明日はきっと勝てるよ。おやすみ、おこげ……」

　双六に延々と付き合わされる苦痛を知らないやひろは無責任なことを嬉うれしそうに言い、ぷぅぷぅと寝息を立てはじめたちびの黒くろ髪かみを撫なでる。

　九曜に背を向けて正座するやひろの、短い髪の先はまだ濡ぬれている。白いうなじから柔らかな石鹼の香かおりが匂い立つ。

　その柔らかなものに誘さそわれるように、九曜は手を伸のばしてやひろの細い腰こしをつかみ、寝床の中へ引き寄せた。

「あっ？　……なに、するんだ、っ」

「湯冷めせんうちに寝床へ入らねばな？」

　暗い毛布の中でも猫の瞳ひとみはよく見える。九曜のほうを向かせて横おう臥がさせると、風呂上がりで赤くなっていたやひろの頰がさらに赤みを増した。

「なに言って……あっ、ちょっと、はな、せっ！」

「ちびが起きても知らんぞ？」

　やひろはこの言葉に弱い。ちびのことを気にする一瞬の隙すきに下着を剝はぎ取る。片方の腿ももをつかみ、自分の腰にからませるように乗せた。

「この格好なにっ？　あ、あしっ、おろして」

「今宵は妖力は満ちているが、ちびの苦行のせいで頭が少々朦朧としていてな。やひろ、唾だ液えきをよこせ」

「なに、それ、んんっ……」

　やひろの唇くちびるを塞ふさぎ、舌や唾液を吸いながら着物と袴を脱ぬいでいく。先走りを漏もらしている男根を柔らかな股また座ぐらにめちゃくちゃに押しつけた。丸い尻しりを揉もみしだき、割れ目をなぞる。

「あっ」

　びくんと跳はねた細い身体は温かく、指先で触れたそこは湿しめり気を帯びていた。風呂上がりだからだろうか、少し捏こねただけで柔らかくほころび、九曜の指を吞のみ込んでいく。

「あ……、う……」

「やひろ」

　双そう頭とう八肢の大化け猫を斃たおすことだけを考え、物の怪の討とう伐ばつにすべてを捧ささげてきたこの身は、女の中も男の中も知らない。人間の身体が、肌はだが、こんなにも熱く柔らかくなることを九曜は異界に来て初めて知った。

「あっ。九曜っ」

　やひろが腕うでの中にいると辛しん抱ぼうがきかなくなる。指を抜ぬき、後こう孔こうが閉じきる前に陰いん茎けいの先せん端たんを押しつけた。

「痛くなったら言え。止やめる」

「いや。入れ、るの……いや、だ……」

「言わないなら根元まで嵌はめ込むぞ？」

「っ」

　九曜はやひろの後孔に亀き頭とうを埋うめていく。「いた、い……」と声が聞こえたそこで腰を止め、感かん触しよくを記き憶おくする。そうして孔あなを何度も浅く突つく。やひろが痛いと言ったのは一度だけだった。

　ぬる、ぬる、と亀頭が嵌まるたび「あっ、あっ」と細かな声を漏らす。

「やひろ……っ」

　柔いものが多いこの異界で、やひろの中は最も柔らかく、温かく、気持ちがいいのだろう。今すぐ奥まで挿そう入にゆうしたい衝しよう動どうを九曜は必死で堪こらえた。無理強じいをすれば、せっかくの柔らかなやひろが硬かたくなってしまう恐おそれがある。

「あっ……う、九曜──」

　亀頭を半分ほど埋め込んで射精すると、やひろの尻がぶるぶると震ふるえる。二人の腹が薄うすい白はく濁だくに濡れて、九曜はやひろも達したことを知った──。










　挿入を堪える分、やひろの身体をめちゃくちゃにしてしまう。後孔の中をこすり上げて射精させると、やひろはくったりとして眠ってしまった。

　しとどに濡れた股座を清め、寝ね間ま着きを着せて帯を締めて毛布と掛かけ蒲団をかける。

　物の怪たちを追い払はらい、宝玉捜さがしを始めるために九曜は身なりを整えた。

　子供用の蒲団へ近づいてしゃがみ、ぷぅぷぅと寝息を立てるちびをのぞき込む。

　人差し指で触れた頰ほおは、やはり柔らかい。やひろだと勘かん違ちがいしているのだろう、眠るちびがにこにこ笑う。人差し指と親指で、むに、と頰をつまむと、九曜だと気づいたのか、むすっとした。

「ふっ……」

　木偶でくのようだったちびに血の通った柔らかさを齎したのは、やひろという異界の青年である。

　やひろのところへ移動し、人差し指で頰に触れると、こちらは「ぐぇ」と声を出した。

「む。やはり大おお蝦蟇がまか……？」

　この地に長く留とどまるつもりはない。

　ちびの欠片かけらを手に入れたら、九曜たちは次の地へ向かう。やひろも連れて行くことを、きちんと伝えなくてはならない。拒こばんでも無む駄だで、必ず連れて行くということを。

「まずはひとつ、だな」

　九曜は化け猫の姿になり、柔らかな異界の空を駆かけ上がっていった。
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